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商標説明 

• Microsoft 、 Windows および Windows Vista は 、 Microsoft Corporation の 
米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

• Macintosh、Mac OS および QuickTime は 、 Apple Inc. の商標です。 
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社）の商標、または特定地域における同社の登録商標でず。 
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• PictBridge □ コは商標です。 
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はじめに 

撮影の華備 


巧 

簡単な撮影と再生 

—5 く 6くオート撮影モードを使ラ 

a 

オート撮影モードで撮影ずる 

而 ii 

シーンに合わせて撮影ずる 

回 

笑顔を撮影ずる（ベストフ I イスモード） 

因 

再生機能を使いこなず 

% 

動画を撮影ずる/再生ずる 

テレビやバソコン、プ U ンターに接続する 

MENU 

撮影、再生、セットアップ 
メニューを使ラ 

付録 



まを上のご注意 


お使いになる前に「安全上のごを意」をよくお読みの上、正しい方法でお使い 
<ださい。 

この「安全上のごを意」は製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや他の 
人々への危害や財産への損害を未然に防止するために重要な內容を記載して 
います。内容を理解してから本文をお読みいただ走、お読みになった媛は、お 
使いになる方びいつでわ見5れるところに必ず保管してください。 

表示と意巧は次のよラになっています。 


A 周ち 


i 賴魏 II 慮屬!點點 in お傭 r または重 


A 警告 


i 賴魏 II 顧を設 S 體黯舞顧心が祀または重 


この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が傷害を負ラ巧 
A ま意 能性が想をされる内容および物的損害の発生が想定される内容を示 
* しています。 


お守0いただく内容の種類を、次の図記号で区分し、説明しています。 


給表示の例 


A 么記号は、ま意（警告を含む）を促ず内容を告げるものです。図の中や近 
松 くに具体的なミ主意内容（左図の場合は感電ま意）び描かれていまず。 

^ S 記号は、禁止（してはいけないこと）の行為を告げるものでず。図の中 
^や近くに具体的な禁止内容（を図の場合は分辭禁止）び描かれています。 

C 参記号は、行為を強制ずること（必ずずること）を告げるちのでず。図の 
中や近くに具体的な強制内容（左図の場合はプラグをコンセントか5巧く） 
が描かれています。 


A 警告 (カメラについて） 



分辭したり、修理や改造をしないこと 

感電したり、異常動作をしてヶガの 

分解禁止 

原因とな0ます。 


落下などによって破損し、内部が 露 
出したときは、露出部に手を触れな 

接軸禁止 

いこと 

〇 

すぐに 
腿刪を 

感電したり、破損部でヶガをする原 
因とな0ます。 

電池、電源を巧いて、ニコンヴービ 
ス機関に修理を依頼してください。 


(§) 

水につけたり、水をかけたり、雨に 
め 5 したりしなし 1 こと 

水かけ 
禁止 

発火したり感電の原因となります。 

載也を 

熱くなる、煙が出る、こげ臭いなど 
の異常時は、ずみやかに電池を取り 
出ずこと 

取る 

〇 

そのまま使用すると火ぶ、やけどの 
原因となります。 

電池を取り出す際、やけどに充分を 
意してください。 

すぐに 

電池を抜いて、 ニコンサービス 機関 

修理巧巧を 

に修理を依頼してください。 
























を全上のご注意 


0 

使巧禁止 

引义、爆発のおそれのある場所では 
使用しないこと 

プ n バンガス、ガソリンなど引火性 
ガスや粉塵の発生する場所で使用す 
ると爆発や火災の原因となります。 

0 

究巧禁止 

車の運転ち等にむけてフラッシュ 
を発光しないこと 

事故の原因となります。 

0 

発光禁止 

フラッシュを人の目に近づけて発 
ホしないこと 

ネ見力障害の原因となります。 

特に乳幼巧を撮影する時は1 ml；Lh 
離れてください。 

A 

お管ま意 

幼児の□に入るかさな付属品は、幼 
児の手の届かないところに置くこと 

幼児の飲み込みの原因となります。 
万一飲み込んだとさは、直ちに医師 
にご相談ください。 

A 

な管ま意 

ストラップが首に巻をつかないよ 
ラにずること 

特に幼児•児童の首にストラップを 
かけないこと。 

首に卷さ付いて窒息の原因となり 
ます。 

A 

藝化 

指定の電油または専用 AC アダプ 
ターを使用ずること 

指定料がのちのを使用すると、火が 
や感電の原因となります。 

0 

使巧禁止 

AC アダプター使用時に雷が鳴0出 
した5、電源プラグに触れないこと 

感電の原因となります。 

雷び鳴り止むまで機器から離れて 
<ださい。 


么ま意 (カメラについて） 


A 

感電ま意 

めれた手でさわ5ないこと 

感電の原因になることびあります。 

A 

な管注意 

製品は、幼巧の手の届かない巧に置 
<こと 

ケガの原因になることびあります。 


A 

保管注意 

使用しないときは、電源を OFF にし 
てレンズを遮光し、太陽光のあた6 
ない巧にな管ずること 

太陽光び焦点を結び、火がの原因に 
なることびあります。 

A 

移動注意 

兰脚にカメラを取り付けたまま移 
動しないこと 

転倒したりぶつけたりしてケガの 
原因になることがあります。 

A 

使用注意 

航空機内で使ラと走は、離着陸時に 
電源を OFF にずること 
病院で使ラときは病院の指示に従 
ラこと 

本機器び出す電磁波などにより、航 
空機の計器や医療機器に影響を与 
えるおそれびあります。 

€ 

載也を 
取る 

フラグを 

抜く 

長期間使用しないとをは電源(電池 
や AC アダプター)をがずこと 

電池の液ちれにより、火が、ケガや 
周固を巧損する原因となることび 
あります。 

AC アダプターをご使用の際には、 
AC アダプターを取りかし、その後電 
源プラグをコンセントから抜いて 
ください。火災の原因となることび 
おります。 

0 

微禁止 

内蔵フラッシュの発光窓を人化やら 
のに密着さだて発光させないこと 

やけどや発火の原因となることび 
あります。 

0 

禁止 

巧団でおおったり、つつんだ0して 
使用しないこと 

熱がこち0ケースび蜜おし、火災の 
原因となることがあります。 

0 

放置禁止 

窓を閉め切った自動車の中や直が 
曰光が当たる場所など、異常に湿度 
が高くなる場所に放置しないこと 

内部の部品に悪い影響を与え、火災 
の原因となることがあります。 

0 

禁止 

付属の CD - ROM を音楽用 CD プレー 
ヤーで使用しないこと 

機器に損傷を与えたり大さな音び 
して聴力に悪影響を及ぼすことび 
おります。 






































安全上のごま意 


A 周ち 

(リチウム電池、アルカリ電池について) 


A 電池か5もれた液が目に入ったと 
きは、すぐにをれいな水で巧い、医 
師の治療を受けること 

e そのままにしておくと、目に傷害を 

与える原因となります。 


A 警告 

(リチウム電池、アルカリ電池について) 


A 

整化 

外装チューブをはがしたり、傷を付 
けなし1こと 

液ちれ、発熱、破裂の原因とな0ます。 

0 

禁止 

電池を火に入れたり、加熱しないこ 
と 

液ちれ、発熱、破裂の原因とな0ます。 

0 

禁止 

新しい電池と使用した電地、種類や 
メーカーの異なる電池を混ぜて使 
巧しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因となじます。 

分解禁止 

電池をシヨート、分解しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因とな0ます。 

A 

苗化 

S 口 

電池に表おされた警告、注意を守る 
こと 

液ちれ、発熱、破裂の原因とな0ます。 

A 

整た 

使用説明書に表おされた霞池を使 
用ずること 

液ちれ、発熱、破裂の原因とな0ます。 

A 

な管ま意 

電池は幼巧の手の届かない所に置 
<こと 

幼児の飲み込みの原因となります。 
万一飲み込んだとさはただちに医 
師にご相談 < ださい。 

A 

苗化 

S 口 

電池の「+」と「一」の向きを間違え 
ないよラにずること 

液ちれ、発熱、破裂の原因とな0ます。 


水かけ禁止 

水につけた0、め5さないこと 

液ちれ、発熱の原因となります。 

0 

禁止 

充電ミ也似夕りま巧電しないこと 

液われ、発熱の原因となります。 

A 

整た 

電地を廃棄ずると去は、テープなど 
で接点部を絶縁ずること 

他の金属と接軸すると、発熱、破雲、 
発火の原因となります。お住まいの 
自治体の規則にしたがって廃棄し 
て < ださい。 

A 

舊化 

電池か6ちれたおが皮膚や巧服に 
付いたときは、ずぐにをれいな水で 
洗い流ずこと 

そのままにしてお < と、皮唐がかぶ 
れたりする原因となります。 


A 警告 

(アルカリ電池について） 


A 使い切った電池はずぐにカメラか 
6取り出ずこと 

警普液ちれ、発熱、破裂の原因とな0ます。 


A 周巧 

にッケル水素充電池について) 


0 

淀用禁止 

U チャージャブルパッテ U—EN-MH2 
は、 C00LPIX 用 Ni-MH 霞也を使用ずる 
ニコンデジタルカメラ専巧の充載也で 
COOLPIXL22/COOLPIX L21 に対応し 
ていまず 

EN-MH2 に対応していない機器に 
は使用しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因とな0ます。 

A 

を険 

専用のチャージャーを使用して2本 
セットで同時に充電ずること 

液ちれ、発熱、破装の原因とな0ます。 


/V 

















































を全上のご注意 


0 

禁止 

電池を乂に入れたり、加熱しないこ 
と 

液ちれ、発熱、破裂の原因となじます。 

A 

盾険 

電油の「+」と r - j の向きを間違え 
ないよラにずること 

液をれ、発熱、破裂の原因とな0ます。 

分解禁止 

電池をシヨート、分解しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因となじます。 

A 

危険 

ネックレス、ヘアピンなどの金属製 
のちのと一緒に持ち運んだり、な管 
しなし1こと 

液ちれ、発熱、破裂の原因とな0ます。 

0 

禁止 

新しい電池と使用した電池、型番や 
メーカーの異なる電池を混ぜて使 
用しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因になじます。 

A 

を険 

電池か日ちれた液が目に入ったと 
きは、すぐにをれいな水で洗い、医 
師の治療を受けること 

そのままにしておくと、目に傷害を 
ちえる原因となります。 


A 警告 

(ニッ ケル水素巧電池について) 


A 

整化 

外装チューブをがしたり、傷をつけ 
なし 1 こと 

また、外装チューブがはがれたり、 
傷がついている電池は絶対に使用 
しなし 1 こと 

液ちれ、発熱、破裂の原因となじます。 

A 

苗化 

S 口 

電池に表おされた警告、注意を守る 
こと 

液ちれ、破裂、発火の原因とな0ます。 

(§) 

水かけ禁止 

水につけたり、め 5 さないこと 

液をれ、発熱の原因とな0ます。 


0 

禁止 

変色や変お、そのほか今までと異な 
ることに気づいたとさは、使用しな 
いこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因とな0ま 
す。 

A 

保管注意 

電池は幼児の手の届かないところ 
に置くこと 

幼児の飲み込みの原因となります。 
万一飲み込んだとさは、ただちに医 
師にごネ目談ください。 

A 

舊化 

充電の際に所定の巧電時間を超え 
ても巧電び完了しないとをには、巧 
電をやめること 

液ちれ、発熱、破裂の原因とな0ま 
す。 

A 

舊化 

電池か6ちれた液が皮膚やを服に 
ついたとをは、ずぐにをれいな水で 
洗い、医師の治療を受けること 

そのままにしておくと、巧唐がかぶ 
れたりする原因となります。 

A 

舊化 

電池をリサイクルするとをや、やむ 
なく廃棄するとをは、テープなどで 
接点部を絶縁ずること 

他の金属と接軸すると、発熱、破裂、 
発火の原因となります。ニコンヴー 
ビス機関または U サイクル協力店 
にご持参くださるか、お住まいの自 
治体の規則にしたびって廃棄して 
<ださい。 

A 

壁化 

使用説明書に表おされた電池を使 
用すること 

液ちれ、発熱、破裂の原因とな0ます。 


A ま意 

(ニッケル水素充電池について) 


A 

電池に強い衝撃を与えたり、投げた 

りしないこと 

ミち意 

液ちれ、発熱、破裂の原因とな0ます。 


V 
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ほ用説明書について 

ニコン デジタルカメラ COOLPIX L 22 /COOLPIX L 21 をお買い上げいただき、ま 
ことにあ0びとラございます。 

お使いになる前に、この使用説明書をよくお読みになり、内容を充分に理解し 
てから正しくお使いください。お読みになった後は、お使いになるちびいつで 
わ見られるところに保管し、撮影を楽しむためにお役立て<ださし、。 


参本文中のマークについて 


巧 

カメラの故障を防ぐために、使 
巧前にま意していたださたいこ 
とや守っていたださたいことを 
記載していまず。 


巧 

カメラを使用ずるとさに、梗利 
な情報を記載していまず。 





因 

カメラを使用ずる前に知ってお 
いていただきたいことを記載し 
ていまず。 



関連情報を記載した参照ページ 
を記載していまず。 


•表記について 

-本書では COOLPIX L 22、 C 00 LPIXL 21 の製品名を L 22、 L 21 と表記してい 
る場をびあります。 

. SD メモリーカードを 「 SD 力ード」と表記しています。 

-ご購入時のカメラの設定を「初期設定」と表記しています。 

-液晶モニターに表示されるニュー項目や、パソコンに表示されるボタン 
名、メッセージなどは、 [] で囲って表記しています。 

•画面例について 

本書では、液晶モニター上の表示をわかりやすく説明するために、被写体の表 
示を省略している場合びあります。 

♦本夕中のイラストについて 

-カメラのイラストは主に COOLPIX L 22 を使っています。説明上必要な場合 
は 、 COOLPIX L 21 のイラストを併載しています。 

. 本文中の画面表示を含むイラストは、実隙と異なる場含びあります。 

M 内蔵メモリーと SD 力ードについて 

本機は、内蔵メモ U- と SD 力ードの両方に対応しています。 SD 力ードを力方ラにセット 
しているとさは、 SD カードび優先して使用されます。内蔵メモ U —を使用して、撮影、再 
生、削除、初期化などの操作をするとさは、 SD カードをカメラから取り化して<ださい。 
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ご確認 < ださい 

♦保証書について 

この製品には「保証書」び付いていますのでご確認ください。「保証書」は、 
お買い上げの隙、ご購入店か5お客様へ直接お渡しすることになっています。 
必ず「ご購入年月曰」と「ご購入店」び記入された保証書をお受け取りくださ 
し、。「保罰書」をお受け取りにな5ないと、ご購入1年政內の保証修理び受け5 
れないことになります。お受け取りにならなかった場をは、ただちに購入店に 
ご請求ください。 

♦カスタマー登録 

下記のホームぺージからカスタマー登録で走ます。 
https :// req . nikon - imaqe . com / 

付属の「登録のご案內」に記載されている登録コードをご用意ください。 

参カスタマーヴポート 

下記のホームページでヴポート情報をご案内しています。 
http :// www . nikon - imaqe . com / ipn/su 色 port / 

♦大切な撮影を行ラ前には試し撮りを 

大切な撮影（結婚式や海外旅行など）の前には、必ず試し撮りをしてカメラび 
正常に機能することを事前に確認してください。本製品の故障に起因する付随 
的損害（撮影に要した請費用および利な喪失等に関する損害等）についての補 
償はご容赦願います。 

♦本製品をまむしてご使用いただくために 

本製品は、当社製のアクセヴ U — (バッテリー、バッテ U - チャージャー 、 AC 
アダプターなど）に適合するよラに作5れていまずので、当社製品との組み合 
わせでお使いください。 

-イ也社製品や模做品と組み合わせてお使いになると、事故や故障などび起こる 
可能性びありまず。その場合、当社の保証の対象外となりますのでごま意く 
ださい。 
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ご確認ください 


♦使用説明書について 

-この使用説明書の一部または全部を無断で転載することは、固くお断りいた 
します。 

-仕様、性能は予告なく変更することびありますので、ご承知ください。 

-使巧説明書の誤0などについての補償はご容赦ください。 

-使用説明書の内容び破損などによって判読でをなくなったとさは、下記の 
ホームぺージから使用説明書の PDF ファイルをダウン□—ドでさます。 

http :// www . nikon - imaqe . com / ipn/su 卽〇け/ manual / 

ニコンサービス機関で新しい使用説明書を購入することわできます（有料)。 

♦著作権についてのごミち意 

あなたびカメラで撮影または録音したものは、個人として楽しむなどの他は、 
著作権上、権利ちに無断で使ラことびでさません。なお、実演や興業、展示物 
の中には、個人として楽しむなどの目的であってわ、撮影や録音を制限してい 
る場合びあ0ますのでごま意ください。また、著作権の目的となっている画像 
や音楽は、著作権法の規定による範囲內でお使いになる政がは、ご利巧いただ 
けませんのでごま意ください。 

♦カメラやメモリーカードを譲渡/廃棄ずるとをのごミ主意 

メモリー （ SD カード/カメラ内蔵方モ U —を含む）内のデータはカメラやパソ 
コンで初期化または削除しただけでは、完全には削除されません。讓渡/廃棄 
した後に市販のデータ修復ソフトウ王アなどを使ってデータび復元され、重要 
なデータび流出してしまラ可能性びあ0ます。メモ U — 内のデータはお客様の 
責任において管理してください。 

メモ U - を讓渡/廃棄する隙は、市販のデータ削除専用ソフトウェアなどを 
使ってデータを完全に削除するか、初期化後にメモ U —びいっぱいになるま 
で、空や地面などを撮影することをおすすめします。なお、「オープニング画 
面」の「撮影した画像」（の88)も、同様に別の画像で置き換えてから讓渡/ 
廃棄してください。メモ U — を物理的に破壊して廃棄すると走は、周囲の状況 
やけびなどに充分ご注意くださし、。 

♦電波障害自主規制について 


この装置は、クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用する 
ことを目的としていますが、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接 
して使用されると、受信障害を引さ起こすことびあります。 

使用説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

VCCI-B 


はじめに 

3 





レンズ収納時 


10 11 


内 励フフツンユ . 30 

レンズ . 112、123 

スピーカー . 57 

パワーコネクターカバー （別売 AC 

アダプター接続用） . 110 

ストラップ取り付け部 . 13 

レンズバ U アー . 113 

マイク . 55 


電源スイッチ/電源ランフ 

. 20、99 

セルフタイマーランプ . 32 

AF 補助光 . 25、97 


る部の名敬 

カメラ本付： 

COOLPIX L22 前面 


2 3 4 



シャッターボタン, 


..24 
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COOLPIX L22 背面 


各部の名称 



液晶モニター . 

MENU 〔メニュー）ボタン 

. 12、56、73、81、86 

® (決定）ボタン . 11 

〇 (撮影モード）ボタン . 10 

フラッシュランプ . 31 

因（再生）ボタン . 10、26 

マルチセレクター . 11 


.8 Qf (削齢ボタン ...... 26、27、57 

a 電池/ SD カードカバー 

. 14、18 

Q 兰脚ネジ巧 

D 端子カバ— . 58、60、65 

B USB/ オーディオビデオ出力端子 
. 58、60、65 

Q SD 力ードス□ット . 18 

Q 電池室 . 14 
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巧威フラッシュ . 30 

レンズ . 112、123 

マイク . 55 

パワーコネクターカバー （別売 AC 

アダプター接続用） . 110 

ストラップ取り付け部 . 13 

レンズバ U アー . 113 


電源スイッチ/電源ランフ 

. 20、99 

セルフタイマーランプ . 32 

AF 補助光 . 25、97 


各部のち称 

COOLPIX L21 前面 


12 3 4 



シャッターボタン . 24 






3 3 3 8 0 3 
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COOLPIX L21 背面 


各部の名称 



a 電池/ SD カードカバー 

. 14、18 

Q スピーカー . 57 

Q 兰脚ネジ巧 

0端子カバー . 58、60、65 

B USB / オーディオビデオ出力端子 
. 58、60、65 

Q SD 力ードス□ット . 18 

Q 電池室 . 14 


1 2 


fr 


Nikon 


1011 1213 



液晶モニター . 8 

MENU (メニュー）ボタン 

. 12、56、73、81、86 

@ (決定）ボタン . 11 

〇 (撮影モード）ボタン . 10 

フラッシュランプ . 31 

因（再生）ボタン . 10、26 

7ルチセレクター . 11 

1销 U 除）ボタン ...... 26、27、57 
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各部のち巧 


液晶モニターの表示内容 

説明のため、すべての表示を点なさせています。 

撮影、再生時の画面に表おされる情報は、数秒経過すると消なします（1 X 192)。 

g 撮該時 

に 誦即 -4 - 



撮影モード 


Q 

田 

a 

田 

I 

凸 

圧! 

の 

旧 


. 20、29、35、46、55 

マク□モード . 33 

ズーム表示 . 23、33 

AE / AF-L 表示 . 45 

AF 表示 . 24 


フラッシュモード. 


.30 

.20 


バッテ U —チェック . 

モーシヨン検知表示 

. 21、 96 

電子式手ブレ補正 . 95 

曰時未設定 . 89、116 

訪問先 . 89 

デー ト写し込み . 94 



動画設定 . 56 

画像 モー ド'※2 . 74 

a 記録可能コマ数〔静止画）……20 

b 記録可能時間〔動画） . 55 

巧蔵メモ U —表示 . 21 

絞0値 . 24 

AF エ U ァ . 22、24 

AF エ1」ァ〔顔認識時）。.…22、24 

シャッタースピード . 24 

ISO 感度表示 . 31 

露出補正値 . 34 

ピクチャーカラー . 79 

ホワイトバランス . 76 

連写モード . 78 

セルフタイマー . 32 


撮影モードによって表示されるアイコンが異なります。 
《2圆\圆は L22、 圆1ま L21 で表示されまず。 










































各部の名称 


-I 一 I- 


留留留留 JIF 岛齡 

朝 

.固 

遵 

励- 
画- 

脚烟即991 / M 

-1—1 — I - 


9 8 


r §19/999] 3 
[9999/9999] 

P H 耐諭 ] b 
[ 1耐諭] 


再生時 

1 2 3 4 


Q 撮訖日 . 

. 16 

Q 撮影時刻 . 

. 16 

Q ち®亲 . 

. 57 

Q バッテ1」-チ1ック . 

. 20 

Q 動画設定* . 

. 56 

Q 画像モード《’ . 

. 74 


a 画像のま号/全画像数 . 26 

b 動画の再生時間 . 57 


田巧蔵メモ I 」—表示 . 26 

Q 動画再生ガイド . 57 

Q プ U ント指定表示 . 70 

n スモ-ルピクチャ- . 53 

Q D - ライティング済み表示 . 52 

Q プ□テクト表ぉ . 106 

Q フバル名 . 111 


《撮影時の設定によって表おされるアイコンび異なります。图\圆は L 22、 国 M ま L 21 
で表示されます。 


固 


固 


:匠 
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まなボタン操作とヘルプのほい方 


〇 (撮霞モード）ボタン 



撮影 モー ドメニ ユー 

マルチセレクター (田 11) 



らく 6くオート握影 


再生モードで〇ボタンを押すと、撮影モードに 
なります。 

撮影モードで凸ボタンを巧すと、 r 撮影モードメ 
ニュー」を表示して、撮影モードの切0換えびで 
さます。 


を使って、政下の撮影モードを選べます。 
① e 5くらく才ート撮影に扣〇) 

@をシーン （ CIB 5) 《 

感回ベストフェイス（口 46) 

® マ動画 （ mss ) 

® 〇才ート撮影（口29) 


前回設定したモードによって、表示されるアイコンび異な0ます。 


撮影モードメニューの表示中に〇ボタンを押すと、撮影モードを切0換えず 
に撮影モードに戻0ます。 


囚（再を）ボタン 



撮影モードで 因 ボタンを押すと、再生モードに 
なります。 

電源び OFF の状態で 因 ボタンを押し続けると、 
再生モードで電源を ON にでさます。 
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主なボタン操作とヘルプの使い方 


7ルチセレクター 

モードや方ニューを選んで決定するとさは、マルチセレクターを使います。 
上、下、左、ちの部分、または® (決定）ボタンを押して操作します。 

撮影時に使ラ 

夕（フラッシュモード）のメニューを表示 （の 30) /上の項目を選択 


0 (セルフタイマー) 
のメニューを表示 

([ X 132) 



因（露出捕正）のガイ 
ドを表示 （口34) 

選択をミ夫定 



化（マク□モード）のメニューを表示（田 33) /下の項目を選択 

再生時に使ラ 


前の画像を選が 



巧の画像を選択 


2010/0J/1S 15J9 


MM 』 帕 

連 

奮 

固 

4/4] 


メニュ ー画面で使ラ 

上の項目を選択 


ちの項目を選択/ 
前の画面に戻る 


下の項目を選択 



選巧を決定 
(次画面に進む） 

ちの項目を選択/;夕 
画面に進む（選おを 
ミ夫定） 



@マルチセレクターの使いちの記載について 


本書ではマルチセレクターの上、下、左、ちの各操作部を▲、▼、◄、►と表記する場合 
びあ0ます。 
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主なボタン操作とヘルブの使い方 


MENU (メニュー）ホタン 

MENU ボタンを巧すと、選んでいるモードに応じたメニューを表示します。 

-各メニュー項目を設定するには、マルチセレクターを使います (miDo 
-左側のタブを選ぶと、選んだタブのメニューに切0撰ね0ます。 

-メニュー表示を終了するには、をラー度 MENU ボタンを押します。 


上タブ：使用中のモードで使 
えるメニューを表示 
下タブ：セツトアップメニュ ー 
を表示 



上にもメニュ ー 
項目びあるとさ 


下にもメニュー 
項目びあるとさ 



項目を選んで®ボタンを巧す、ま 
たはマルチセレクターの►を押ず 
と、設定画面を表示しまず。 


@ボタンを巧す、またはマ 
ルチセレクターの►を押ず 
と、設定が確定します。 


タブの切0換え方巧 



オープニング函面 


y 曰時設を 


モニター設を 


デート写し込み 

DFF 

，軍モま手ブレ捕正 

OFF 

圆巧了 

百 


マルチセレクターの◄を巧 
してタブに移動します。 


マルチセレクターの▲▼を選んだタプのメニューが表 
押してタブを選び、@ボタ示されまず。 

ンまたは►を巧しまず。 

UTF の撮影モードのとをは、メニューを表示した後、マルチセレクターの◄を 
巧すとタブを表示でさます。 

• らくらく才ート撮影モード、シーンモード、ベストフェイスモード、動画 
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主なボタン操作とヘルプの使い方 


ヘルプの表示方法 

メ ニュー 画面の下に团 /© び表示されているとさにズームレバーを T (©) 方 
向に回すと、選んでいる項目の説明（ヘルプ）を表示でをます。 

方 ニュー 画面に戻るには、ちラー度ズームレバーを T (©) 方向に回します。 



シャッターボタンの半押しと全巧し 

シャッターボタンを軽く抵抗を感じるところまで巧して、そのまま指を止める 
ことを、「シャッターボタンを半押しする」といいます。半巧しするとピント 
と露出び合い、そのまま深く押し込む（全押しする）と、シャッターびきれま 
す。シャッターボタンを巧すとさに力を入れすざると、カメラが動いて画像が 
ぶれる（手ブレする）ことびあるので、ゆっくりと巧し込んでください。 




= 



氏 


▼ 

ご 


▼ 

ご 


半巧しずると、 そのまま深く 

ピントと露出が固定 巧し込んで攝影 


ストラップの取0付け方 
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電池を入れる 


電池 / SD カードカバーを開ける 

-電池/ SD カードカバーを開けるとさは、電池び落 
下しないよラ、力 y ラの底面を上に向けてくださ 
い。 



⑤ 



ほ用で去る電池について 

-アルカ U 単3形電池 ( LR 6) (付属の電池） X 2 本 
- U チウム単3あ電池 ( FR 6/ L 91) X 2 本 

- Ni-MH U チャージャブルバッテ U - EN - MH 2( ニッケル水素充電池） X 2 本 

電源を ON/OFF するには 

電源スイッチを押すと、電源び COOLPIX L22 COOLPIX L21 

ON になります。電源ランプ（緑 
色）び一瞬点好した後、液晶モニ 
ターび点好します。わラー度電源 
スイッチを押すと、電源は OFF に 
なります。電源び OFF になると、 

電源ランプと液晶モニターの両 
方び消好します。 

-電源び OFF の状態で囚ボタンを巧し続けると、再生モードで電源を ON にで 
きます （ m %)。 



撮影の準備 
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電池を入れる 


a 電池を取り出すときは 

電源を OFF にして、電源ランプと液晶モニターの消なを確認してから、電池/ SD カードカバー 
を開けて < ださい。 

電池についてのごま意 

-「安全上のご注意」の「危険」、「警告」、「注意」 （miv 〜V)の注意事項をお守りください。 
-「取り扱い上のご注意電池について」 （mi14) をよくお読みの上、内容を充分に理觸 
してから正しくお使い < ださい。 

-新しい電池と使いかけの電池を混ぜたり、型番やメーカーの異なる電池を混ぜて使わな 
いでください。 

-じ(下のよラな電池は使用しないで<ださい。 

0 


◎ 

0 

◎ 

0 

◎ 

© 

◎ 

e 

^ — 

-■ — , 


© 

、 _ 

© 




© 



© 

が装シールの一部また 
はずべてがはびれてい 
る電池 


マイナス電極の一部が突 
を出ていて、が装シール 
が側面にしかない電池 


マイナス電極が平5な 
電池 


h Ni - MH リチャージャスレバッテリー EN - MH 1 とバッテリーチャージャ ー MH -70/71 
をお使いの方へのご ミ 主意 

このカメラは Ni-MH U チャージャブルバッテリー EN - M 川 も使えます。 
r 取り扱い上のご注意 Ni-MH U チャージトプルバッテ U - EN - MH 1 とバッテリーチャー 
ジャー MH -70/71 をお使いの方へ」（田 114) をよくお読みの上、お使いください。 

塵到電池設定について 

使巧する電池の種類をセットアップメニュー（田 85) の [電池設定] (圧] 105) で設定 
すると、電池を効率よく使用でをます。 

:现期設定は [アルカリ電地] です。アルカ U 電池 L 义 54 の電池を使ラとをは、電源を ON に 
してから電池設定を変更して < ださい。 

M アルカリ電地の性能について 

アルカ U 電池はメーカーにより性能び大さく異なることがありますので、信頼でさる方一 
カーの電池をお使いください。 

因 AC 電源について 

別売の AC アダフター EH -65 A (田 110) を使うと、家庭用コンセント ( AC 100 V ) から 
C 00 LPIX L 22 /COOLPIX L 21 へ電源を供給できます。 EH -65 A 1 U 外の AC アダプターは絶対 
に使わないで<ださい。カメラの故障、発熱の原因となります。 

M 撮影時の節電機能について 

カメラを操作しない状態び約 30 秒（初期設定）続くと、液晶モニターび自動的に消灯し 
て待機状態になります。そのまま約 3 分経過すると、電源び自動的に OFF になります（オー 
トパワーオフ機能）。待機状態で液晶モニターび消灯しているとを（電源ランプ点滅中) 
は、電源スイッチ、シャッターボタン、〇ボタンまたは 因 ボタンを押すと液晶モニター 
び点なします。 f 寺機状態になるまでの時間は、セットアップメニュー（田 85) の [才一 
トパワーオフ] (田 99) で変更でをます。 
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表巧言語と日時を設定する 


ご購入後はじめて電源を ON にすると、表示言語やカメラの内蔵時計の曰時を 
設定する画面び自動的に表示されます。 


電源スイッチを押して、電源を ON にずる 
-電源ランプ（緑色）び一瞬点 〔 OOLPIXL 22 

灯し、液晶 モニターび 点巧し 
ます。 


COOLPIX L 21 


^^0 


マルチセレクターで表示言語を選 
び、@ボタンを押す 
• マルチセレクターの使い方一田11 



[はい]を選び、 ® ボタンを押ず 

-曰時設定を中止するとさは[いいえ]を選びまず。 


曰時設を 

曰時を設定します田、？ 


4 ◄または►を巧して自宅のある地域(タイムゾー 
ン）（田 91) を選び、颇ボタンを巧す 


口 夏時間を設定ずる 

夏時間（サマータイム）び現在実施されているときは、手順 
4の地域設定画面で▲を押して夏時間の設定をオンにしまず。 
設定をオンにずると、画面上部に碟マークび表示されます。 
オフにするとさは、▼を押してください。 


ろ 

Tokyo • 

Seoul 7 

< - 1 
■ ( 

1 : 

\ 

丽加房る 

日:も 


6 國 

Tokyo 占 

Seoul > 
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回％ 





























表示言語と日時を設定ずる 


曰時を音わせる 

-▲または▼を押してカーソルのある項目ををね 
せます。 

• ► を押すと、カーソルは [年] 一 [月] 一 [曰] 
一照]一 [分] 一 [年ち曰] (曰巧の表示順）に 
移動しまず。 

. イを巧すと、カーソルは前の項目に移動します。 


年月日 



[年月日] の表示順を選び、 ® ボタンまたは►を 
巧してミ夹定ずる 

-設定び有効にな0ます。 



凸ボタンを押して、表示を終了する 

-撮影モードメニュー画面になります。 



5 くらく才ート撮影 


0 [5 く 5く才ート撮影]が表示された5、 ® ボタ 

ンを押す 

-撮影画面になり、らくら<オート撮影モードで撮 
影でをまず（田20)。 

-@ボタンを巧す前に▲または▼を巧すと他の撮 
影モードび選べまず。 

他の撮影モードで撮影するとさは、「オート撮影 

モードを使う」（の29)、「シーンモードを使う」（の35)、「ベストフェイス 
モードを使ラ」（田46)、「動画を撮影する」（：田55)をお読みください。 

^曰時の変更と曰巧の写し込み 

-すでに設定した日時を蜜要するときは、セットアップメニュー(口 85) の [日時 設赶 
(の89)で [日時] を選び、上記の手順5から設定してください。 

-地域（タイムゾーン）や夏時間の設定を変更ずるときは、セットアップ^ニューの [曰 
時設定] から [タイムゾーン] を選んで設定してください（田89、90)。 

- 曰 付を画像に写し込むときは、日時を設定した後に、セットアップメニューの [デート 
写し込み] を設定します（田94)。 


撮影の準備 

















SD カードを入れる 


撮影したデータは、カメラの内蔵メモリー(約19 MB)、 または市販の SD 力~ 
ド （CQ110) のどち5かに記録されます。 

カメラに SD カードを入れると SD カードに記録し、 SD カードのデータを再生、 
削除、または転送しまず。内蔵メモリーを使うときは、 SD カードを取り出し 
て < ださい。 


電源ランプと液晶モニターの消灯を確認してか 
5、電池/ SD カードカバーを開ける 

-電池/ SD カードカバーを開けるとさは、必ず電源 
を OFF にしてください。 

-電池/ SD カードカバーを開けるとさは、電池び落 
下しないよラ、カメラの底面を上に向けてくださ 
し、。 



⑤ 


5D カードを入れる 

-ち図のよラに正しい向さで、カチッと音びするま 
で差し込んで < ださい。 

-挿入後、電池/ SD カードカバーを閉めて< ださい。 



。逆挿入にま意 

SD カードの向さを間違えると、カメラや SD カードを破損す 
るおそれがありまず。正しレ向きになっているか、必ずご確 
認< ださい。 
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SD カードを入れる 


SD カードを取0出すと去は 

電源を OFF にして、電源ランプと液晶モニターの消 
好を確認してか5、電池/ SD カードカバーを開けてく 
ださい。力ードを指で軽く押し込むと（①)、カード 
び巧し出されます。まっすぐ引を抜いてください 

((D) 〇 


。 SD 力ードの初期化 

電源を ON にしたとをにちの画面が表おされた攝をは 、 SD 
カードを初期化する必要びあります。ただし、 SD カードを 
初期化（田100)ずると、カード内のデータはすべて消えて 
しまいまず。カード内に必要なデータび残っているとをは、 

初期化する前に、パソコンなどに保存してください。 

初期化するとをは、マルチセレクターで [はい] を選び、唆)ボ 
タンを押します。確認画面び表示されたら、 [巧期化ずる] を 
選び、啜)ボタンを押すと初期化び始まります。 

-初期化中は、電源を OFF にしたり、電池/ SD カードカバーを開けたりしないでくださし、 
-他の機器で使った SD カードをこの力六ラで初めて使ラときは、必ずこのカメラで初期 
化〔田100)してからお使いください。 

。 SD 力ードの書き込み禁止スイッチについてのごま意 

SD カードには、書き込み禁止スイッチび付いています。書 さ込み禁止スイッチ 
このスイッチを 「 Lock 」 の位置にすると、データの書 
を込みや削除を禁止して、カード内の画儘を保護できま 
す。撮影時や画儘を削除するとを、カードを初期化する 
ときは 「 Lock 」 を解除してください。 

。 SD 力ードの取り扱い上のごま意 

- SD カードながのメモ U —カードは使えません。 

-初期化中、画像の記録や削除中、パソコンとの通信時などには、切下の操作をしないで 
ください。記録しているデータの破損やカードのな障の原因となります。 

-カードを着脱しないでください 
-電池を取り出さないでください 
-カメラの電源を OFF にしないでください 
- AC アダプターを列さないで<ださい 
- SD カードをパソコンで初期化（フオーマット）しないでください。 

-分解や改造をしないでください。 

-強い衝撃を与えたり、巧げたり、落としたり、水に濡らした0しないでください。 

-端子部を手や金属で細らないでくださレ。 

-ラベルや シールを 貼らないでください。 

-高温になる車の中や直射日光の当たるところなどには置かないでください。 

-湿度の高いところやほこりび多いところ、腐食性のガスなどび発生するところには置か 
ないで < ださい。 
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簡おな撮誇と再ち一 6 く 5 く才ート撮該モードを巧5 


電源スイツチを押して電源を ON にずる 
-電源ランプ（緑色）び一瞬点 COOLPIXL 22 

灯し、液晶 モニターび 点灯し 
ます。このとさ、レンズち繰 
り出しまず。 

-ご購入時は、らくらくオート 
撮影モードに設定されていま 
す。手順4に進んでください。 


COOLPIX L 21 



凸ボタンを押して、撮影モードメニューを表示 
ずる 



マルチセレクターの▲▼で田を選び、 ® ボタン 
を押ず 

- a 〔らく b くオート撮影）モードになりまず。 


液晶モニターで電池残量と記録可能コマ数を確認する 
電池残量 


モニター表示 

内容 

表のなし 

電池残量は充分にあります。 

回 

電池残量びかなくなりました。 

電池交換の準備をして < ださい。 

〇 

電池残量び 
あ0ません 

撮影でさません。電池を交換して 
<ださい。 


バツテリーチェツク 


記録可能コマ数 


記録巧能コマ数 

撮影でさる残りのコマ数び表示されます。 

記録可能コマ数は、内蔵メモ U - またはセツトしている SD 力ードのメモリー残 
量と画像モードによって異なります（の75)。 



ステップ1電源を ON にじを0ほート撮影)を選ぶ 

田（らく5くオート撮影）にすると、構図を決めるだけでカメラび撮影シーン 
を自動的に判別するので、簡単にシーンにをった撮影びでさます （[ X 128)。 


らくらくオート撮影 


乏 _3 -4 

簡単な撮影と再生—5く5く才—卜撮影モ—ドを使ラ 
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ステップ！電源を ON にして fi (5 く 5 くオート撮影）を選ぶ 



画像モード 

画質（圧縮率）と画像サイズの組み 
合わせを表示しまず。初期設定はな 
下になりまず。 

L 22 :圆4000 X 3000 
し21:圃 3264 X 2448 _ 

-撮影、再生時の画面に表示される情報は、数秒経過すると消口しまず ([ X 192)。 
-節電による待機状態で液晶モニターび消丹しているときは、電源スイッチ、 
シャッターボタンまたは凸ボタンを巧すと液晶モニターび点好します 
(田99)。 

M らく6<才ート撮影モードで使える機能について 

-人物の顔にカメラを向けると自動的に顔を認識して、顔にピントを合わせる顔認識撮影 
びでをます（田24、28)。 

-フラッシュモードは、⑤（発光禁止）にできます（田30)。 

-セルフタイマー（田32)、および露出補正（田 34) の設定びできます。 

-マルチセレクターのマク□モードボタン（田11、 33) は使えません。クローズアップ 
に判別されるとマク□モードになります。 

- MENU ボタンを押すと、画撒モード（田 74) を変更できます。 

^モーション検知について 

詳しくは、セットアップ六ニュー （ CDSS ) の[モーション検知](田 96) をご覧ください。 

^電子式手ブレ補正について 

セットアップメニューの[電子式手プレ補正] (の95)を [ AUTO ] にすると、フラッ 
シュモード（の 30) を⑤（発光禁止）またはの1〔ス□-シンク □) にしたときなどに液 
晶モニターに el び表示されることびあ0ます。麵び表示されたとさは、手ブレしやすい 
撮影状況になると手プレの影響を軽減して画像を記緑します。 


内蔵メモリー表示 

画像を内蔵メモリー(約19 MB ) に記録しまず。 
SD 力ードをカメラに入れると、のは表示さ 
れず、画像を SD 力ードに記録します。 

V 


田（6<6<才ート撮露）モードでの液晶モニター表示 


モーシヨン検知表示 

被写体ブレや手プレを軽減しまず。 
V 


撮影モード 

6 くらくオート撮影モードのとさ 
は、被写体や構図に合わせて13 
回、の、回、四、13、ま 
たは Oi び表示されます。 
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ステップ 2 カメラを構え、構図を決める 


1カメラをしっかりと構える 

• 力;><ラを両手でしっかりと持ってください。レン 
ズやフラッシュ、 AF 補助光、マイクなどに指や 
髪、ストラップなどびかか b ないよラにごミ主意く 
ださい。 


縦位置で撮影するとさは、フラッシュ発光部をレ 
ンズよ0上にしてください。 


2構図を決める 

-カメラび撮影シーンを自動判別すると、撮影モー 
ドアイコンび切り換わりまず （ mss )。 

-カメラび人物の顔を認識したとさは、顔に黄色い 
二重枠の AF (オートフォーカス）エ U アび表おさ 
れます。 

-最大12人の顔を認識します。複数の顔を認識した 
ときは、力;ラに最も近い顔に二重巧の AF エ U ア 
び表示され、 AF エ U アし U 列の顔に一重枠び表おさ 
れます。 

-人物し U がの撮影や顔を認識でをない構図では、画面中央にピントを合わせる 
AF エリアび表示されます。写したいもの〔被写体）を AF ェ U アにをわせて 
<ださい。 


【シらく6<オート撮影モードのごま意 

-撮影状況によっては、意図したシーンに切り換わらないことびありまず。その場合は、 
他の撮影モー问こ切り換えて撮影して<ださい。 

-電子ズーム使用時は、撮影シーンの判別は ra になります。 



撮影モードアイコン 
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ステップ 2 カメラを構え、構図を決める 


ズームを®ラ 

ズー ムレ バーを 回すと、光学 ズー 
ムび作動します。 

被写体を大さく写したいとさは 
T 方向に回してください。 

にい範囲を写したいときは W 方 
向に回してくださし、。 

ズームレバーを 回す と 液晶 モニ 
ターの 画面上部に ズームの 量び 
表示されます。 


電子ズームについて 


COOLPIX L 22 
W 広角側 T 望遠側 


COOLPIX L 21 
W 広角側 T 望遠側 



光学ズーム電子ズーム 


光学ズームを最わ望遠側（光学ズームの最大倍率）にして、さ5にズームレ 
バーを T 方向に回し続けると、電モズームび作動します。光学ズームの最大倍 
率の約4倍まで拡大でさます。 

電子ズーム使用時は、 AF エリアは表示されず、画面中央でピントび合います。 


[wr 


HI 


光ぎ ズームの 最大倍率 


[wr 


nn~if] 


電子 ズームび 作動 


M 電子ズームと画質の劣化について 

電子ズームは光学ズームとは異なり、画儘をデジタル処理で拡大するため、使用する画像 
モード（田 74) や電子ズーム倍率により、画質び劣化します。 

ズーム表示の凸マークは、画質の劣化び始まるズーム位置をおしていまず。 

このマークを越えてズーム倍率を上げると絮化び始まり、ズーム表示ち黄色に変わりま 
す。 

凸マークの位置は画像サイズびルさいほど右に移動しますので、設定した画像モードで 
画質を冀化させずに撮影でをるズーム位置を事前に確認でをます。 


陋 


Tm 
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ステップ 3 ピントををわせてシャッターポタンを巧す 


シャツ ターボ タンを半押しする 

. 半押しすると （ Cljis )、 カメラびピントを合わせ 
ます。ピントび合うと、ピントびをった場所の AF 
ェ U ア表示び緑色に点打します。 


公 


安 


顔認識した場合： 


顔認識していない場合： 




電子ズーム使用時は、 AF エ U ァは表 
示されず、画面中央でピントび合い 
ます。ピントび含ラと AF 表示 ( mS ) 
び緑色に点灯します。 


AF 表示 

丄 


し 

ぷ 

W 塑隨 J 



半巧しするとシトッタースピードと絞り値び表示されます。 

半巧しを続けている間、ピントと露出を固定します。 

半巧しして、 AF エ1」アまたは AF 表示び赤色に点滅したときはピントび合って 
いません。構図を変えて、ちラー度シャッターボタンを半押ししてください。 


シャッターボタンを半押ししたまま、さ5に深 
く押し込む（全押しする） 

• シャッターびきれ、画像び記録されます。 


こ 
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ステップ 3 ピントを台ねせてシャッターボタンを押ず 
画像の記録についてのごま意 

液晶モニターで「記録可能コマ数」び点滅しているとをは、画像の記歸中です。電池/ SD 

カードカバーを開けないでぐださい。 

画儘の記録中に SD カードや電池を取り出すと、画像び記録されないことや、撮影した画 
儘やカメラ、 SD カードび壊れることびあります。 

【シオートフオーカスび苦手な被写体 

攻下のよラな被写体では、オートフオーカスによるピント合わせびできないことびありま 
ず。また、 AF エ U ア表示や AF 表示び緑色に点灯してち、まれにピントが合っていないこ 
とびあ0ます。 

-被写体び非常に暗い 

-画面内の輝度差び非常に大をい（太陽び背景に入った曰陰の人物など） 

-被写体にコントラストびない（白壁や背景と同色の服を着ている人物など） 

-遠いちのと近いものが混在する被写体（オリの中の動物など） 

-動さの速い被写体 

このよラな被写体を撮影するとをは、シャッターボタンを何回か半巧ししてみるか、オー 
卜撮影モードなどで、同距離にある別の被写体にピントを合わせるフオーカス□ック撮影 
(田 29) をお試しください。 

。顔認識機能についてのごま意 

詳しくは、「顔認識機能についてのご注意」（田 28) をご覧ください。 

M [目つぶり確認]画面について 

固[目つぶり検出設定]を [ ON ] にすると、顔認識して撮影した直後に、被写体の人物 
び目を閉じて写っている可能性びあるとカメラび検出したときは、液晶モニターに[目つ 
ぶり確認]画面を表おしまず（田102)。 

^ AF 補助光とフラッシュについて 

暗い場所などでは、シャッターボタンを半押ししたときに AF 補助光（田 97) び点なする 
ことや、全押ししたときにフラッシュ（田 30) び発光することびあります。 
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因（再生）ボタンを押ず 

-最後に撮影した画像び1コマ表示されます。 

-マルチセレクターの►で前後の画像を 
表示でさます。►を巧し続けると早送0 
でさます。 

-前の画像や次の画像に切り換えた直後は、表 
おび粗いことびあります。 

-撮影に戻るには、〇ボタンを巧します。 

-内蔵メモリーの画像を再生しているとをは、 

のび表示されます。 SD カードを力;ラに入れたとを 
は、のは表示されず、 SD カードの画像び再生されます。 


〇 (撮影モード）ボタン 

因（再生）ボタン 



マルチセレクター 


内蔵メモリー表示 


画像を削除する 


削除したい画像を表示して雨ボタンを押す 




マルチセレクターで[はい]を選び、@ボタン 
を押す 

-削除した画像は、ちとに戻せません。 

-削除を皆めるとさは、[いいえ]を選んで®ボタ 
ンを押します。 



ステップ4撮影した画像を再生する/削除する 

画像を再をする（再をモード） 
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ステップ 4 撮影した画像を再生ずる/削除ずる 


@再生モードで使える機能 

再生モードの1コマ表示中は、な下の機能び使えます。 


機能 

ポタン 

内容 


画像を拡大ずる 

T の） 

最大約10倍までの倍率に拡大しま 
す。@ボタンを押すと、1コマ表示 
に戻0ます。 

50 

サムネイル表示する 

W (H) 

4コマ、9コマ、または16コマのサ 
ムネイル画像を表おします。 

16コマ表示で W (H) 方向に回す 
とカレンダー表示にな0ます。 

48、49 

撮影モードに切〇換 
无る 

a 

〇ボタンを押します。 

10 


M 因ボタンによる電源 ON 

電源び OFF の状態で因ボタンを押し続けると、再生モードで電源を ON にできます。この 
とさ、レンズは繰り出しません。 

M 画像の再生について 

-内蔵メモ U —に記録した画儘を再生するときは、 SD カードを力六ラから取り出してくだ 
さい。 

-顔認識して撮影した画像（田24)は、1コマ表示で再生すると、顔の上下方向に含わせ 
て自動的に回転して表示されます。 

-節電による待機状態で液晶モニターび消灯しているとをは、電源スイッチ、シゎッター 
ボタンまたは因ポタンを押すと、液晶 f ニターび点好します （1 X ]99)。 

M 撮影モードで画像を削除ずる 

撮影時に砸ボタンを押ずと、直前に撮影した画像を削除でさ - 

まず。 


^複数の画像をまとめて削除ずる 

再生メニュー（田 81) の悄 II 除](田84)を選ぶと、複数の画像をまとめて削除でをます。 



しル、え 
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5<5< オート 撮影 モードについて 

自動判別ずるシーンについて 

カメラを被写体に向けると、 UTF の撮影シーンに合わせた設定に自動的に切り 
換わ0ます。 

-13オート撮影（一般的な撮影） 

. 国ポートレート（[1]36) 

• ■— M 風景(の36) 

- El 夜景ポートレート汇〇37) 

• lii 夜景（ごおが 

- El ク□-ズアップ （1 X 140) 

- 逆光（田41) 

顔認識機能についてのご注意 

-顔の向さなど撮影条件によっては、顔を認識でをないことがあ0ます。 

また、下のよラな場合は、顔を認識でをません。 

-顔の一部びサングラスなどでさえざ5れている。 

-構図内で顔を大をく、またはルさくと5えすざている。 

-複数の人物びいた場合、どの人物の顔を認識してピントををわせるかは、顔 
の向をなどによってち異な0ます。 

-「オートフ オー カスび苦手な被写体」 ([ X 125) の撮影では、二重枠び緑色に 
なっていてち、まれにピントびをわないことびあります。ピントび合わない 
とさは、〇 (オート撮影）モードなどで、同距離にある別の被写体でピント 
を合わせるフ オー カス□ック撮影 （[ X 129) をお試しください。 
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A 

X 


A 


A 

畢 


こ 

zfM 


rm- 


ヴ7 


ピントを含わせ 
たい被写体に 
カメラを向ける 


半巧し 
する 


AF エリアが緑色 
に点なした 5 


半押ししたまま 
構図を変える 


そのまま 

深く 

巧し込む 
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マルチセレクターの▲▼で〇を選び、 ® ボタン 
を押す 

• 〇〔オート撮影）モードになりまず。 

-撮影状況に応じて、フラッシュモード 〔[ XB 0) 、 

セルフタイマー(田32)、マク□モード（田33)、 

または露出補正（田 34) を設定します。 

- MENU ボタンを巧して、撮影メニューの磯能を撮影状況に合わせて設定しまず 
( m 72)。 


構図をミ央めて撮影ずる 
-画面中央でピントををねせます。 


こ 


a 

へ /OTv 



卷 

、區 

^ r 4] 


巧 フオー カス □ック 撮影 

AF (オートフ オー カス）エ U アび画面中央でも、ピントを固定（フ オー カス □ッ ク）す 
る方法を使ラと、構図を工夫して撮影でさます。 

-フオーカス□ックをしている間は被写体との距離を変えないで<ださい。 

. シャッターボタンを半巧しすると、露出は固定されます。 


h - 卜撮該モードで撮該する 


ドド撮影モ=ドをほう 

凸（オート撮影）モードではフラッシュモード（田 30) の変更、セルフタイ 
マー（田32)、マク□モード（田33)、および露出補正（田 34) の設定びで 
きます。また、〇 (才ート撮影）モードのとさに MENU ボタンを押すと、撮影メ 
ニュー ([ X 172) の機能を、撮影状況にをわせて設定できます。 

1 撮影時に〇ボタンを巧して、撮影モードメニュー 
を表のする 

-撮影モードメニューび表示されます。 



才—卜撮影 
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フラッシュをほう 

フラッシュの発光モード（フラッシュモード）を撮影状況に合わせて設定でき 
ます。 

-フラッシュの光び充分に届く距離は、 L 22 は広角側で約 0.5 〜 7.0 m 、 望遠側 
で約 0.5 〜 3.0 m 、 L 21 は広角側で約 0.5 〜 5.5 m 、 望遠側で約 0.5 〜 2.5 m です。 
- 5 く 5 くオート撮影モード（圧) 20) では、的 JT 0 [自動発光](初期設定）ま 
たは⑤[発光禁止]を選べます。が IT 0 [自動発光]にすると、自動判別され 
たシーンに合わせてカメラびフラッシュモードを設定します。 

-オート撮影モード（田29)または一部のシーンモード（田 35) などでは、 
政下のフラッシュモードを選べます。 

わ UT 0 自動発光 

暗い場所などで、自動的にフラッシュを発光します。 

赤目軽減自動発光 

人物撮影に適しており、人物の目びホく写る「赤目現象」を軽減できます(口 31)。 

⑤ 発光禁止 

フラッシュは発光しません。 

V 強制発光 

被写体の明るさに関係なく、フラッシュを発光します。逆光で撮影すると 
をなどに使います。 

4田ス n — シンク □ 

自動発光モードにス□一（低速）シャッターを組みをわせて撮影します。 
夕景や夜景を背景にした人物撮影に適していまず。フラッシュでメインの被 
写体を明るく照5すと同時に、遅いシャッタースピードで背景を写します。 

フラッシュモードの設定方法 

1マルチセレクターのみ（フラッシュモード）を押 
ず 

•液晶モニターにフラッシュモードの設定メ 
ニューび表示されます。 


2 マルチセレクターの▲または▼を押してモード 
を選び、 ® ボタンを押ず 

-設定したフラッシュモードび表示されます。 

•わ IIT 日 （自動発光）にすると [モニター表示設定] 
[田 92) にかかね5ず、溯顧]は数秒間で消えます。 
-@ボタンを巧さないまま数秒経過すると、選択は 
キャンセルされまず。 
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フラッシュを使ラ 


【 S ⑤（発光禁止）にして撮影するとをや、暗い場所で撮嚴ずるとさのま意 

-手ブレしやすくなるため、兰脚などの使用をおずずめします。 

-液晶モニターに腹@と表示されることびあります。腹面と表示されたとをは、に0感度 
び上びっているため、通常よりちざらついた画像になることびあります。 

。フラッシュ使用時のご注意 

フラッシュの光が空気中のほこりなどに反射して、画像の中に白い点のよラに写り込むこ 
とがあります。このよラなとさは、フラッシュを⑤（発光禁止）にして撮影することをお 
すずめします。 

◎ フラッシュランプについて 

シャッターボタンの半押し時に、フラッシュの 
状態を確認でをます。 

-点灯：撮影時にフラッシュび発光します。 

-点滅：フラッシュび充電中のため、撮影で 
さません。 

-消灯：撮影時にフラッシュは発光しません。 

電池残量びみな<なると、フラッシュの充電中は液晶モニターび消なします。 

@フラッシュ モー ドの設定について 

フラッシュモードの初期設定は、撮影モードによって異なります。 

• fi (らくらくオート撮影）：灿 T 日自動発光。 

-シーン：シーンによって異なりまず（田35〜田42)。 

•回（ベストフェイス）：わ IIT 日自動発光。 

• 〇讨ート撮影）：お UT 0 自動発光。 

フラッシュは、他の機能と同時に設定できない場合びあります。^「同時に設定でをない 
機能」（田 80) 

a (オート撮影）モードの場台、変更したフラッシュモード設定は、電源を OFF にしてち 
記憶されます。 

@赤目軽減自動発光について 

この力^ラは、「アドバンスト赤目軽減方式」を裸用していまず。 

画像の記録時に赤目現象を検出すると、赤目部分を画像捕正して記録します。 

撮影の際は、し U 下にご注意ください。 

-画像の記歸にかかる時間は、通常よりちかし長くなります。 

-撮影状況によっては、望ましい結果を得られないことびありまず。 

-ごくまれに赤目がの部分を補正ずることびあります。この場合は、他のフラッシュ 
モードにして撮影し直してください。 
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セルフタイマーをほラ 

記念撮影など自分わ一緒に写りたいとさや、シャッターボタンを巧す操作によ 
る手ブレを軽減したいとさは、セルフタイマーび便利です。セルフタイマーを 
使ラと、シャッターボタンを押してか5約10秒後に、自動的にシャッターびき 
れます。セルフタイマー撮影時は、云脚の使用をおすすめします。 

1 マルチセレクターのの（セルフタイマー）を押す 

-液晶モニターにセルフタイマーの設定;><ニュー 
び表示されます。 



マルチセレクターの▲または▼を押して [ ON ] 
を選び、@)ボタンを押ず 
• の10び表示されます。 

-@ボタンを巧さないまま数秒経過すると、選択は 
キャンセルされます。 



セルフタイ7— 


構図を決め、シャッターボタンを半押し 
ずる 

-ピントと露出び合います。 



4 シャッターボタンを全押しする 

-セルフタイマーび作動し、シャッターび 
されるまでの秒数び液晶モニターに表示 
されます。作動中はセルフタイマーラン 
プび点滅し、シャッターびされる約1秒 
前になると、点打に変わります。 

• シャッターびされると、セルフタイマー 
は [ OFF ] になります。 

-セルフタイマーを途中で止めるときは、もう一度シャッターボタンを押しまず。 


こ 



C 00 LPIX L 22 



C 00 LPIXL 21 


お縮 卿為 
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2 マルチセレクターの▲または▼を押して [ON] 
を選び、 ® ボタンを押ず 

-なマークび表示されまず。 

-@ボタンを巧さないまま数秒経過すると、選択は 
キャンセルされまず。 


3ズームレバーを 操作して ズーム 位置を広角側に 
ずる 

-なマークやズーム表示び緑色で表おされる広角側 
のズーム位置でマク□撮影でさます。 

-最も広角側のズーム位置ではレンズ前約5 cm まで、 
。マークのズーム位置ではレンズ前約7 cm までの 
被写体にピントを合わせられます。 


巧才-トフオ-カスについて 

マク□モードにすると、シャッターボタンの半押しでピントを固定するまで、オート 
フオーカスによるピントをわせを自動的に繰り返しまず。常にピントを合わせる動作音び 
します。 

@マク□モードの設定について 

0(オート撮影)モードの場合、マクロモードの設定は、電源を OFF にしても記憶されます。33 


口 


，回 






マクロ（巧写）モードをほう 

最短約日 cm まで被写体に近づいて撮影でをます。ただし、フラッシュ撮影時 
は、撮影距離び50 cm 未満の場合、フラッシュの光び充分に行き渡らないこと 
びあ0ますのでごま意ください。 

田（らく日くオート撮影）モード畑 20) では、マク□モードボタンは使え 
ません。 

1 マルチセレクターの化（マク□モード）を押ず 

-液晶モニターにマク□モードの設定メニューび 
表示されます。 



マクロ 


才—卜撮影モ—ドで撮影する 





















露出を補正する 

画像全体を明るくしたいとさや暗くしたいとさなどに使います。 

1マルチセレクターの因（露出補正）を巧ず 

-液晶モニターに露出補正のガイドび表示されま 
ず。 


2 マルチセレクターの▲または ▼ を押して補正値 
を選び、 ® ボタンを押ず 

-被写体を明るくしたいとさ：補正値を「+」側に 
設定しまず。 

-被写体を暗くしたいとき：補正値を「一」備こ設 
定します。 

- -2.0 EV から + 2.0 EV の範囲で補正で定ます。 

- ® ボタンを押さないまま数秒経過すると、選択はキかンセルされます。 

- [0.0] 外に設定すると、液晶モニターに図マークと補正値び表示されます。 

3シャッターボタンを押して撮影ずる 

-露出補正を解除するとをは、手順1に戻って浦正 
値を [0.0] にして®ボタンを押してください。 


M 露出補正の設定について 

〇〔オート撮影）モード（圧] 29) の場合、麗出補正の設定は、電源を OFF にしてち記憶 
されます。 

巧 露出補正について 

-構図の大部分び非常に明るいとを（太陽び反射する水や砂、雪を撮影するとさなど）、 
背景び被写体より明るすざるとさは、カメラび自動的に被写体を暗めに撮影する傾向び 
あります。被写体び暗す ざると をは、露出捕正値を 「+」 側に設定してください。 

-構図の大部分び非常に暗いとを（暗い緑の森を撮影するとをなど）、背景び被写体より 
ち暗すざるとをは、力方ラび自動的に被写体を明るめに撮影する傾向びあります。被写 
体び明るすざるときは、露出補正値を「一」側に設定してください。 


a 

拽 

1 図 i>iii 

國 

[巧 4] 
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1 撮影時に o ボタンを押して撮影モー 
ドメニューを表示し、マルチセレク 
ターの▲▼でシーンモードを選ぶ 

-シーンモードアイコンは前回設定し 
たアイコンび表示されます。初期設定 
はを（ポートレート）でず。 

2 ►を押し、►でシーンを選んで®ボタン 
を押ず 

-選んだシーンの撮影画面になります。 

-「シーンモードの種類と特徴」一の36 



3 構図をミ央めて撮影ずる 


巧 画橡 モードの 設定 
シーンモードのときに MENU ボタンを押すと、[画像 モード] (田 74) を設定できまず。画 
儘モードの設定を変更すると、他の撮影モードでを同じ画像モードの設定になります（動 
画を除く）。 


こ 



兰ンに合ねせて撮該する 


シーンモードをほラ 


1；(下の撮影シーンを還ぶだけの簡単な操作で、そのシーンに合った撮影びでさ 
ます。 


をポートレート 

级バーティー 

固夜景 

馈打ち上げ花火 

Q 風景 

韵海•雪 

おク□ーズアップ 

□モノク□コピー 

ろスポーツ 

窒夕綱ブ 

TI 料理 

iB 逆光 

田夜景ポートレート 

A トワイライト 

盧ミュージアム 

仁]パノラマアシスト 


シーンモードの設定方法 





•る H 


ホ-トレ-卜 


シ—ンに合わせて撮影する 


切固田 

監》 

Mb を I 

01を Ib 日 却 





































シーンモードを使ラ 

シーンモードの種類と特徴 

各シーンに記載して いるみ はフラッシュモード（田30)、のはセルフタイマー 
汇 ass )、 化はマク□モード（の33)、因は露出補正 ([ X 134) の設定です。 

をポートレート 

人物のポートレート撮影に使いまず。 

-力ラび人物の顔を認識ずると、顔にピントび合いま 
す（顔認識撮影について- ► CQSA )。 

-複数の顔を認識したとさは、最もカメラに近い顔にピ 
ントびをいます。 

-顔を認識しないとさは、シャッターボタンを半巧しす 
ると、画面中央でピントび合います。 

I 電子ズームは使えません。 


そ 

棘※ 

0 

OFF & 

化 

OFF 

因 

0.0& 


《変更でさます。 


Q 風景 

自然の風景や街並みなどを、色鮮やかに撮影したいとさ 
に使いまず。 

I 遠景にピントび合います。シャッターボタンを半押し 
すると、常に AF エ U アまたは AF 表示(助 8) び緑色 
に点灯しまず。ただし、ピントは違景に合ラため、近 
くの被写体にはピントびをわないことびありまず。 

- AF 補助光（口 97) は点なしません。 


そ 

⑤ 

0 

0 FF & 

化 

OFF 

因 

0.0^ 


《変更でさます。 




シ—ンに合わせて撮彰する 
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シーンモードを使ラ 


そスポーツ 

運動をなどスポーツ写責を撮影するとをに使います。動 
さのある被写体の一瞬の動きを連写（連続撮影）によつ 
て鮮明にとらえます。 

-画面中央でピントををねせます。シャッターボタンの 
半押しでピントを固定するまで、オートフォーカスに 
よるピント合わせを自動的に繰り返します。 

. シトッターボタンを全押ししている間、 L 22 は約 0.9 コマ/秒で最大5コマ、 L 21 
は約1コマ/秒で最大5コマまで連写できます（画像モードび L 22 は团 [4000 
X 3000]、 L 21 は团 [3264 X 2448] のとき)。 

-画像モードや SD カードの種類により、最大連写速度び遅くなることびあ0ます。 
-ピントと露出、ホワイトバランスは1コマ目を撮影した条件に固定されます。 

• AF 補助光（田 97) は点なしません。 


そ 

⑤ 

0 

OFF 

化 

OFF 

因 

0.0& 


《変更でさます。 


田夜景ポートレート 丽 

夕景や夜景をバックに人物を撮影するとをに使います。 

背景の雰囲気を活かしなび5人物をフラッシュ撮影し 
ます。 

-力;ラび人物の顔を認識すると、顔にピントび合いま 
す（顔認識撮影について^田24)。 

-複数の顔を認識したときは、最もカメラに近い顔にピントび合います。 
-顔を認識しないとをは、画面中央でピントび合います。 

-電子ズームは使えません。 


そ 


の 

0 FF 》2 

化 

OFF 

因 

0.〇※2 


赤目軽減スローシンク□強制発光に固定されます。 
《2変更でをます。 




シ 

I 

ン 

に 

A 

t> 

せ 

て 

撮 

影 

ず 

る 


压]:压1びついたシーンモードでは、二脚などのご使用をおすすめします。 
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シーンモードを使ラ 



0 

OFF& 

化 

OFF《 

因 


X 変更でをます。 



夕 

⑤※ 

0 

OFF& 

化 

OFF 

因 

0.0& 


《変更でさます。 


压]:压]びついたシーンモードでは、二脚などのご使用をおすすめします。 


裸パーティー 

パーティーを場などでの撮影に使います。キャンドルラ 
イトなどの背景を活かして、雰囲気のある画像に仕上げ 
ます。 

-画面中央でピントを含ねせます。 


-手ブレしやすいため、カメラをしっか0持ってくださ 
し、暗い場所では、兰脚などの使用をおすすめします。 


そ 

换※1 

の 

0FF&2 

化 

OFF 

因 II 0.〇※ 2 


赤目軽減スローシンク□に切り換わることびあります。変更でをます。 
《2変更でをます。 


韵海•雪 


晴天の海や砂浜、雪景色などを明るく鮮やかに撮影した 
いとをに使います。 

-画面中央でピントを合わせます。 

みて 一- 

た 三 



シ—ンに合わせて撮彰する 


が 




































シーンモードを使ラ 


* トヮィラィト 面 

夜明け前や日没後のわずかな自然光の中での風景撮影に 
使います。 

-遠景にピントび合います。シャッターボタンを半押し 
すると、常に AF エ1」アまたは AF 表お（田 8) び緑色 
に点灯します。ただし、ピントは違景に合ラため、近 
くの被写体にはピントびをわないことびあります。 

- AF 補助光（口 97) は点なしません。 



そ 

⑤ 

の 

OFF& 

化 

OFF 

因 


《変更でさます。 


困夜景 面 

夜景の撮影に使います。ス□ーシャッターで夜景の雰囲 
気を表現します。 

-遠景にピントび含います。シャッターボタンを半押し 
すると、常に AF エ U アまたは AF 表示（の8)び緑色 
に点巧します。ただし、ピントは遠景にをラため、近 
くの被写体にはピントびをわないことびありまず。 

- AF 補助光 （ CXI 97) は点灯しません。 



そ 

⑤ 

0 

OFF& 

化 

OFF 

因 


《変更でさます。 


シ 

I 

ン 

に 

A 

t> 

せ 

て 

撮 

影 

ず 

る 


压]:压 1 びついたシーンモードでは、二脚などのご使用をおすすめします。 
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シーンモードを使ラ 


おク n —ズアップ 

草花や昆虫、ルさな被写体などの接写（近接撮影）に使 
います。 

-マク□モード（口 33) び [ ON ] になり、ズームびマ 
ク□撮影巧能な位置に移動します。 

-最ち広角側のズーム位置ではレンズ前約 5 cm まで、 

ご i マークのズーム位置ではレンズ前約7 cm までの被写体にピントを合わせら 
れます。 

-画面中央でピントを合わせまず。フォーカス□ックを使うと、構図を工夫して 
撮影でをまず（田29)。 

. シャッターボタンの半押しでピントを固定するまで、オートフォーカスによる 
ピント合わせを自動的に繰り返します。 


そ 

⑤※ 

の 

OFF & 

化 

ON 

因 


《 変更でさます。フラッシュ撮影時は、撮影距離び50 cm 未満の場合、フラッシュの光 
び充分に行を渡らないことびありますのでご注意ください。 


"料理 

料理の撮影に便利です。詳しくは「料理モードを使った 
撮影方法」〔中 43) をご覧< ださい。 

-画面中央でピントを合わせます。 


そ 

⑤ 

0 

OFF & 

化 

ON 

因 

0.0& 


《変更でさます。 


盧ミュージアム 

フラッシュ撮影び禁止されている美術館など、フラッシュ 
を発光させたくない場所で撮影するとさに使います。 

-画面中央でピントを含ねせます。 

- BSS (ベストショットセレクター)(の 78) を使って撮 
影でさます。 

• 手ブレしやすいため、カメラをしっかり持ってください。 
- AF 補助光 ( CI ]97) は点灯しません。 


夕 

⑤ 

0 

OFF & 

化 

0 FF 《 

因 

0.0& 


《変更でさます。 





シ—ンに合わせて撮彰する 


40 


































シーンモードを使ラ 


强 打ち上げ巧火 {E 

ス□ーシャッターで巧ち上げ花火を撮影します。 

-遠景にピントび固定されます。シトッターボタンを半 
巧しすると、常に AF 表示（田 8) び緑色に点打しま 
す。ただし、ピントは遠景に含ラため、近くの被写体 
にはピントび合わないことびあります。 

• AF 補助光 ( CI ]97) は点灯しません。 


そ 

⑤ 

0 

OFF 

化 

OFF 

0 1 

0.0 



□モノク□コピー 

ホワイトボード件印刷物などの文字を、シャープに撮影 
したいとさに使います。 

-画面中央でピントを合わせまず。 

-近くのものを撮影するときは、マク□モード〔田 33) 
を併用してください。 

-赤色、青色などの被写体を撮影すると、文字などび薄 
<なることびあ0まず。 



そ 

⑤※ 

の 

0 FF & 

化 

0 FF 《 

因 II 0が 


《変更でさます。 


巧逆光 

逆光状態での撮影に使います。内蔵フラッシュび常に発 
光し、人物び影にならずに撮影でさます。 

-画面中央でピントを合わせます。 



シ 


ン 

に 

A 

t> 

せ 

て 


i 


そ 

夕 

の 

0 FF & 

化 

OFF 

因 II 0が 


《変更でさます。 


压1:压1びついたシーンモードでは、王脚などのご使用をおすすめします。 


41 

































シーンモードを使ラ 
M パノラマアシスト 



撮影した複数の画像をつなばて、パノラマ写真に合成したいとをに使います。撮 
影した画像は、付属のソフトウェア 「Panorama Maker 」 を使ってパソコンでパ 
ノラマ写真に合成します。詳しくは「パノラマアシストを使った撮影方细（の 44) 
をご覧ください。 


そ 

⑤※ 

0 

OFF & 

化 

OFF 《 

因 

0.0& 


《変更でさます。 


シ—ンに合わせて撮影ずる 
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料埋モードを使った撮影方法 

料理の撮影に便利でず。 


シーンモードを使ラ 


撮影時に〇ボタンを押して撮影 モー ドメ ニュー 
を表示し、マルチセレクターで TI [料理]を選ぶ 
(1 X 135) 

-マク□モード（口 33) び [ ON ] になり、ズーム 
びマク□撮影可能な位置に移動します。 



マルチセレクターのを押して色合いを調整 
ずる 

-照明によって被写体の色び変わる影響を調整で 
さます。▲を巧すと赤味、▼を巧すと青味び増し 
ます。 


画■な 


固 

[巧 4] 


構図を決める 

-最ち広角側のズーム位置ではレンズ前約5 cm ま 
で、£：^マークのズーム位置ではレンズ前約7〇11 
までの被写体にピントを合わせられます。 

-画面中央でピントををねせます。フォーカス□ッ 
クを使ラと、構図を工夫して撮影でをます 
風29)。 


111 姑呼 ■ 



好 


E 3 

■1 

国 


P 4] 


4 シャッターボタンを巧して撮影する 

• シャッターボタンを半巧しするとピン 
卜び固定され、全押しするとシャッター 
びされまず。 

- AF エ U アび点滅したときは、ピントび合つ 
ていません。構図を変えて、ちラー度 
シャッターボタンを半押ししてください。 


に 


n 

同 

M 塑剛 



料理モードについてのごミち意 

フラッシュは使えません。マク□モード（田 33) は [ ON ] に固定されます。 
M 料理モードの色合い調整について 

料理モードの色をい調整の設定は、電源を OFF にしても記憶されます。 


シ—ンに合わせて撮影する 






























シーンモードを使ラ 


パノラマアシストをほった撮穀方法 

画面中央でピントを合わせます。兰脚を使ラと、構図を合わせやすくな0ます。 


撮影 時に〇ボタンを押して 撮影 モードメニュー 
を表示し、マルチセレクターで W [パノラマアシ 
スト]を 選ぶ （ m 35) 

-パノラマ方向(画像をつなげる方向）を示すじマー 
クび表示されます。 



慶 


マルチセレクターでパノラマち向を選び、@ボ 
タンを押ず 

-ち方向につなげるとさはじ、左方向はづ、上方向 
は公^、下方向は。を選びます。 

-選んだ方向に黄色いじじマークび移動し、 ® ボタ 
ンを押すと方向を決定します。決定した方向のり 
〔白色）び表示されます。 

• フラッシュモード（田30)、セルフタイマー ([ IB 2)、 マク□モード 〔[ IB 3)、 
露出補正（の34)を設定したいときは、ここで設定してください。 

-ちラー度®ボタンを巧すと、パノラマ方向を選び直せます。 


'心^^ 


一番端の被写体に構図を合わせ、1コマ 
目を撮影ずる 

-撮慕した画像び、画面の約1/3の部分に 
半透明で表示されます。 



4 2コマ目政降を撮影する 

-次の被写体の1/3び前の絵柄に重なるよ 
うに構図ををわせて、シャッターボタン 
を巧してください。 

-この手順を繰0返して、必要な画像を撮 
影してください。 


里 



シ—ンに合わせて撮彰する 
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シーンモードを使ラ 


5 必要な画像を撮影し終わった5、 ® ボタンを押 
ず 

-手順2のが態に戻ります。 


【シパノラマアシストについてのごま意 

-フラッシュモード、セルフタイマー、マク□モード、露出補正は、1コマ目のシャッター 
ををる前に設定して<ださい。1コマ目を撮慕した後は変更でをません。1コマ目を撮 
影した後は、[画像モード](田74)の変更やズーム操作、画儘の削除もできません。 

-撮影中に才ートパワーオフ（の99)による待機状態になると撮影び終了します。オー 
トパワーオフの時間を長めに設定しておくことをおすすめしまず。 

^ 表示について 

パノラマアシストモードでは、パノラマ写真を構成するすべ 
ての画像を、1コマ目と同じ露出、ホワイトパランスおよび 
ピントで撮影します。 

1コマ目を撮影すると、露出、ホワイトバランスとピントを 
□ック（固定）したことを示ず剧 I ^ IFHL び画面に表示されま 
す。 


口 Panorama Maker について 
Panorama Maker は、付属の Software Suite ( CD - ROM ) を使ってパソコンにインストー 
ルでをます。 

撮影した画像をパソコンに転送して（口59 )、 Panorama Maker でパノラマ写真に台成 
してください（田63)。 

巧 関連ページ 

記録データのファイル名とフオルダー名一圧]111 



ISI 懸問感 




シ—ンに合わせて撮影する 












笑顔を撮誇する•(グストフエイスモード) 


ベストフ: c イス L— I 

人物の笑顔を検出して、カメラび自動でシャツターをきります。 


1撮影時に〇ボタンを押して撮影モー 
ドメニューを表示し、マルチセレク 
ターの▲▼で回を選び、©ボタンを 
押ず 


2構図を決める 

• 力;>< ラを被写体に向けます。 

-力;><ラび人物の顔を認、識すると、顔び黄色い二重 
枠の AF エ U ア表おで囲まれ、ピントび合ラと二重 
枠び一瞬緑色になりピントび固定されます。 

-最大3人の顔を認識しまず。複数の顔を認識した 
ときは、最も画面の中央に近い顔び二重枠の AF エ 
1」ア表示で囲まれ、他の顔び一重巧で囲まれます。 

3 自動的にシャッターがされる 

-カメラび二重枠で囲まれた人物の笑顔を検出すると、自動的にシトッターび 
されます。 

-セルフタイマーランプ（田 4) は、カメラび人物の顔を認識すると点滅しま 
す。シャッターびされた直後は、速く点滅します。 

. シャッターびきれるたびに、力;><ラは顔認識と笑顔検出による自動撮影を繰 
0返します。 

• シトッターボタンを巧してもシャッターびきれまず。顔認識していないとき 
は、画面中央の被写体にピントび合います。 

4凸ボタンを押してベストフエイスモードを終了 

ずる 

-他の撮影モードに切り換えて<ださい。 





笑顔を撮影ずる(ベストフ H イスモ—ド) 
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ベストフェイスモードを使ラ 


【。顔認識と笑顔検出について 

ベストフェイスモードでは、人物の顔に力^ラを向けると自動的に顔を認識し、認識した 
顔の笑顔を検出します。 

-撮影条件などによっては、適切に顔の認識や笑顔の検出びでさないことびあります。 

-顔認識について詳しくは、「顔認識撮影」（圧] 24) をご覧ください。 

M ベストフェイスモードの節電機能について 

ベストフェイスモードで、力方ラを操作しないまま切下の状態び続くと、オートパワーオ 
フ（田99)び作動して、電源び OFF になりまず。 

-カメラび顔を認識しない。 

-カメラび顔を認識していてち、笑顔を検出できない。 

M ベストフェイスモードで使える機能について 

-フラッシュモード〔田30)を蜜更でをます。 

-セルフタイマー(の32)、マク□モード（口 33) は使えません。 

-麗出補正 （ CUBA ) の設定びでさます。 

- MENU ボタンを押して回（ベストフェイス）メニューを表示すると、[画像モード](口74) 
を設定でをます。画儘モードの設定を変更すると、他の撮影モードでを同じ画徹モード 
の設定になります（動画を除く）。 

-電子ズームは使えません。 

巧 関連ページ 

オートフォーカスび苦手な被写体^田25 


笑顔を撮影する(ベストフエイスモ—ド) 
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再をお能を巧いこなす, 


数の画像を一質表示する（サムネイル表示) 


再生 モー ドの1コマ表术 ([ X 126) でズームレバーを 

W (H) 方向に回すと、画像を一覧でをる「サムネ 
イル表示」になります。サムネイル表示では、政下 
の操作びでさます。 


1 ■ ] 1 

み 

州^ 

嚇 "1 嚇 1 


爲1 1 ■ 

屬ぇ 

機能 

ボタン 

内容 


画像を選ぶ 

v@y 

マルチセレクターの►を巧 
します。 

n 

表ちコマ数を増やす/ 
カレンダーを表示ずる 

W (H) 

ズームレバーを W (H) 方向に回 
すと、4コマー9コマー16コマーカ 
レンダー表示に切り換わりまず。 
「カレンダー表示」にすると、撮影 
曰単位で画像の選択を移動でさま 
す（口49)。 T の）方向に回ずと、 
サムネイル表示に戻ります。 


表示コマ数を 減 5 ず 

T 

の） 

ズームレバーを T ( q ) 方向に回す 
と、16コマー9コマー4コマに切0 
換わります。4コマ表示で T の） 
方向に回すと、1コマ表示に戻0ま 
す。 


1 コマ表示に戻る 

@ 

@ボタンを巧します。 

26 

撮影 モードに切〇換 
える 

〇 

〇ボタンを押します。 

10 


再 

生 

機 

能 

を 

使 

い 

言 

す 


M サムネイルに表示されるマーク 
ヴリント指近（の70)やヴ□テクト設赶 
{^ n ^ Q 6 ) をした画像の選択中はちのマークび 
表示されます。動画は、映画フィルムの1コマ 
のよラに表示されます。 


プ□テクト表示 
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動画表示 
































複数の画像を一覧表示ずる（サムネイル表示) 


カレンダー表示 

再生モードのサムネイル表示を16コマ表示にした後 
(田48)、さ日にズームレバーを W ( H ) 方向に回 
すと、「カレンダー表示」になります。 

撮影曰単位で画像の選択を移動でさます。撮影画像 
のある曰付には、黄色の下線び表示されます。 
カレンダー表示では、政下の操作びでさます。 



機能 

ボタン 

内容 


日付を選ぶ 


マルチセレクターの►を巧 
しよ 0 

n 

1 コマ表示に戻る 

@ 

選んだ曰に最初に撮影した画像の 

1コマ表示に移動しまず。 

26 

サムネイル表示に戻 
る 

T 

の） 

ズームレバーを T ( q ) 方向に回し 
まず。 

- 


再 

生 

機 

能 

を 

使 

い 

ず 


b カレンダー表示についてのごま意 

-曰時を設定せずに撮影した画像は、カレンダー表示で2010年1月1曰の画儘として扱わ 
れます。 

-カレンダー表示中に、雨ボタンおよび MENU ボタンは使えません。 
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丹王 iz — l-W I 」ゾを术 lUUUbJ じ乂ームレ八一么 

T ( q ) 方向に回すと、表示中の画像の中央部び拡大 
表示されます。 

-画面ち下のガイドは、画像のどの部分を表示して 
いるかを示しています。 

拡大表示では、政下の操作がでさます。 





\) < 

\mMiv 

Ld 


機能 

ボタン 

内容 


拡大倍率を上げる 

T 

の） 

ズームレバーを T の）方向に回し 
ます。約10倍まで拡大でさます。 

- 

拡大倍率を下げる 

W 

( H ) 

ズームレバーを W ( H ) 方向に回 
しまず。倍率び1倍になると、1コ 
マ表示に戻ります。 

- 

表示範囲を移動する 


マルチセレクターの►を押 
して、表示範囲を移動します。 

n 

1 コマ表示に戻る 

@ 

@ボタンを巧します。 

26 

画像の一部を切 0 巧 
く（トリミング） 

MENU 

拡大表示した部分だけを別画像と 
して保存しまず。 

54 

撮影 モードに切〇換 
无る 

〇 

〇ボタンを押します。 

10 


顔說識して撮影した画像の場合 

顔認識 （[ X 124) して撮影した画像は、再生モードの 
1コマ表示でズームレバーを T ( q ) 方向に回すと、 

撮影時に認識した顔を中むにす広大表示されます。 

-複数の顔を認識していたときは、ピント合わせを 
行った顔を中むに拡大表示され、マルチセレクター 
の ►を巧すと表示する顔び切り換わりま 

す。 

-さらに T (9) 方向または W ( H ) 方向に回すと、拡大率び変わり、通常の 
ま広大表示になります。 
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る 
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編集に使った機能 

追加でをる編集機能 

D - ライティング 

スモールピクチわ一または 卜 US ングがでをます。 

スモールピクチャー 
トリミング 

追加編集でさません。 


-編集で作成した画像に同じ種類の編集を繰り返ずことはできません。 

-スモールピクチャーまたは卜 US ングと D - ライティングを組み合わせるとをは、 D - ラ 
イティングを先に行ってください。 


3元画像と編集画像の関巧について 

-編集で作成した画徹は、元画像を削除しても削除されません。また編集で作成した画儘 
を削除してわ、元画像は削除されません。 

-編集で作成した画撒の撮影日時は、元の画像と同じです。 

-フ U ント指定（の 70) やプ□テクト設定（圧] 106) した画像を編集しても、これらの 
設定内容は編集で作成した画像に反映されません。 


画像を編集する 


このカメラではし处下の機能を使って画像を簡単に編集で走ます。編集した画像 
は元画像とは別に、異なるファイル名で保をされます （ Lxnii )。 


編集の種類 

用途 

D - ライティング 
(邸 2) 

逆光やフラッシュの光量不足で暗くなった部分を明るく補 
止します。 

スモールピクチヤー 

(邸 3) 

サイズのルさい画像を作成します。電子メールに添付して 
送信ずるとさなどに使います。 

トリミング （の 54) 

画像の一部を切り损きます。被写体をク□ーズアップした 
いとさや構図に手を加えたいとさなどに使います。 


Ci 画像編集についてのごま意 

- [画像モード] に QyA ) を L 22 は陋 [3968 X 2232]. L 21 は陋 [3200 X 1800] にして 

撮影した画儘は、編集でをません。 

- COOLPIX L 22 /COOLPIX L 21 U {外で撮影した画儘は、 COOLPIX L 22 /COOLPIX L 21 で編 
集でをません。 

- COOLPIX L 22 /COOLPIX L 21 LU 外のデジタルカ方ラでは、 COOLPIX L 22 /COOLPIX L 21 
で編集した画像の正常な表示やパソコンへの転送びでさないことびあります。 

-内蔵メモ U — / SD カードに充分な空さ容量びないとをは、編集でをません。 

M 画橡編集の制限 

編集で作成した画儘に別の編集を追加するとをには、 m 下の制限びあります。 


再生機能を使いこなす 















画像を編集ずる 

画像の暗い部分を明るく補正する （ D - ライティング） 

逆光やフラッシュの光量不足で暗くなった部分を明るく補正します。補正した 
画像は、元画像とは別に保をされます。 

1 再生モードの1〕マ表示（[1]26)またはヴムネ 
イル表示 （口48) で画像を選び、 MENU ボタンを 
巧ず 

-再生メニューび表示されます。 

2 マルチセレクターでを [D- ライティング]を選 
び、@ボタンを押す 

-補正前（左側）と補正後（ち側）の見本び表おさ 
れます。 


3 [実行]を選び、 ® ボタンを押ず 

-補正画像び作成されます。 

-中止するとさは、 [キャンセル] を選び、@ボタ 
ンを押します。 

- D - ライティングで作成した画像は、再生画面で朝 
び表示されます。 



再生機能を使いこなず 
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巧 関連ページ 

記録データのファイル名とフォルダー名一田111 




















画像を編集ずる 


スモールピクチャーのヴイズを選び、®ボタンを押す 



\m 


4 [はい]を選び、 ® ボタンを押ず 

-スモールピクチトーび作成されます。 

-中止するとをは、 [いいえ] を選び、ボタンを押します。 
-スモール ピクチ トーで 作成した画像は、 グレーの 
枠で囲まれて表示されます。 


スモールピクチャーを 
作成しますか？ 



巧 関連ページ 

記録データのファイル名とフオルダー名一田111 


かさいサイズの画像を作巧する（スモールピクチャー） 

撮影した画像か5、サイズのルさい画像を作成します。ホームぺージで使った 
り、電子メールへ添付したりするのに便利です。サイズは B [640 X 480] 、 
rS [320 X 240]、または □[160 X 120] から選べます。 

スモールピクチャーは、元の画像とは別の画像（圧縮率約 VI 6) として保をさ 
れます。 

1 再生モードの1〕マ表示（[1]26)またはヴムネ 
イル表示 （口48) で画像を選び、 MENU ボタンを 
巧ず 

-再生メニューび表示されます。 

2 マルチセレクターで田[スモールピクチャー]を 
選び、 ® ボタンを押ず 



再生機能を使いこなす 


























画像を編集ずる 


画像の一部を切0巧< (卜115ング） 

拡大表示（田 50) 中に阳 a ! い给マークび表示されている画像は、液晶モニター 
に表示している部分だけに卜 US ング（切り抜さ）でさます。卜 US ングした 
画像は、元画像とは別に保をされます。 

1 再をモードの1コマ表示でスームレバーを T ( q ) ち向に回して画像を拡大表示する 


縦位置画像は、左ちの黒い帯び 
見えなくなるまで画像を拡大 
すると卜 IJS ングでさますび、 
卜 US ング画像は横位置にな 
ります。縦位置の卜 U ミング画 
像を作るには[画像回閱 
(1 X 1107) で横位置にしてから 
卜 US ングし、再度卜 IJS ング 
画像を縦位置に戻します。 


COOLPIX L 22 


COOLPIX L 21 



切りおさたい部分だけが表示されるよラに調節する 

-ズームレバーを T ( q ) 方向または W ( H ) 方向 
に回して拡大率を調節します。 

-マルチセレクターの►を押して表示範囲 
を移動します。 



MENU ボタンを押す 



4 マルチセレクターで[はい]を選び、©ボタンを- ス 

押ず 

-卜 US ング画像び作成されます。 

-中止するとさは、[いいえ]を選び、@ボタンを押 
します。 


表示している画像で 
保巧しますが？ 


I 


はい 


巧画像 サイズについて 

切り掠く範囲び狭くなるほど、卜1」ミングで作成した画像の画像サイズ（ピクセル数）は 
ルさくなります。トリミングして画像サイズび320 X 240または160 X 120になった画 
像は、再生時にグレーの枠で囲まれ、画面左側にスモールピクチャーの Ci または U のア 
イコンび表おされます。 

巧 関連ページ 

5ィ記録データのファイル名とフォルダー名一田111 


再生機能を使いこなず 







































シャッターボタンを全押しして、撮影 
を開始する 

-ピントは画面中央にある被写体に合 
います。 

-記録可能な残り時間の目安を液晶モ 
ニターで確認でさます。 

-撮影を終了するには、ちラー度シャッ 
ターボタンを全押しします。 

-記録可能な残り時間び無くなると、撮影び自動的に終了します。 


主 



【シ動画撮影についてのご注意 

. シャッターボタンを半押しするとピント合わせを行い、半押ししている間はピントを固 
定 （ AF □ック）します。撮影中は、そのピントに固定されまず。 

-動画撮影を開始すると光学ズームは使えません。電子ズームは動画撮影の開始前は使え 
ませんび、動画撮影中は2倍まで作動します。 

-動画の撮影では、液晶モニターにスミア（田 114) び発生すると、記録される動画にち 
スミアの影響び残りまず。スミアの影響を避けるため、太陽や太隠の照り返し、電なな 
どを画面内に入れずに撮影するよラおすずめします。 

【シ動画の保巧についてのごま意 

撮影終了後、撮影画面に切り換わるまで動画の保存は終了していません。電池/ SD カード 

カバーを開けないでください。保存び終了する前に SD カードや電池を取り出すと、動画 

び記録されないことや、撮影した動画や力六ラ、 SD カードび壊れることびあります。 

M 動画撮影で使える機能 

-マク□モード（田33)を使えます。撮影を開始ずる前に設定してください。動画撮影 
中に設定は変更でさません。フラッシュやセルフタイマー、麗出補正は使えません。 

- MENU ボタンを押して *111 〔動画）メニューを表示すると、[動画設定](動画の種類）を設 
定でさます（□:156)。 


動画を撮誇ずる/再ちずる 


面画を撮影す夕 

動画（音声付さ）を撮影でさます。 


撮影時に〇ボタンを巧して撮影モード 
メニューを表示し、マルチセレクター 
の▲▼で**を選び、 ® ボタンを巧ず 


記録巧能な時間び液晶モニターに表 
おされまず （ mSG )。 

1回の撮影で記録可能な時間は 、 SD 
カードの残量び多いとさでちファイ 
ルサイズび2 GB まで、または最大29分までです。 



動画を撮影する/再生する 



















動画撮該の設定ををちする（動画メニュ ー) 

動画メニューで [動画設定] を変更できます。 

動画メニューの表示方法 

撮影時に凸ボタンを押して撮影モードメニューを表示し、* (動画）モード 
にします（圧]55)。 

MENU ボタンを押して、動画メニューを表示します。 


E9 ◎ 







PENU | 

巧 



/ j 糾の汹 




-メニューの選択と設定にはマルチセレクターを使います（田11)。 
-メニュー表示を終了するには、 MENU ボタンを押します。 


m 動画設定 

撮影する動画の種類を選びます。 


種類 

解像度と フレーム 数 

阻 TV 再生640 
(初期設定） 

解像度： 640 X 480 ピクセル 
撮影フレーム数：約30フレーム/砂 

願カメラ再生320 

解像度： 320 X 240 ピクセル 
撮影フレーム数：約30フレーム/砂 


M 動画の記録可能時間 


種類 

內蔵メモリー（約19 MB ) 

SD 力ード （4 GB ) 《 

阻 TV 再生640 
(初期設定） 

10秒 

約40分 

願カメラ再生320 

42秒 

約2時間45分 


数値はおおよその目安です。同じ容量でを SD カードの種類によって記録巧能時間は異な 
ります。 


《1回の撮影で記録可能な時間は、 SD カードの残量び多いとをでちファイルサイズび2 GB 
まで、または最大29分までです。撮影時の画面には、1回の撮影で記録可能な時間び表 
おされます。 

巧 関連ページ 

記録データのファイル名とフォルダー名一田111 


動画を撮影ずる/再生ずる 



























動画を再をする 

1コマ表示（[1]26)で動画設定 0 X 156) のアイコン 
び表示されている画像び動画です。@ボタンを巧す 
と、再生でさます。 


再生中は、ズームレバー T / W で音量を調節でさます。 -時停止時 

画面上部には操作パネルび表示されます。マルチセ- 

レクターの ◄ ►を押して操作パネルのボタンを選ぶ 
と、の操作びでさます。 


動画再生中音量表示 


機能 

ボタン 

内容 

巻き戻し 

团 

@ボタンを巧している間、巻き戻します。 

早送り 

回 

@ボタンを押している間、早送りします。 

一時停止 

の 

唾)ボタンを押すと、一時停止します。一時停止中に画面 
上部の操作ボタンで、下の操作びでさます。 

团 

® ボタンを押すと、1コマ戻ります。押し続けると、 
連続してコマ戻しします。 

の 

® ボタンを押すと、1コマ進みます。巧し続けると、 
連続してコマ送りします。 

の 

® ボタンを押すと、再生を再開します。 

再生終了 

曰 

@ボタンを巧すと、1コマ表示に戻ります。 


動画ファイルを削除する 

1コマ表示 （1 X 126) やサムネイル表示（田 48) で動 
画を選んで雨ボタンを押すと、削除確認画面び表示さ 
れます。 

[はい]を選んで®ボタンを押し、動画ファイルを削 
除します。削除をやめるとさは、[いいえ]を選びます。 





しルけ 


動画を撮影する/再生する 
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1 カメラの電源を OFF にずる COOLPIX L 22 C 00 LPIXL 21 



2 カメラとテレビを接続ずる 

- AV ケーブルの黄色のプラグをテレビの映像入力端テに、白色のプラグを音声 
入力端子に接続して<ださい。 




ン、プリンターにを続する 

貢巧に猫 



カメラを別売のオーディオビデオケーブル （ AV ケーブル） （ LXniO ) でテレビ 
に接続すると、撮影した画像をテレビ画面で再生でさます。 


ゴテレビの入力をビデオ入力（外部入力）に切り換える 

-詳しくはお使いのテレビの使用説明書をご覽ください。 

4カメラの囚ボタンを押し続けて電源を ON にずる 

-カメラは再生モードになり、撮影した画像びテレ 
ビに表示されます。 

-テレビとの接続中は、カメラの液晶モニターは消 
灯したままになります。 

ケーブル接続時のごま意 

ケーブルは、端子の挿入方向を確認して無理な力を加えずに、まっすぐに差し込んでくだ 
さい。端子を引を掠くときを、まっすぐに引を抜いてください。 



E 画橡がテレビに映らないときは 
[セットアップ] 方ニュー ( miss ) 一‘ 
ているか確認してください。 


[ビデオ出力] (田101)びお使いのテレビに合つ 


テレビやパソ n ン、プリンタ—に接続ずる 
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パソコンに接続ずる 

付属の USB ケーブルでカメラをパソコンに接続すると、ソフトウェア 「Nikon 
Transfer 」 を使って、撮影した画像をパソコンに転送して保存できます。 

カメラとパソコンを接続する前に 

ソフトウェアをインス I ルずる 

カメラとパソコンを接続する前に、付属の Software Suite CD - ROM を使って、 
パソコンに 「 NikonTransfer 」 や転送した画像を表示する 「 ViewNX 」、 パノラ 
マ写真を作成する 「Panorama Maker 」 などのソフトウェアをインストールし 
ます。ソフトウェアのインス!ル方法は、簡単スタートガイドをご覧くださ 
い。 

対応 0 S 

Windows 

• Windows 7 Home Basic/Home Premium / Professional / Enterprise / 
Ultimate 

• Windows Vista Home Basic/Home Premium / Business / Enterprise / 
Ultimate (Service Pack 2) 

• 32 bit 版の Windows XP Home Edition/Professional (Service Pack 3) 

Macintosh 

Mac OS X (version 10.4.11,10.5.8,10.6) 

対応 0 引こ関する最新情報は、当社ホームページのヴポート情報でご確認くだ 
さし、。 


田 電源についてのごま意 

-パソコンと接続するとをは、途中で電源び切れないよラに、充分に残量のある電池をお 
使いください。 

-別売の AC アダプター EH -65 A 脚 10) を使用すると、家庭用コンセント ( AC 100 V ) 
から COOLPIX L 22 /COOLPIX L 21 へ電源を供給できます。 EH -65 A 切がの AC アダプター 
は絶巧に使用しないでください。 カメラの故障、発熱の原因となります。 


テレビやパソ n ン、プリンタ—に接続ずる 




A ’ ソコンに接続ずる 


カメラか6パソコンに画像を起送する 


Nikon Transfer がインス t ル済みのバソコンを超動ずる 


カメラの電源を OFF にする 


付属の USB ケーブルで、カメラとパソコンを接続ずる 



4 カメラの電源を ON にずる 

-電源ランプび点なします。 
カメラの液晶モニターは 
消灯したままになります。 


COOLPIX L 22 


C 00 LPIXL 21 



b ケーブル接続時のごま意 

-ケーブルは、端子の挿入方向を確認して無理な力を加えずに、まっすぐに差し込んで< 
ださい。端子を引き扳くとをち、まっすぐに引を抜いてください。 

60 - USB A プに接続した場合の動作は保証しておりません。 


テレビやパソ n ン、プリンタ—に接続ずる 













































パソコンに接続ずる 


5 パソコンで NikonTransfer を起動ずる 

• Windows 7 の場ち： 

[デバイスとプリンター ► L 22/ L 21] 画面び表示されたら、 [画像とビデオの 
インポート] の下の [プ□グラムの変更] をク U ックします。 [プ n グラムの 
変恩 ダイア□グで [コンピュータにあるフオルダに画像をコピーする] を 
選び、 [ OK ] をク U ックします。 

[デバイスとプリンター ► LSS / LSI ] 画面で [コンピュータにあるフオルダ 

に画像をコピーする] をダブルク U ックします。 

- Windows Vista の場合： 

[自動再生] ダイア□グび表示された5、 [コンピュータにあるフオルダに画 
像をコピーずる - Nikon Transfer 使用] をク U ックします。 

• Windows XP の場合： 

起動するプ□グラム（ソフトウェア）を選ぶ画面び表示されたら、 [Nikon 
Transfer コンピュータにあるフオルダに画像をコピーずる] を選び、 [0 K ] 
をク U ックします。 

• MacOSX の場合： 

Nikon Transfer のインストールで、 [自動起動の設定] を [はし リにした場合 
は、カメラを接続ずると Nikon Transfer び自動起動します。 

- SD カード内に大量の画像びあると、 Nikon Transfer の起動に時間びかかる場 
合びあ0ます。 

6 オプションエリアの[乾送元]パネル内に、接続したカメラ名のデバイス 
ボタンが表示されていることを確認し、[転送開始]ボタンをクリックする 



デバイスポタン 


[お送開始]ボタン 


記録されているすべての画像びパソコンに転送されます 〔 NikonTransfer の 
初期設定)。 


テレビやパソ n ン、プリンタ—に接続ずる 
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パソコンに接続ずる 


-転送び終わると、 ViewNX び自動的に起動します （ Ni い n Transfer の初期設 
定)。転送した画像を確認でさます。 


二 11.. 

. こ • 

占！ 田 ♦ O 山 

ご."•ご. 

. 1 


を 

一 

'一- ly を定 



- Nikon Transfer または ViewNX の操作方法については 、 Nikon Transfer また 
は ViewNX のヘルプをご覧ください（田63)。 

カメラとパソコンの接続をがずときは 

-転送中は、電源を OFF にしたり、カメラとパソコンの接続をがしたりしない 
で < ださい。 

-接続を外すときは、力方ラの電源を OFF にしてから、 USB ケーブルを外して 
<ださし、。 

@力ードリーダーを使ラ 

Nikon Transfer は、パソコンのカードリーダーなどの機器に入れた SD カード内の画像ち 
転送でをます。 

- 2 GBi ； Lb の SD 力ードや SDHC 規格の SD 力ードをお使いの場含は、力ードリーダーなど 
の機器がそれらの SD カードに対応している必要びあります。 

-カード U —ダーなどに SD カードを挿入し、手順5 (田 61) じ ( 降を参照して、画像を転 
送して < ださい。 

-内蔵 ><モリーのデータは、カメラで SD 力ードにコピーしてから（口108)転送してください。 

口 Nikon Transfer または ViewNX を手動で起動するには 

• Windows : [スタート] から [ずべてのプ□グラム] 一 [NikonTransfer] 一 [Nikon 
Transfer] (または [ずべてのプ□グラム] 一 [ViewNX] 一 [ViewNX] ) の順にク 

リックします。デスクトップの [Nikon Transfer] または [ViewNX] の ショー トカッ 
トアイコンをダブルク U ックしてを起動できます。 

• Mac OS X : [ アプリケーション ] フ オルダーを開き、 [Nikon Software] 一 [Nikon 
Transfer] 一 [Nikon Transfer] (または [Nikon Software] — [ViewNX] 一 [ViewNX]) 

をダブルク U ックしまず。 Dock の [NikonTransfer] または [ViewNX] アイコンを 
クリックしても起動でさます。 


テレビやパソ n ン、プリンタ—に接続ずる 
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パソコンに接続ずる 


口 Nikon Transfer または ViewNX の詳 
しい使いち（ヘルプ）を見るには 
Nikon Transfer または ViewNX を起動し 
て、メ ニューパーの [ヘルプ] 一 [Nikon 
Transfer ヘルプ] または [ ViewNX ヘル 
プ] を選ぶと、ヘルプ画面を表示して詳 
しい使い方を見ることびでをます。 


^パノラマ写真に合成ずるには （Panorama Maker ) 

-シーンモードの [パノラマアシスト] 機能（田 42) を使って撮影した画像を 、 Panorama 
Maker を使ってパノラマ写真に含成でをまず。 

• Panorama Maker は、付属の Software Suite CD - ROM でインストールできます。 

• Panorama Maker をインストールしたら、なのように起動します。 

Windows : [スタート] から [ずべてのプ□グラム] 一 [ArcSoft Panorama Maker 
5] 一 [Panorama Maker 5] の順にク U ックしてください。 

Macintosh : [アプリ ケーシヨン ] フオルダーを開き、 [Panorama Maker 5] をダブ 

ルク1」ックして<ださい。 

• Panorama Maker の使い方は 、 Panorama Maker の操作画面やヘルプをご覽くださし' i 。 
口 関連ページ 

記録データのファイル名とフオルダー名^田111 



テレビやパソ n ン、プリンタ—に接続ずる 
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プ y ンターに接続する 


PictBridge (の 127) 対応プ U ンターをお使いの場合は、バソコンを使わず 
に、カメラとプ U ンターを直接つないでプ U ントできまず（ダイレクトプリン 
卜）。ダイレクトプ IJ ントの手順は、1；|下のとお D です。 



田 電源についてのごま意 

-フ U ンターと接続するとをは、途中で電源び切れないよラに、充分に残量のある電池を 
お使い < ださい。 

-別売の AC アダプター EH-65A 〔の110)を使用すると、家庭用コンセント (AC100V) 
から COOLNX L22/COOLPIX L21 へ電源を供給でをます。 EH-65ALii がの AC アダプター 
は絶巧に使用しないでください。カメラの故障、発熱の原因となります。 

り画橡のプリント方まについて 

SD カードに記録した画像は、パソコンに乾送したり、カメラをプリンターに接続してプ 
リントする他に政下の方法でプ U ントでさます。 

-カードス□ットび付いた DPOF 対応プ1」ンターでプ U ントする。 

-プ U ントサービス店にプ U ントを依頼する。 

これらの方法でプ U ントするときは、プ U ントする画像やプ U ント枚数などを、再生方 
ニ ューの [プリント指定] を使って、あらかじめ SD 力ードに設定できます（口70)。 


プリントが終了したら、カメラの電源を OFF にして USB ケープルを巧く 


テレビやパソ n ン、プリンタ—に接続ずる 





























カメラとプリンターを接続する 


プリンターに接続ずる 


カメラの電源を OFF にする 


COOLPIX L 22 


C 00 LPIXL 21 



プリンターの電源を ON にずる 

• プ U ンターの設定を確認してくださし、 


付属の USB ケーブルで、カメラとプリンターを接続する 



4 カメラの電源を ON にずる 

-正しく接続されると、カメラ 
の液晶モニターに 

[ PictBridge ] 画面 （①） び 

表示された後、 [プリント画 
像選択] 画面 （③） び表おさ 
れます。 


COOLPIX L 22 


COOLPIX L 21 


① I 


が 

PictBridge 



a ケーブル接続時のごま意 

ケープルは、端子の挿入方向を確認して、無理な力を加えずにまっすぐに差し込んでくだ 
さい。端子を引を掠くときを、まっすぐに引を损いて<ださい。 
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プリンターに接続ずる 


1コマだけプ U ントする 

力方ラとプ U ンターを正しく接続してか5 (田65)、政下の手順でプリントし 
て < ださい。 

1 マルチセレクターでプリントずる画像を選び、 

® ボタンを押ず 

-ズームレバーを W (H) 方向に回すとじコマ表 
おに、 T の）方向に回すと1コマ表示に切り撰ね 
ります。 

2 [プリント枚数設定]を選び、 ® ボタンを押ず 




プリント枚数 （9 枚まで）を設定し、 ® ボタンを 
巧ず 



4 [用紙設定]を選び、@ボタンを押す 


PictBridae 
ント実行 

ブ IJ ント巧巧設を 



用紙サイズを選び、 ® ボタンを押ず 

-プ1」ンターの設定を優先したいとさは、 [プリンI 
ターの設定] を選びます。 



テレビやパソ n ン、プリンタ—に接続ずる 
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プリンターに接続ずる 


ソリン r - の'おホ々 

-プ U ントび終わると、手順1の画面に戻ります。 

• プ U ントを途中で中止したいときは、@ボタンを 
巧します。 


①か 

ブ U ント中 

H 002 / 004 1 


脚キャンセル 


プリント中の枚数/総枚数 

複数の画像をプリントする 

カメラとプ U ンターを正しく接続してか5 (田65)、政下の手順でプ U ントし 
て < ださい。 


[プリント画像選択]画面が表示された5 、 MENU 
ボタンを押す 

-[プリントメニュー] 画面び表示されます。 


)©. 


マルチセレクターで[用紙設定]を選び、@ボ 
タンを押ず 

• プ U ント;ニューを終了したいときは、 MENU ボタ 
ンを押します。 


フリントメニユー 
フリントち巧~ 
を画宙プ IJ ント 
DPOF プ U ント 



用紙ヴイズを選び、 ® ボタンを押ず 

-プ1」ンターの設定を優先したいとさは、 [プリン 
ターの設定] を選びます。 
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[プリント実行]を選び、唾)ボタンを押ず 


フ IJ ント巧致設を 
用巧度を 


テレビやパソ n ン、プリンタ—に接続ずる 





























プリンターに接続ずる 


4 [プリント選択]、[全画像プリント]または 
[ DPOF プリント]を選んで、@ボタンを押す 


を画 S プ U ント 
DPOF ブ U ント 
用巧設定 


m 


m 



鞠 


A 

K 


盈 

逸 


プリント選択 

プリントする画像撮大99〕マまで）と、そ 

れぞれのプリント枚数（各9枚まで）を設定 

でをまず。 

-マルチセレクターの ◄ ►を巧して画像を 
選び、を押してプ U ント枚数を設定 
します。 

-プ U ントされる画像には、チてック7-ク 
とプ U ント枚数び表示されます。枚数を0にすると、その画像の選択 
を稱除でさます。 

-ズームレバーを T (9) 方向に回ずと1コマ表示に 、 W ( H ) 方向 
に回すと12コマ表示に切0換わりまず。 

-設定び終了したら®ボタンを巧します。 

-ちの画面び表おされた5、[プリント実行] 

を選び、®ボタンを巧すと画像のプリン 
卜び始まります。[キャンセル]を選んで 
@ボタンを巧すと、プリントメニューに戻 
0ます。 


全画像プリント 

5 D カードまたは内蔵メモ U —内のすべての画像を1枚ずつプリントで 
さます。 

-ちの画面び表示されたら、[プリント実行] 

を選び、®ボタンを巧すと画像のプ U ン 
卜び始まります。[キャンセル]を選んで 
@ボタンを巧すと、プ U ントメニユーに戻 
ります。 




テレビやパソ n ン、プリンタ—に接続ずる 
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プリンターに接続ずる 


DPOF プ U ント 


[プリント指定] (田 70) であらかじめ指定しておいた画像をプリント 

でをまず。 

-ちの画面げ表おされたら、 [プリント実行] 

を選び、®ボタンを巧すと画像のプ U ン 
卜び始まりまず。 [キャンセル] を選んで 
@ボタンを押すと、プリントメニューに戻 
0ます。 

• [画像の確認] を選んで®ボタンを押す 
と、どの画像をプ1」ン ト 指定したか確認で 
さます。ちラー度®ボタンを巧すと、画 
像のプリントび始まります。 


F リントが始まる 

プ U ントび終わると、手順2の画面に戻ります。 
プ U ントを途中で中止したいときは、@ボタンを 
押します。 


①が 

ブリント中 

H 002 / 01 0 1 


脚キャンセル 


プリント中の枚数/総枚数 


I 紙設定について 

定画面では、 [プリンターの設定] ^^(外に、 [L サイズ]、口 L サイズ]、[はがき]、 

:150mm]、[4X6 in.]. [8X10 in.]. [Letter]、[A3 サイズ]、 1；A4 サイズ] の 
フ U ンターび対応している用紙サイズを表示します。 




画塚の確認 10 


国 S の巧贾 I 
キャンセル 
晒 m 巧了 


DPOF フリント 

画巧ブリント 


テレビやパソ n ン、プリンタ—に接続ずる 


つ 

5 


用曼 X 
i 3 、 

0 紙〇ち 

用けラ 
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プリントする画像やが数を SD カードに設定する（プリント指定) 


SD カードに記録した画像を]; TF の方法でプ U ントする場合、どの画像を何枚 
プ U ントするかを、あらかじめ SD 力ードに設定できます。 

-カードス□ットび付いた DPOF 対応（田 127) のプ U ンターでプリントする。 
- DPOF 対応のプリントサービス店にプ U ントを依頼する。 

-カメラを PictBridge 対応（田 127) のプ U ンターに接続してプリントずる 
(江] 64) (カメラか日 SD 力ードを取り外すと、内蔵メモ U — に記録した画像 
にちプ U ント指定で走ます)。 

1 再生モードで MENU ボタンを押ず 

-再生メニューび表示されます。 



マルチセレクターで[プリント指定]を選び、® 
ボタンを押す 



[複数画像選択]を選び、 ® ボタンを押ず 



4 プリントずる画像（最大99コマまで）と、それ 
ぞれのプリント枚数（各9枚まで）を設定する 


謂 

网 

a 

鞠 1 

m 


1 

M 

K 


■ 


マルチセレクターの ◄ ► を押して画像を選び、 

▲▼を押してプ U ント枚数を設定します。 

プ U ントされる画像には、チェックマークとプリ 
ント枚数び表示されまず。枚数を0にすると、そ 
の画像の選択を解除でをまず。 

ズームレバーを T (9) 方向に回すと1コマ表示に 、 W ( H ) 方向に回すと 
12コマ表示に切り換わりまず。 

設定び終了した6@ボタンを押します。 


テレビやパソ n ン、プリンタ—に接続ずる 
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プリントずる画像や枚数を SD カードに設定ずる（プリント指定) 


曰付と撮影情報を画像に入れてプ U ントずるか 
どラかを設定する 

-[曰 f ホ]を選んで®ボタンを押すと、すべての画 
像に撮影曰を印字します。 

• [撮影 情報]を選んで®ボタンを押すと、すべて 
の画像に撮影情報（シャッタースピードと絞り 
値）を印字します。 

• [選択終了]を選んで®ボタンを巧し、設定を有効にします。 


If ち巧巧了 

■ □日が . 

I □ 巧お情谋 


ヴリント指赶を行った画像は、再生時の画面で確 
詔、でさます。 



【シ日付と撮影情報を入れてプリントずるとをのごま意 

プ U ント指定で設定した [日付] と [撮影情報] は、「日付」や「撮影情報」び印字巧能 
な DPOF 対応プ I 」ンター(田 127) で印字できます。 

-付属の USB ケープルでカメラをプ U ンターに接続して 「 DPOF フ U ント」（の68)する 
とさは、 r 撮影情報」は印字でをません。 

-プリント指定を行った後、再び I ： プリント指赶 方 ニ ューを表示すると、 [日 怖と [撮 
影 情報] の設定はリセットされまずのでご注意ください。 

-プリントされる日付は、撮影時点でカメラに設定されてい 
る日時でず。撮影後にセットアップ六ニューの [日時 設 
定] を変更してもプ U ントされる日付には反映されませ 
ん /。 

@プリント指定をずべて取り消ずには 



プ U ント指定の手順3で [プリント指定取消] を選んで®ポタンを押すと、すべての画儘 
に対するプ U ント指定を取り消しでをます。 

^ [デート写し込み]について 

セットアップ六ニューの [デート写し込み] (の94)を使うと、撮影時に日時を画儘に写 
し込んで記録できます。曰付の印字（田 71) に対応していないプ U ンターでも日付入り 
の画像をプ U ントでをます。デート写し込みした画儘は、 [プリント指定] で曰付の印字 
を設定しても、デート写し込みした日付のみびフリントに表示されます。 


テレビやパソ n ン、プリンタ—に接続ずる 
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撮影に関する設定ご 



凸（オート撮影）モード（田 29) で撮影するときは、 L 处下の撮影メニューを 
設定でさます。 


を 

画像モード 

の74 


記録時の画像モード（画像の大ささと圧縮率の組み合わせ） 
他の撮影モードのメニューでち設定でさます（動画を除<)。 

を選びます。 

WB 

ホワイトバランス 

の76 

画像を見た目に近い色で記録するよラに、光源に合わせてホワイトバラン 
スを設定しまず。 

a 

連写 

CI ]78 

連写（連続撮影）や BSS (ベストショットセレクター）を設定でさます。 

0 

ピクチヤーカラー 

CI 179 

記録する画像の色調を変えます。 


【シ同時に設定でをない機能について 

複数の機能を同時に設定でさないことびあります（田80)。 


—を使ラ 


撮影、再生、セットアップメ II ユ—を使ラ 



撮影に関ずる設定一撮影メニュー 

撮影メニューの表示方法 

撮影時に〇ボタンを押して撮影モードメニューを表示し、〇 (オート撮影) 
モードにします（0:129)。 

MENU ボタンを巧して、撮影メニューを表示します。 


-メニューの選択と設定にはマルチセレクターを使います (miDo 
-撮影メニューを終了するには、 MENU ボタンを押します。 




撮影、再生、セットアップメ II ユ—を使ラ 
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撮影に関ずる設定一撮影メニュー 


お画像モード 


0(才ート撮影）モード（田 29) に設定4 MENU (撮影メニユ ー) 今お画像モード 

画像モード（画像サイズと圧縮率の組み合わせ）を選びます。画像の用途や内 
蔵メモ I 」一/ SD カードの残量に合わせて設定してください。画像サイズの大さ 
い画像モードほど、プ U ントずるのに適していまずび、記録でさるコマ数はか 
な < なります。 


撮 


影 


再 

生 

セ 


'ツ 

卜 

ア 


ジ 

プ 

メ 


を 

使 

ラ 


画像モード 

画像サイズ 
(ピクセル） 

内容 

rot 4000 X 3000^ 

歷 ( L 22 のみ） 

4000 X 3000 

团 [4000 X 3000] よりも高画質な画 
像にな0ます。圧縮率は約 1/4 です。 

Pfe 3264 X 2448^ 

^ ( L 21 のみ） 

3264 X 2448 

团 [3264 X 2448] よりも高画質な画 

像にな0ます。圧縮率は約 1/4 です。 

切4000 X 3000& 

^ ( L 22 のみ） 

4000 X 3000 

フアイルサイズと画質のバランスび良 

团 3264 X 2448& 

3264 X 2448 

く、 敝的な}ぁ影1し週し 7 L 幽像モト 
です。圧縮率は約1/8です。 

团 2592 X 1944 

2592 X 1944 

团 2048 X 1536 

2048 X 1536 

团 [4000 X 300 0] 、团 [3264 X 2448] 、 
团 に 592 XI 944] よ0ち画像サイズ 
びかさいため、より多く撮影できます。 
圧縮率は約 1/8 です。 

四 1024 X 768 

1024 X 768 

パソコンのモニターに表示するとさに 
適しています。圧縮率は約1/8です。 

M 640 X 480 

640 X 480 

電子メールへの添付や、画面比率び4:3 
のテレビへの表示に適しています。圧綱 
率は約1/8です。 

3968 X 2232 
晒 （ L 22 のみ） 

3968 X 2232 

縦横比び16:9の画像を撮影でをます。 
圧縮率は約1/8です。 

耐 3200 X 1800 
画 （ L 21 のみ） 

3200 X 1800 


《团 [4000 X 3000] は L 22、 团 [3264 X 2448] は L 21 の初期設定です。 


画像モードの設定は、撮影時や再生時の画面で確認でさます （ ms 、 9)。 
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撮影に関ずる設定一撮影メニュー 

M 画像モードの設定について 

-画像モードの設定を変更すると、他の撮影モードでも同じ画儘モードの設定になります 
(動画を除く）。 

-この機能は、他の機能と同時に設定でさない場をびあります。^「同時に設定でさない 
機能」 cmso ) 

因記録可能コマ数 

内蔵メモ U —や4 GB の SD カードに記録でをるおおよそのコマ数はじ(下のとおりです。た 
だし、 JPEG 圧縮の性質上、画像の絵柄によって記録可能コマ数は大きく異なりまず。同 
じ容量の SD カードでを、カードの種類によって、記録可能コマ数び異なることびありま 
ず。 


画像 モード 

内蔵 メモリー 
(約 19 MB ) 

SD 力ード※1 
C 4 GB ) 

プリント時の大ささぷ 2 

壓 

4000 X 3000* 

( L 22 のみ） 

2 コ 7 

約500 コマ 

約 34 X 25 cm 

盛 

3264 X 2448* 

( L 21 のみ） 

3 コ 7 

約760 コ 7 

約 28 X 21 cm 

团 

4000 X 3000 
( L 22 のみ） 

4 コ 7 

約1010 コ 7 

約 34 X 25 cm 

团 

3264 X 2448 

6 コ 7 

約1520 コマ 

約 28 X 21 cm 

团 

2592 X 1944 

10 コ 7 

約2410 コ 7 

約 22 xi 6 cm 

团 

2048 X 1536 

16 コ 7 

約3860 コマ 

約 17 X 13 cm 

西 

1024 X 768 

46 コ 7 

約11000 コ 7 

約 9 X 7 cm 

圆 

640 X 480 

75 コ 7 

約17700 コマ 

約5 X 4 cm 

陋 

3968 X 2232 
( L 22 のみ） 

5 コ 7 

約1370 コマ 

約 34 xi 9 cm 

陋 

3200 X 1800 
( L 21 のみ） 

8 コ 7 

約2110 コ 7 

約 27 xi 5 cm 


記録可能コマ数び10000コマ L ソ上の場合、画面には「9999」と表示されます。 


《2出力解像度を300 dpi に設定した場含のサイズです。 

ピクセル数-プリンター解儘度 ( dpi ) X 2.54 cm で計算しています。同じ画儘サイ 
ズでち、高い觸像度で印刷すると印刷サイズはルさくなり、ほい解織度で印刷する 
と、印刷サイズは大をくな D ます。 
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撮影に関ずる設定一撮影メニュー 

NB ホワイトバランス 


〇 (才ート撮影）モード （ CICg ) に設定4 MENU (撮彰メニュ ー) 今 
WB ホワイトバランス 

人間の目には、晴天、曇り空、白熱電球や堂光好の室内など、光源の色に関係 
なく白い被写体は白く見えます。人間の目に白く見える色を、デジタルカメラ 
で白く撮影するには、光源の色に合わせて調整び必要です。この調整を「ホワ 
イトバランスを合わせる」といいます。 

初期設定の[オート]でほとんどの光源に対応できますび、撮影した画像び思 
い通りの色にならないときは、天候や光源に合わせて設定を変更してくださし、。 

AUTO オート（初期設定） 

カメラび自動的にホワイトバランスを調整します。ほとんどの場合、この 
設定のままで撮影でさます。 

PRE プリセットマニュアル 

特殊な照明の下などでの撮影に適しています。詳しくは「プ U セットマニュ 
アルの使い方（田77)」をご覧ください。 

み 晴天 

晴天の屋外での撮影に適しています。 

ザ 電球 

白熱電球の下での撮影に適しています。 

ち 壁光灯 

白色堂光打の下での撮影に適しています。 

み 曇天 

曇0空の屋外での撮影に適しています。 

% フラッシュ 

フラッシュを使ラ撮影に適しています。 

ホワイトバランスの設定は、撮影時の画面で確認できます （ ms )。 [オート] 
のとさは何わ表示されません。 


じ i ホワイトバランスについてのごま意 

-この機能は、他の機能と同時に設定でをない場をがあります。^「同時に設定でをなし1 
機能」（圧] 80) 

-[オート]、[フラッシュ] じ ( がのホワイトバランスを選んだときは、フラッシュを ⑤ （発 
76 光禁止）に設定してください（田30)。 
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撮影に関ずる設定一撮影メニュー 

プリセットマニュアルの使い方 

特殊な照明の下で撮影するとをなど、[オート]や[電球]などのホワイトバ 
ランス設定では望ましい結果び得5れない場合に使います（赤みびかった照明 
下で撮影した画像を、普通の照明下で撮影したよラに見せたいときなど)。 

1 撮影する照明下で、白またはグレーの被写体を用意する 


撮影メニューを表示し（圧] 73) 、 マルチセレク 
ターで[ホワイトバランス]の [ PRE プリセット 
マニュアル]を選び、 ® ボタンを押ず 

-レンズび望違側のズーム位置になります。 


llwl 

■ pbe 

I 


プ U セット7ニユアル 


[新規設定]を選ぶ 

-前回プ U セットしたホワイトバランスを使いた 
し、とさは、 [前回の設定] を選んで®ボタンを押 
してください。ホワイトバランスび前回のプリ 
セツト値に設定されます。 



4 測定窓に、用意した白またはグレーの被写体を 
収める 


3走®1 


測定窓 


5 ® ボタンを巧して、ホワイトバランス値を測定ずる 

. シャッターびきれて、ホワイトバランスのプリセット値び新たに設定されま 
す（画像は記録されません)。 


。プリセットマニュアルについてのごま意 

フラッシュ発光時のホワイトバランス値は測定でさません。フラッシュ撮影時は、 [ホワ 
イトバランス] を [才ート] または [フラッシュ] に設定してください。 
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撮影に関ず る 設定一撮影 メニュー 


回連写 


〇 (才ート撮影）モード （ CICg ) に設定4 MENU (撮影メニュ ー) 今〇連写 

連写（連続撮影）や BSS (ベストショットセレクター）を設定でさまず。 

[連写]、 [ BSS ] または[マルチ連写]に設定するとフラッシュは発光禁止にな 
り、ピントと露出、ホワイトバランスは、最初の1コマと同じ条件に固定されます。 

回単写（初期設定） 

1コマずつ撮影します。 

〇| 連写 

シャッターボタンを全押ししている間、 L 22 は約 0.9 コマ/秒で最大5コマ、 
L 21 は約1コマ/秒で最大5コマまで連写できます〔画像モードび L 22 は团 
[4000 X 3000]、 L 21 は团 [3264 X 2448] のとき）。 

BSS BSS (ベストシヨットセレクター） 

暗い場所でフラッシュを使わずに撮影するときや、望違側で撮影するとき 
など、手ブレしやすい状況で撮影する場をに設定します。 

シャッターボタンを全巧ししている間、連写を続け〔最大10コマ）、撮影 
した画像の中から最も鮮明に撮れている1コマを力;>< ラび自動的に選んで 
記録します。 

哩 マルチ連写 

シャッターボタンを1回全巧しすると約24コマ/秒、で16 
コマの連続写真を撮影し、1コマの画像として記録しま 
す。 

-記録される [画像モード]は团 （画像サイズ2560 X 
1920ピクセル）に固定されます。 

-電モズームは使えません。 

連写の設定は、撮影時の画面で確認でさます（圧)8)。[単写]のとさは何わ表 
示されません。 



h 連写についてのごま意 

-画像モード、 SD カードの種類または撮影状況によって、連写速度び遅くなることびあ 
ります。 

-この機能は、他の機能と同時に設定でさない場をびあります。^「同時に設定でさない 
機制（圧] 80) 

【过 BSS についてのごま意 

[ BSS ] は静止している被写体の撮影に効果的です。動いている被写体の撮影や、構図を 
7〇変えなびらの撮影では、望ましい結果び得られない場をびあります。 
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撮影に関ずる設定一撮影メニュー 

【 S マルチ連写についてのごま意 

マルチ連号の撮影では、液晶モニターにス S ア （ mi 14) び発生ずると、記録される画儘 
にをス S アの影響び残りまず。ス S アの影響を避けるため、太陽や太陽の照り返し、電な 
などを画面内に入れずに撮影ずるよラおずずめします。 


0 ピクチャーカラー 


〇 (才ート撮影）モード（口つのに設定4 MENU (撮影メニュ ー) 今 
0 ピクチャーカラー 

記録する画像の色調を変えます。 

^ 標準カラー（初期設定） 

自然な色調になります。 

な ビビッド カラー 

はっさりした色調にな0ます。 

白黒 

白黒写真になります。 

炼 セピア 

セピア色になります。 

な クール 

ブルー系のモノトーンになりまず。 

ピクチャーカラーの設定は、撮影時の画面で確認でさまず （1 X 18) 。 [標準力 
ラー] のとさは何ち表示されません。設定に応じて、画面の色調わ変わ0ます。 


Cd ピクチャーカラーについてのごま意 

この機能は、他の磯能と同時に設定でさない場含びぁります。^「同時に設定でさない磯 
能」（の80) 
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撮影に関ず る 設定一撮影 メニュー 


同時に設定で去ない機能 

撮影メニューには、他の機能と組み合わせて使えない設定びあります。 


撮 


影 


再 

生 

セ 


'ツ 

卜 

ア 


'ツ 

プ 

メ 


制限される機龍 

設定 

内容 

フラッシュモード 

連写（の78) 

[連写]、 [ BSS ]、 [マルチ連写] にし 

て撮影するとをは、フラッシュは使 
えません。 

電子ズーム 

達写 （ mys ) 

[マルチ連写] で撮影するとをは、電 
テズームは使えません。 

画像モード 

達写 （ mys ) 

[マルチ連写] で撮影するとを は、[画 
像モード]は团 （画像サイズ2560 X 
1920ピクセル）に固定されます。 

連写 

セルフタイマー（田 32) 

セルフタイマーで撮影するとをは、 
[単写] に固定されます。 

ホワイトバランス 

ピクチわーカラー ( ca 79) 

[白黒]、[セピア]、 または [クール] 
にして撮影するとさは、 [ホワイトバ 
ランス] は [オート] に固定されます。 

モーション検知 

連写 （[ X ]78) 

[マルチ連写] で撮影するとをは、 
[モーシヨン検知] は作動しません。 


を 

使 

ラ 
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再をに関する設定一再をメニュ ー 

再生メニューでは、政下の機能び使えます。 

を D - ライティング 田52 

撮影した画像の暗い部分を明る < 補正します。 
s プリント指定 ロス〇 

プ1」ンターでプ U ントずる画像や、その枚数などを設定します。 

埋 スライド シヨー の83 

巧蔵モリー/ SD カード内の画像を、1コマずつ順まに自動再生しまず。 
を 削除 CDS 4 

画像を削除します。複数の画像をまとめて削除でさます。 

田 スモールピクチヤー 田53 

撮影した画像か5、サイズのルさい画像を作成します。 

再生メニューの表示方法 

因ボタンを押して再生モードにします（田26)。 

MENU ボタンを押して、再生メニューを表示します。 




方ニューの選択と設定にはマルチセレクターを使います（田11)。 
再生メニューを終了するには、 MENU ボタンを巧します。 
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再生に関ずる設定一再生メニュー 


画像選択画面の操作方法 

山下のメニューでは、画像選択時にちのよラな画面 
び表示されます。 

-再生メニュー：プ U ント指定の [複数画像選択] 
畑70)、 


削除の 

セツトアップメニュー： 


原 

麻 

A '. 

贿 

m 

鞠 

1© 

旅 

圓 

圓 

關 

盛 


[削除画像選択] (田 84) 

オープニング画面の [撮 
影した画像] ( mss )、 

プ□テク ト 設定（田 106)、 

画像回転 （ ixno ?)、 

画像コピーの [選択画像コピ ー] ( mi 08) 
下の手順で画像を選びます。 


マルチセレクターの ◄ ►を押して、画像を選ぶ 

-[画像回転]、[オープニング画面] の画像選択で 
は、1画像しか選べません。一手順3へ 
• ズームレバーを T (9) 方向に回すと1 コマ 表示 
に 、 W ( H ) 方向に回すと12コマ表示に切り換 
わります。 


▲▼を押して ON/OFF (またはプリント枚数）を 
設定ずる 

• ON にすると、選択画像に チて ックマークび表示 
されます。複数の画像に設定したいとさは、手順 
1と2を繰り返します。 




痛 

德 




A 

A 

成 

篮 

逸 




岡 


m 

麵 


旅 

E 





® ボタンを押して画像選択をミ夫定ずる 
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国]スライド シヨー 


再生に関ずる設定一再生メニュー 


囚ボタンを押す（再生モード）み MENU (再生メニュー）今埋スライドシヨ- 


内蔵メモ U —/ SD カード内の画像を、1コマずつ順番に自動再生します。 


マルチセレクターで[開始]を 選び、@ ボタン 
を押ず 

-繰り返し再生するには、 [開始] を選ぶ前に [エ 
ンドレス] を選んで®ボタンを押し、チェック 
ボックスをオン[%/]にします。 



スライドショーが始まる 

-再生中にマルチセレクターの ► を押すと次の画 
像、◄を巧すと前の画像を表示します（ボタンを 
押し続けると早送り/巻さ戻しになります)。 

-再生中に®ボタンを巧すと一時停止しまず。 



終了または再開ずる 

-スライドショー終了時や一時停止中に [終了] を 
選び、@ボタンを押すと再生メニューに戻りま 
ず。 [再開] を選ぶとスライドショーを再開しま 
す。 



。スライドシヨーについてのごま 意 

-動画（口 57) は1フレーム目だけを表示します。 

-スライドショーを連続再生できる時間は、 [エンドレス] に設定している場合も含め、 
最大30分です（田99)。 
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再生に関ずる設定一再生 メニュー 


命削除 


因ボタンを押す（再生モード ） MENU (再生メニュー）今を削除 
画像を削除します。 

削除画像選択 

画像選択の画面で、画像を選んで削除します。- ► 「画像選択画面の操作方 
効 （ m 82) 

全画像削除 

すべての画像を削除します。 


&画像削除についてのごま意 

-削除した画儘はちとに戻せないため、ご注意<ださい。残しておさたい画儘はパソコン 
に転送して保巧することをおすすめします。 

•疯 D マークび表示されている画儘は、プ□テクト（保護）されているので削除されませ 
ん（の106)。 
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カメラに関ずる基本設定ーセツトアップメニュー 


セッ ト アップメニューでの設定びでさます。 

H メニュー切り換え 圧187 

メニューの表示形式を選べます。 

脚 才ープニング画面 田88 

力;><ラの電源を ON にしたとさに、液晶モニターにオープニング画面を 
表おするかどラかを設定します。 

© 日時設定 の89 

内蔵時計を合わせます。 

に I モニター設定 田92 

モニター表示設定、撮影後の画像表おまたは画面の明るさを設定します。 
Q デート写し込み 田94 

撮影日時を画像に写し込む設定びでさます。 

S 過 電子式手ブレ補正 田95 

静止画を撮影するとをの電子式手プレ補正を設定します。 

もが モーシヨン検知 口96 

静止画の撮影時に被写体ブレや手ブレを軽減する r モーション検知」磯 
能を設定します。 

ミ 1> AF 補助光 □：]97 

AF 浦助光の点な/非点打を設定します。 

か 操作音 □:桃 

操作音について設定します。 

0 才ートパワーオフ 田99 

節電のために待機状態に入るまでの時間を設定します。 

の /a メモリーのな]期化/力ードの初期化（フォーマット） 中 100 

内蔵メモ U —/ SD カードを初期化します。 

言語/ Language CQ101 

画面に表おする言語を設定します。 

曲函 ビデオ出力 の101 

テレビとの接続に必要な設定を行います。 

固 目つぶり検出設定 cm 02 

顔認識撮影したときに、目つぶりを検出するかどラかを設定します。 

田 設定クリアー 田103 

各種設定を初期設定に戻します。 

宜 電池設定 の105 

使用する電池の種類を設定します。 
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カメラに関ずる甚本設定ーセツトアップメニュー 


On 

プ□テクト設定 

迎06 


大切な画像を誤って削除しないよラに、プ□テクト（保護） 

し 9 〇 

巧 

画像回転 

畑07 

撮影した画像の向さを変更します。 

区] 

画像コピー 

畑08 

内蔵メモ U —と SD カードの間で画像をコピーします。 

惭 

バージョン情報 

脚09 


ファームウェアの情報を表示します。 
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セットアップメニューの表示方法 

メニュー画面を表示して、 V (セットアップ）タブを選びます。 


1 MENU ボタンを押してメニュー画面を表示ずる 


5くらくオート撮影モード、シーンモード、ベス 
トフエイスモード、動画の場合は、マルチセレク 
ター（正111)の◄対甲して、タブを表おしまず。 


2 マルチセレクターの◄を押ず 

-タブび選べるよラになりまず。 




3 ▲▼を押して V タブを選ぶ 


el メニユー切り巧え_ 
I 才ープニング BE 


巧 


曰時贸を _ 
モニター贸を 
デート写し込み 


子式をブレ巧正 
四30法了 
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カメラに関ずる基本設定ーセツトアップメニュー 


m メニュー切〇換え 


に a —の表示形式を選べます。 

文宇タイプ（初期設定） 

メニュー名を一覧表示します。 


タニュー切り巧え 国, 


1才ーブニング画面 


V B 時ぉ定 


モニター段を -- 

デート写し込み 

OFF 

子す手ブレ補正 

肌 

圓法了 B 


アイコンタイプ 

メニューの全頂目を1画面に表示でさます。 


メニューを 


MENU ボタンを押す今 V (セットアップメニュー） （田 86) 今画メニュー切り換え 


4 ►または®ボタンを巧す 

. セットアップメニューの項目び選べるよラになり 
ます。 

-メニューの選択と設定にはマルチセレクターを使 
います（田11)。 

. セッ ト アップ メニューを終了するには、 MENU ボタン 
を押すか、◄を巧して他のタブを選びます。 


ニュ-切。換ぇ 直！ 


一 I 才ープニング画面 
V 日時設定 
モニター設を 
デート写し込み 
子す手ブレ巧正 

123皿が了 
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回因圖困 
回国呂图 
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カメラに関ずる甚本設定ーセツトアップメニュー 


脚オープニング画面 


MENU ボタンを押す今 V (セッ ト アップメニュー） （[ X ]86) み 脚 オープニング画面 

カメラの電源を ON にしたとさに、液晶モニターにオープニング画面を表示す 
るかどラかを設定します。 

なし（初期設定） 

オープニング画面を表示しないで、撮影または再生画面を表おします。 

COOLPIX 

オープニング画面を表示してか5、撮影または再生画面を表おします。 

撮影 した 画像 

撮影した画像をオープニング画面として表示します。画像選択の画面び表 
おされたら画像を選び（田82)、趣)ボタンを押して登録します。 

-登録した画像は力 y ラに記憶されるため、元画像を削除しても、オープ 
ニン グ画面に残ります。 

• [画像モー ド] (の 74) を L 22 は陋 [3968 X 2232]. L 21 は陋 [3200 

X 1800] にして撮影した画像、およびスモールピクチャー（田 53) や 
トリミング〔田54)で作成した画像サイズ320 X 240し^下の画像は登 
録でさません。 
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© 日時設定 


カメラに関ずる基本設定ーセツトアップメニュー 


MENU ボタンを押す今 V (セツトアップメニュー） （[ X ]86) み©曰時設定 


カメラに内蔵された時計を設定します。 


内蔵時計の曰付と時刻を設定します。 

表示される設定画面で、マルチセレクターを使って設定します。 

-項目〔年、月、日、時、分、年月日の並び順）を移動する：◄►を巧す。 
-項目の内容を合わせる： ▲ ▼ を押す。 

-設定を完了する：年月日の並び順を選んで®ボタンを押す（の化)。 

タイムゾーン 

自宅 （ A ) のタイムゾーン（地域）や夏時間（サマータイム）を設定しま 
す。また、訪問先 （>) のタイムゾーンを登録すると、自宅 （ A ) との時 
差（口 91) を自動的に計算し、撮影日時を現地時間で記録できます。海列 
旅行などに便利です。 


時差のある地域で使ラには 


マルチセレクターで[タイムゾーン]を選び、® 
ボタンを押ず 

-[タイムゾーン] 画面び表示されます。 


[タイムゾーン f • 


» 訪問巧]を選び、 ® ボタンを押ず 

-訪問先の時計に切り撰ね 0 ます。 


タイムゾーン 

2010 / 05/15 15:30 


四 SO 径了 励:* 
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カメラに関ずる基本設定ーセツトアップメニュー 
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►を押ず 

-地域の設定画面び表おされます。 



4 ◄または►を押して、訪問巧の地域（タイムゾー 
ン）を選ぶ 

-夏時間（サマータイム）び現在実施されている地 
域で使ラときは、▲を押して夏時間の設定をオン 
にします。設定をオンにすると、画面上部に碟 
マークび表おされ、時計び1時間進みます。オフ 
にするとさは、▼を巧して<ださし、。 


♦ 10;30 % 

-05:00 

Moscow 


Nairobi 

ぞ 

, Riyadh', 

Kuwait' 


Manama 

ろ 

IW ■ 川 1 戻る 

日:媒 


-@ボタンを巧して、訪問先を決定します。 

-訪問先の時計に設定しているときは、撮影時の画面 
に歐マークび表示されます。 


を b 時計巧電池について 

I ：力方ラの内蔵時計は、カメラに入れる電池とは別の時計用電池で動いていまず。カメラに 
電池を入れるか AC アダプターを接続すると、時計用電池び約10時間で充電され、数日間、 
設定した曰時を記憶でをまず。 

@ A (自宅）の設定について 

-自宅のタイムゾーンに戻すには、手順2で [ A 自岛を選び、®ボタンを押してください。 
-自宅のタイムゾーンを蜜要するには、手順2で [ A 自宅]を選び、[禾訪問先]と同様 
の手順でタイムゾーンを変更して<ださい。 

M 夏時間の設定について 

夏時間（サマータイム）び始まったとをや終わったとさは、手順4の地域設定画面で、夏 
時間のオンとオフを切り換えてください。 

3日付を画像に写し込むには 

曰時を設定した後に、セットアップ><ニューの[デート写し込み](田 94) で設定しま 
90す。 [デート写し这み]を設定して撮影すると、撮影曰時を画像に写し込んで記録でをます。 








カメラに関ずる基本設定ーセツトアップメニュー 


3 タイムゾーンについて 

時差とタイムゾーンの関係はじ TF の表をご覧ください。 

この表にない時菌ま、正しい時刻を [ 日時設定 ] で合わせてください。 


時差 

+/- 

タイムゾーン 

-20 

Midway,Samoa (ミッ ドゥェー、 
サモア） 

-19 

Hawaii,Tahiti (八ワイ、タヒチ） 

-18 

Alaska, Anchorage ( アラスカ、 

アンカレッジ） 

-17 

PST (PDT): Los Angeles, Seattle, 
Vancouver (□ヴンゼルス、シア 
トル、バンクーバー） 

-16 

MST (MDT): Denver, Phoenix 
(デンバー、フェニックス） 

-15 

CST に DT): Chicago, Houston, 
Mexico City ( シカニ L ヒュース 
トン、メキシコシティー) 

-14 

EST (EDT): New York, Toronto, 
Lima (ニューヨーク、 卜 □ント、 

U マ） 

-13.5 

Caracas (カラカス） 

-13 

Manaus 〔マナウス） 

-12 

Buenos Aires, sao Paulo い‘エノ 

スアイレス、サンパウロ） 

-11 

Fernando de Noronha (フェル 
ナンド-デ.ノ □-ニヤ） 

-10 

Azores (アゾレス） 

-9 

London, し asablanca ( ロンドン、 

カサプランカ） 


時差 

+/- 

タイムゾーン 

-8 

Madrid, Paris, Berlin (マド U — 

ド、パリ、ベルリン） 

-7 

Athens, Helsinki, Ankara (ア了 

ネ、ヘルシンキ、アンカラ） 

-6 

Moscow, Nairobi, Riyadh, 

Kuwait,Manama (モスクワ、ナ 
イロビ、リヤド、クウェート、マ 
ナマ） 

-5 

Abu Dhabi, Dubai (アブダビ、 
ドバィ） 

-4 

Islamabad, Karachi イスつマ 

バード、カラチ） 

-3.5 

New Delhi (ニューデ U —) 

-3 

Colombo, Dhaka (コ□ンボ、 
ダッカ） 

-2 

Bangkok,Jakarta (バンコク、 
ジャカルタ） 

-1 

Beijina, Hong 长 on 曰 ， Singapore 

けヒ京、香港、シンガポール） 

±0 

Tokyo, Seoul 〔東京、ソウル） 

+1 

Svdnev, Guam (シドニー、グア 
ム） 

+2 

New Caledonia (ニューカレドニ 

ァ） 

+3 

Auckland, Fiji (才ークラン ド、 

フィジー） 


撮 


影 


再 

生 

セ 


ツ 

卜 

ア 


ツ 

プ 

メ 


I 


91 


































カメラに関ずる基本設定ーセツトアップメニュー 


に！ モニター 設定 


MENU ボタンを押す今 V (セットアップメニュー）（の86) 闷モニター設定 
政下の項目を設定します。 

モニター 表示設定 

撮影、再生時の画面に表おされる情報について設定します。 - CI ]93 
撮影後の画像表示 

- [ ON ] (初期設定）：撮影直後に、撮影した画像を表示してか 5 撮影画 
面に戻ります。 

- [ OFF ] :撮影直後に、撮影した画像を表示しません。 

画面の明るさ 

画面の明るさを5段階で調節でをまず。初期設定は [3] です。 
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カメラに関ずる基本設定ーセツトアップメニュー 


[モニター表で鼓志]について 

画面に情報を表示するかどラかを設定します。 
液晶モニターの表示内容については一1 X 18、9 


撮影時 


再生時 


情報 ON 



201がが/だ15:帥 
wwjre 一"、 


« 

際 

、區 

4/ 41 


情報 AUTO 
(初期設定） 


[情報 ON ] と同じ情報を表示した後、操作しない状態び数秒経過 
すると [情報 OF 鬥 と同じ表示になります。操作すると、再び情 
報を表おします。 


情報 OFF 




方眼+ 
情報 AUTO 



2则姆のさ愤辨 
© SIM 』 齡一 





处下の撮影モードで、 [情報 
AUTO ] の表示內容に加えて、 
構図を決める隙の参考となる 
格テ線を表おします。 

•位（らくらくオート撮影） 

• 〇 (オート撮影） 

他の撮影モードでは、 [情報 
AUTO ] と同じです。 


鳩報 AUTO ] と同じです。 
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カメラに関ずる基本設定ーセツトアップメニュー 


国デート写し込み 


MENU ボタンを押す今 V (セットアップメニュー）（の86) n デート写し込み 

撮影時に曰時を画像に写し込んで記録でさます。曰付 
の印字（田71)に対応していないプリンターでも曰 
付入0の画像をプ U ントでさます。 


OFF (初期設定） 

日付、時刻のどちらも写し込みません。 

年•月•曰 

画像に日付を写し込みます。 

年•巧•曰-時刻 

画像に日付と時刻を写し込みまず。 

デート写し込みの設定は、撮影時の画面で確認でをます （[ X 18)。[ OFF ] のと 
さは何ち表示されません。 


デート写し込みについてのごミ主意 

-一度写し込まれた曰時を画像から消したり、撮影した後で日時を写し込むことはでさま 
せん。 

-し U 下の場をは、曰時を写し込めません。 

-シーンモードのり':ノラマアシスト] 

-動画 

-[画像モード] ([1:174) び厕 [640 X 480] の画像にデート写し込みを行うと、写し込 
んだ日付び読みづらいことびあります。画像モードは 西 [1024 X 768] 上に設定し 
て < ださい。 

-年月日の並びは、[日時設定](の16、 89) での設定と同じになりまず。 

M 「デート写し込み」と「プリント指定」について 

曰付や撮影情報の印字び可能な DP 0 F 対応のプ U ンターでプリントずるとをは、[デート 
写し込み]で日時を写し込んでいない画像でち、[プリント指定](田 70) で撮影日時や 
撮影情報をプ U ントするよラに設定でさます。 
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カメラに関ずる基本設定ーセツトアップメニュー 


C 诚電子式手ブレお正 


MENU ボタンを押す今 V (セットアップメニュー）（田 85) み娘電子式手ブレ補正 


静止画を撮影するとさの電モ式手ブレ補正を設定します。 

AUTO 

切下のを件びそろラと、静止画の撮影時に電子式手プレ補正を行い、手ブ 
レの影響を軽減します。 

-フラッシュモードび[発光禁止]または[ス□—シンク □] のとき 
• シャッタースピードび低速のとさ 
-[連写] の設定び[単写]のとさ 
-被写体び暗いとを 
OFF (初期設定） 

電子式手ブレ補正を行いません。 

[ AUTO ] に設定すると、撮影画面に麵び表示されたときに、撮影状況に応じ 
てカメラが補正を行います（田が。 


。電子式手ブレ補正についてのごま意 

-スローシンク□を除さ、フラッシュ使用時は電子式手ブレ捕正は作動しません。ホ目軽 
減ス□ーシンク □ 〔田37、 38) のとをを作動しません。 

-露光時間び一定値よりを長時間の攝合、電子式手ブレ補正は作動しません。 

-し U 下のシーンモードのとをは、電モ式手プレ補正は作動しません。 

-スポーツ（田 37) 

-夜景ポートレート（口37) 

-トワイライト（口39) 

-夜景（の39) 

-ミュージアム（の40) 

-打ち上げ花火（田 41) 

-逆光（田 41) 

-手ブレび大をい場を、電子式手ブレお正の効果びおくなります。 

-撮影した画像び多少ざらつくことびあります。 
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カメラに関ずる基本設定ーセツトアップメニュー 


次モーション巧知 


MENU ボタンを押す今 V (セットアップ メニュ ー） （の86) 夕。 モーション検知 
静止画の撮影時に被写体プレや手プレを軽減する「モーション検畑機旨陡設定します。 
AUTO (初期設定） 

力;/ ラび 被写体の動きや手ブ レを 検知すると、ブレを軽減するために ISO 
感度を上げてシャッタースピードを速くします。 

ただし、政下の場をは、モーション検知は作動しません。 

-フラッシュび発光するとさ 
-[マルチ連写] ( CQ78) のとさ 

-总下のシーンモードのとき：[夜景ポートレート](田37)、[トワイラ 
イト](の39)、的ち上げ花乂](の41)、階光](の斗リ 

OFF 

モーション検知をしません。 

モーション検知の設定は、撮影時の画面で確認でをます （[X121)。 カメラびブ 
レを検知してシャッタースピードを速くしたときは、モーション検巧表示は緑 
色に変わります。 [OFF] のとをは、何も表示されません。 


h モーシヨン検知のごま意 

-モーション検知を設定してち、撮影状況によっては手ブレや被写体ブレを完全に軽減で 
さないことびあ0ます。 

-極端にプレている場をや、暗すざるとさは、モーション検知び作動しないことびあります。 
9ピ • 撮影した画儘びをみざらつくことがあります。 
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カメラに関ずる基本設定ーセットアップメニュー 

=1» AF お巧光 


MENU ボタンを押す 今 V (セツトアップメニュー） （[ X ]86) み ミ|> AF 補助光 


AF 補助光の点口/非点灯を設定しまず。 

AUTO (初期設定） 

暗い場所などで自動的に AF 補助光び点打します。 AF 補助光び届く距離は、 
広角側で約 1.9m、 望遠側で約 1.1m です。ただし、 [AUTO] に設定して 
いてち、一部のシーンモードでは AF 補助光び点打しません ([XB6 〜41)。 

OFF 

AF 捕助光は点巧しません。暗い場所などでピントび合いに<<なること 
びありますので、ごミ主意ください。 
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カメラに関ずる基本設定ーセツトアップメニュー 


か*操作音 


MENU ボタンを押す今 V (セツトアップメニュ ー） （口86) か操作音 


操作音について設定します。 

巧た曰 

設定音（電子音1回：設定完了時など）、合焦音（電子音2回：ピントび 
をったとを）、警告音（電子音3回：禁止動作を行ったとをなど）および 
オープニング音の [ON] (初期設定）/ [OFF] を設定します。 

シャッタ—音 

シャッターをきったときのシャッター音の [ON] (初期設定）/ [OFF] 
を設定します。 

ただし、 ■L 处下の場をは、 [ON] に設定してもシトッター音は鳴りません。 
-[連写]、 [BSS ] または [マルチ連写]で撮影するとさ 
-シーンモードの[スポーツ]または[ミュージアム]で撮影するとさ 
-動画のとを 


撮影、再生、セットアップメ II ユ—を使ラ 


98 



カメラに関ずる基本設定ーセツトアップメニュー 


•0 オートパワーオフ 


MENU ボタンを押す 今V (セットアップメニュー）（田 86) 今 0オートパワーオフ 


電源を ON にしたまま何ち操作しないで一定時間び過ぎると、カメラは電池の消 
耗を抑えるために液晶モニターを消丹し、待機状態（田け）に入0ます。 

待機状態になると、電源ランプび点滅します。何ち操作しないでさ5に約3分 
経過すると、電源び OFF になります。 

この>(ニューでは、力方ラび待機状態に入るまでの時間を設定できます。 

オートパワーオフ 

無操作時に、待機が態に入るまでの時間を [30 砂]〔初期設定)、り分]、 
[5 分]、 [30 分]か b 選べます。 

ス U —プモード 

[ ON ] (初期設定）にずると、[才ートパワーオフ]で設定している時間 
內でも、被写体の明るさび変化しない状態び続くと待機状態に入ります。 
[才ートパワーオフ]び[1分]1；1下のときは30砂で、 [5 分]政上のとき 
は1分で待機状態に入ります。 


【シオートパワーオフについてのごま意 

政下の場合、 f 寺機状態に入るまでの時間は固定です。 
-六ニュー表示中： 3分 
-スライドシヨー再生中：最大30分 

因待機げ態の解除 

し U 下のボタンを巧すと、 f 寺機状態を觸除でをます。 

-電源スイッチ 
• シャッ タ ー ボタン 
- 〇ボタン 
-因ボタン 
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カメラに関ずる甚本設定ーセツトアップメニュー 


の/りメモリー/力ードの初期化（フオ ー7 ツト） 


MENU ボタンを押す今 V (セットアップメニュー）（田 86) 
の メモリーの初期化/ごカードの初期化 


内蔵メモリーまたは SD カードを初期化（フォーマット）します。 


内蔵メモリーの初期化 

内蔵><モ|」一を初期化するとをは、 SD カードを取0 
出してください。セットアップメニューの項目に[メ 
モリーの初期化]び表示されます。 


メモリ^の巧巧化_ 

巧届メモリー巧のデータを 
すべて削除します。 
よろしいですか？ 


SD カードの巧]期化 

SD 力ードをカメラに入れると、 SD 力ードを初期化で 
きます。セットアップメニューの項目に[カードの 
初期<ヒ]び表示されます。 


カー ~ ドの巧巧化_ 

カード巧のデータをすべて 
削なします。 

よろしいですか？ 


【ご初期化に ついての ごま意 

-内蔵^モ U — / SD カードを初期化すると、内蔵メモ U — / SD カード内のデータはずべて 
削除されます。必要なデータは初期化する前にパソコンなどに転送してください。 

-初期化中は、電源を OFF にしたり、電池/ SD カードカバーを開けたりしないでください。 
-他の機器で使った SD 力ードを COOLPIXL22/COOLPIXL21 で初めて使うときは、必ず 
.QQ この力六ラで初期化してからお使いください。 
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カメラに関ずる基本設定ーセットアップメニュー 

m 言語 / Lanauage 


MENU ボタンを押す今 V (セットアップメニユ ー） （の86) M 言語 / Language 
画面に表示する言語を、曰本語（初期設定）または英語に設定します。 


皿团ビデオ出力 


MENU ボタンを押す今 V (セツトアップメニュー）（：〇86) DE 团ビデオ出力 


テレビとの接続に必要な設定を行います。 

ビデオの出力方式を [ NTSC ] と [ PAL ] から選べます。 [ NTSC ] と [ PAL ] 
はいずれも、アナ□グカラーテレビ放送の規格です。日本では NTS 〔方式び、 
欧州では PAL ち式びま流です。 


撮影、再生、セットアップメ II ユ—を使ラ 
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カメラに関ずる基本設定ーセツトアップメニュー 


因目つぶ0検出設定 


MENU ボタンを押す 今 V (セツトアップメニュー）（田 86) み 国目つぶり検出設定 


政下の撮影モードで顔認識撮影（圧] 24) したとさに、目つぶ0を検出するか 
どラかを設定します。 

* Q (らくらくオート撮影）モード 

• シーンモードの [ポートレート] (の36)または [夜景ポートレート] (1 X 137) 


ON 


顔認識して撮影した直後に、被写体の人物び目を閉じて写っている可能性 
m びあるとカメラび検出したときは、液晶モニターに [目つぶ 0 確認] 画面 

P を表示します。目を閉じて写っている可能性のある人物の顔び黄色い枠で 

'' 囲まれます。撮影した画像を見て、撮り直すかどうかを確認でさます。 

再 - r [目つぶ 0 確認] 画面の操作方法」（田102) 

ち OFF (巧期設定） 


セ 目つぶり検出をしません。 

ジ 


ア 

ジ 

プ 

メ 


I 


二) 


[目つぶり確認]画面の操作方法 

[目つぶり確認] 画面び表示されたとをは、拟下の操作 
びでさます。 

何ち操作しないまま数砂経過すると、自動的に撮影 
画面に戻ります。 



機能 

ボタン 

内容 

目つぶり検出した顔 
を拡大表示ずる 

了の） 

ズームレバーを T ( q ) 方向に回します。 

1 コマ表示に戻る 

W ( H ) 

ズームレバーを w ( u ) 方向に回します。 

表おする顔を切〇換 
无る 


複数の人物の目つぶ0を検出した場合、 
拡大表お中に►を押すと、拡大表 
示する顔び切り換わります。 

撮影した画像を削隨 
ずる 

m 

1ボタンを巧します。 

撮影画面に戻る 

@ 

® ボタンまたはシゎッターボタンを押し 
ます。 

主 
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動画メニュー 

項目 

初期設定 

動画設定（田 56) 

TV 再生 640 

撮影メニュー 

項目 

初期設定 

画像モード（の74) 

L 22 :团4000 X 3000 

L 21 :团 3264 X 2448 

ホワイトバランス（口 76) 

オート 

連写(の 78) 

単写 

ピクチャーカラー（田スの 

標準カラー 


項目 

そ刀期設定 

撮影モードメニユーのシーン設定（口 35) 

ポートレート 

料理モードの色合い調整（田 43) 

中央 


カメラに関ずる基本設定ーセットアップメニュー 

因設定クリアー 

MENU ボタンを押す今 V (セットアップメニュー） （の86) 田 設定クリアー 
[はい] を選ぶと、カメラの設定び初期設定に U セットされまず。 


撮影の薑本機能 


項目 

初期設定 

フラッシュモード（田 30) 

AUTO 

セルフタイマー（田 32) 

OFF 

マク n モード（田 33) 

OFF 

露出補正 （ CIBa ) 

0.0 


シーン t ー ト 


撮影、再生、セットアップメ II ユ—を使ラ 
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カメラに関ずる基本設定ーセツトアップメニュー 


セツトアップメニュー 


撮 


影 


重 


セ 


'ツ 

卜 

ア 


'ツ 

プ 

メ 


I 


二) 


項目 

初期設定 

メニユー切り換え （田 87) 

文字タイプ 

オープニング画面 （ diiss ) 

なし 

モニター表示設定 （田 92) 

情報 AUTO 

撮影 後の画像表示 （田 92) 

ON 

画面の明るさ （ mgs ) 

3 

デート写し込み （口 94) 

OFF 

電子式手プレ補正 （の 95) 

OFF 

モーシヨン検® (田 96) 

AUTO 

AF 補助光 （口 97) 

AUTO 

設定音 （ mgs ) 

ON 

シャッタ—音 （の 98) 

ON 

才ートパワーオフ （のりが 

30 秒 

スリープモード （田 99) 

ON 

目つぶり検出設定 （田 102) 

OFF 


その他 


項目 

初期設定 

用紙設定 （の 66、 67) 

プ U ンターの 設定 


[設定クリアー] を行ラと、ファイル番号の連番（田111)わクリアーされ 
ます。クリアー後に撮影した画像には、内蔵メモリー / SD カード内の最大 
ファイル番号の次の番号から連番び付けられます。ファイル番号の連番を 
「0001」に戻したいときは、内蔵メモ U -/ SD カード内の画像をずべて削除 
(田 84) してから、 [設定クリアー] を行ってください。 


下の項目は、 [設定クリアー] を行ってを初期設定には戻りません。 

撮影メニュー： 

[ホワイトバランス] のプリセットマニュアルデータ （1 X 177) 

セットアップメニュ ー ： 

はープニング画面] として登録した画像（田88)、 [日時設赶 （田89)、 
信語/ Language ] OXIIOI )、 [ビデオ出力] (田101)、 [電池設定] ( LXIIOS ) 
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カメラに関ずる基本設定ーセットアップメニュー 

宜電池設定 


バッテ U - チェック（口 20) を正しく機能させるために、使用する電池の種類に 
をわせて設定して < ださい。 


アルカリ電池（初期設定） 

アルカ U 単3形電池 （ LR 6) 

COOLPIX ( Ni - MH ) 

Ni-MH U チャージャブルバッテ U - EN - MH 2 
(ニッケル 水素充電池） 

U チウム電池 

リチウム単3形電池 （ FR 6/ L 91) 


MENU ボタンを押す今 V (セットアップメニュー） （[ X ]86) み宜電地設定 


撮影、再生、セットアップメ II ユ—を使ラ 
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カメラに関ずる基本設定ーセツトアップメニュー 


か！プロテクト設定 


MENU ボタンを押す今 V (セットアップメニュ ー） （の86) Oil プ□テクト設定 

大切な画像を誤って削除しないよラに、画像にプ□テクト（保護）を設定でさ 
ます。画像選択の画面で、画像を選んでプ□テクトの設定または解除をしま 
す。^「画像選択画面の操作方法」 ([ X 182) 

ただし、内蔵メモ U —/ SD 力ードを初期化（フォーマット、圧]100)すると、 
プ□テクト設定した画像も削除されますので、ごま意ください。 

プ□テクト設定した画像は、カメラでの再生時に烦〇マーク（田ん 48) び表 
示されます。 


撮影、再生、セットアップメ II ユ—を使ラ 
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泣画像回拓 


カメラに関ずる基本設定ーセツトアップメニュー 


MENU ボタンを押す今 V (セツトアップメニュー） （[ X ]86) 沒画像回転 


撮影後に、カメラなどで表示するとさの画像の向さ（縦横位置）を設定します。 
静止画を時計方向に90度、または反時計方向に90度回転でをます。 

撮影時に縦位置で記録された画像は、時計回り/反時計回りのどちらか一方向 
に180度まで回転できます。 

画像選択の画面で回転する画像を選ぶと（圧)82)、画像回転の画面び表示され 
ます。マルチセレクターの◄または►を押すと90度回転します。 



反時計方向に 
90度回転 


時計方向に 
90度回お 


® ボタンを巧すと、表示している方向で決定し、画像に縦横位置情報び記録さ 
れます。 


撮影、再生、セットアップメ II ユ—を使ラ 
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カメラに関ずる基本設定ーセツトアップメニュー 


技！画像コピー 


闘 U ボタンを押す 今 V (セットアップメニユ ー） （の86) 团画慷コピー 

内蔵メモ U —の画像を SD カードへ、または SD カードの画像を内蔵メモ U —へ 
コピーで走ます。 

1 マルチセレクターでコピーずるち向を選び、® 

ボタンを押ず 

- の ♦じ！： 内蔵メモ U —から SD カードへコピーし 
ます。 

- じ] 岭化 ： SD カードから内蔵メモ U —へコピーし 
cS 9 〇 


2 コピーのち法を選び、@ボタンを押ず 

-[選巧画像コピー]: 画像選択の画面（圧] 82) で、 
画像を選んでコピーします。 

-[全画像コピー]: すべての画像をコピーしま 
す。 


画像コピーについてのごま意 

-コピーできるファイルの形式は、 JPEG 、 AVI です。これ切がの形式のファイルはコピー 
でをません。 

-他社製のカメラで撮影した画像やパソコンで加工した画像のコピーは動作を保証して 
いません。 

-[プリント指定] (田 70) した画像をコピーしても、プリント指定の設定内容はコピー 
されません。 [プ□テクト設定] (田 106) した画像をコピーすると、コピー先の画像も 
フ□テク ト されます。 

巧 関連ページ 

記録データのファイル名とフオルダー名一田111 


画をコピー 





J を画»コビ ー 
而加巧了 



撮影、再生、セットアップメ II ユ—を使ラ 
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カメラに関ずる基本設定ーセットアップメニユ ー 

Vet バージヨン眉报 


MENU ボタンを巧す4 V (セットアップメニュ ー) (の 86) Vet バージョン情報 


カメラのファームウエアのバージョン情報を表示し 
ます。 


COOLPIX L22Ver.x.x 


撮影、再生、セットアップメ II ユ—を使ラ 
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別売アクセサリー 


• Ni - MHU チャージャスレバッテ U - EN - IV 1 H 2- B 2(2 本入り）※1 

• Ni - MHU チヤージャブルバッテ U - EN - IV 1 H 2- B 4(4 本入り）※1 


• バツテ U - チヤージヤ ー MH -72( Ni-MH U チヤージトブル 
バツテ U - EN - MH 2 X 2本付き）※1、2 
-バッテ U - チヤージヤ ー MH -73( Ni-MH U チヤージャブル 
バッテ U - EN - MH 2 X 4 本付き）※1、2 

AC アダプター EH -65 A 深2 

く EH -65 A の取り巧け方> 


AC アダプター 


USB ケーブル 
AV ケーブル 



ごを意： AC アダプター EH -62 B は使用できません。 


USB ケーブル UC - E 6 _ 

オーディオビデオケーブル EG - CP 14 


EN - MH 2 は、 MH -72、 MH -73 しソ外の充電器では充電しないでくださし、 MH -72、 
MH -73 で EN - MH 2 しソ外の充電池を充電しないでください。 

《2日本国内専用電源〕ード （ AC 10 0 V 対応）付属。日本国外でお使いになるには、 
別売の電源コードび必要です。別売の電源コードについては、ニコンサービス 
機関におを^い合わせください。 

また、オンラインショップ(ニコンダイレクト） http :// shop . nikon - image . com / 

でもお求めいただけます。 


巧奨 SD カード 


政下の SD 力ードの動作を確認しています。 

-政下の容量の SD カードであれば、データ転送速度にかかわ5ず使用でさます。 


録 

SanDisk 

2 GB 《1、4 GB &2、8 GB &2、 i 6 GB 《2 

、 32 GB &2 


TOSHIBA 

2 GB 《1、4 GB 别、 8 GB 别、 16 GB 《2 

、 32 GB 《2 


Panasonic 

2 GB 《1、4 GB &2、8 GB 别、 12 GB 別、 

16 GB ‘》2、 32 GB 别 


Lexar 

2 GB 《1、4 GB &2、8 GB &2 


《1カード U —ダーなどをお使いの場合、お使いの機器び2 GB の SD カードに対応 
している必要びあります。 

参 SDHC 規格に対応しています。カード U — ダーなどをお使いの場を、お 
SS 使いの磯器び SDHC 規格に対応している必要びあります。 

上記カードの機能、動作の詳細については、各カードメーカーにお問い合わせ 
ください。 

最新の動作確認済み SD カードについては、当社ホームぺージのヴポート情報 
り0 をご覧ください。 


















記録データのファイルちとフオルダー名 

このカメラで撮影した静止画および動画ファイルには、政下のよラなファイル 
名び付け5れます。 


DSCN0001JPG 


1 ' - 

識別子 

(カメラの画面には表示されません） 

—— ' 1 

拡張子 

(ファイルの 種類を示しまず） 

編集していない静止画お 
よび動画 

DSCN 

静止画 

」PG 

動画 

.AVI 

スモールピクチヤー 

SSCN 

7 アイルを号 

トリ S ング画像 

RSCN - 

D - ライティング画像 

FSCN (0001からの連番で付けられまず） 


-ファイルを保存するフォルダーは、「フォルダー番号+ NIKON 」 （例：100 
NIKON ) という名前で、自動的に作られます。フォルダー内のファイル数が200 
に達すると、新しいフォルダーび作5れます（例：100 NIKON 一 101 NIKON ) 。 

フォルダー内のファイル香号び9999に達したときも新しいフォルダーび作日 
れ、ファイル番号は0001に戻ります。 

-パノラマアシストモード（圧] 44) では、撮影のたびに「フォルダー番号+ 
P _ XXXJ という名前のフォルダー(例： 101 P _001) び作5れ、ファイル番 
号0001か5始まる一連の画像び保存されます。 

-画像データを内蔵メモリーと SD 力ードの間でコピーする場合 （ IXIIOS ) 、 
ファイル名はじ(下のよラになります。 

-「選択画像コピー」：使用中のフォルダー（または次回の撮影で使われるフォ 
ルダー）に、データびコピーされます。コピーされたデータのファイル名付 
は、「内蔵メモ U —および SD カード内の最大ファイル番号+1」から連番録 
で付け5れます。 

-「全画像コピ ー 」：データはフォルダーごとにコピーされます。フォルダー 
名は「コピー先の最大フォルダー番号+1」か5連番で付け5れます。 

ファイル名は変わ0ません。 

-フォルダー番号び999のとさにファイル数び200個またはファイル番号び 
9999に達すると、それ^(上撮影できません。 5 D 力ードを交換ずるか、内蔵 
メモリー / SD 力ードを初期化（田100)してください。 
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カメラのお手入れ方法 


クリーニングについて 

レンズ 

レンズのガラス部分をクリーニングずるとをは、手で直接軸らないよラに 
注意してください。ゴミやホコリはプ□アーで吹き化ってください。ブロ 
アーで落ちない指紋や油脂などのミちれは、乾いた柔らかい巧などでガラス 
部分の中央から外側にゆっく0と円を描くよラになさ取ってください。ミち 
れび取れないとさは、乾いた柔らかい巧に市販のレンズク U —ナーを少量 
湿らせて、軽く拭いてください。硬いものでなくと傷び付くことびありま 
すのでご注意 < ださい。 

液晶 モニター 

づミやホコ U はブ□アーで吹き払ってください。指紋や油脂などのミちれは、 
乾いた柔らかい巧やセーム革などで軽く巧を取って<ださい。強くなくと 
破損や故障の原因となることびありまずのでごミ主意<ださい。 

カメラボディー 

づ S やホコ U をブ□アーで吹さおい、乾いた柔5かい巧などで軽く巧いて 
ください。海辺などでカメラを使った後は、真水で湿らせてよく絞った柔 
らかいなで砂や塩分を軽くなさ取った後、よく乾かしてください。 

ごま意：カメラ内部にコ ‘ S 、 ホコリや砂などが入りこむと故障の原因とな 
0まず。この場合、当社の保話の対象がとなりまずのでごま意ください。 


アルコール、シンナーなど揮発性の薬品はお使いにな5ないでください。 


保管について 

長期間カメラをお使いにな5ないとさは、電池を取り出してください。電池を 
<1 取り出す前に、電源び OFF になっていることをご確認ください。 

政下の場所にカメラを保管しないよラにごま意ください。 

-撰気の悪い場巧や湿度の高い場所 
-テレビやラジオなど強い電磁波を出ず装置の近辺 
-温度び50む上、または一10む政下の場所 
-湿度び60%を超える場所 
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取 D 巧い上のごま意 


カメラにごいて 

• 強いショックを与えないで < ださい 

力六ラを蹇としたり、ぶつけたりしないよラにミ主意してください。故障の原因になりま 
す。また、レンズやレンズバ U アーに触れたり、無理な力を加えたりしないでください。 
•水に濡らさないでください 

力方ラは水に濡らさないように注意してください。力方ラ内部に水滴び入ったりずると部品 
びサビついてしまい、修理費用び高額になるだけでな<、修理不能になることびあります。 

• 急激な温度変化を与えないで<ださい 

極端に温度差のある場所（寒いところから急激に暖かいところや、その逆になるところ） 

にカメラを持ち込むと、カメラ内外に水滴が生じ、故障の原因となりまず。カメラをバッ 
クやビニール袋などに入れて、周囲の温度になじませてから使用してください。 

♦ 強い電波や磁気を発生する場所で撮影しないで < ださい 

強い電波や磁気を発生するテレビ塔などの周囲および強い静電気の周囲では、記錄データ 
び消滅したり、カメラび正常に機能しないことびあります。 

♦長時間、太陽に向けて撮影または放置しないでください 

太陽などの高輝度被写体に向けて長時間直接撮影したり、放置したりしないでください。 
過度の光照射は摄儘素テの權色•焼を付をを起こす恐れびあります。また、その隙撮影さ 
れた画儘には、真っ白くにじみび生ずることびありまず。 

•保管ずる際には 

カメラを長期間お使いにならないとさは、必ず電池を取り出してください。また、カビや 
故障を防ざ、カメラを長期にわたってお使いいただけるよラに、月に一度を目安に電池を 
入れ、カメラを操作することをおすすめします。 

♦電池や AC アダプターを取りがすときは必ず電源を OFF にしてください 

電源び ON の状態で、電池や AC アダプターを取りがすと、故障の原因となります。特に撮 

影動作中、または記歸データの削除中に前記の操作は行わないでください。 

♦液晶モニターについて 

-液晶モニターの特性上、一部に常時点なあるいは常時点なしない画素び存在することび 
ありますび、故障ではありません。あらかじめご了承<ださい。記録される画像には影付 
響はありません。 録 

-屋外では日差しの加減で液晶モニターび見えにくいことびあります。 

-液晶モニター表面を強<こすったり、強く押したりしないで<ださい。液晶モニターの 
故障やトラプルの原因になります。ホコリや3ミなどび付着したときは、プ□アーブラ 
シで吹を化ってください。巧れびひどいときは、柔らかい布やセーム革などで軽く巧を 
取ってください。万一、液晶モニターび破損した場合は、ガラスの破片などでケガをす 
るおそれびありますので充分ご注意ください。また、中の液晶び皮膚や目に付着した 
り、□に入ったりしないよラ、充分ご注意ください。 


113 




取り扱い上のごま意 

•ス S アについて 

明るい被写体にレンズを向けると、液晶モニターに白色または色のついた光の帯び現れる 
ことびありまず。この現象は、摄儘素テに強い光び入ったときに発生し、「スミア」とい 
います。撮像素子の特性による現象で故障ではありません。また、ス S アの影響で液晶モ 
ニターに色ムラび現れることもあります。 

マルチ連写と動画ながの撮影では、記録される画像にス S アの影響はありません。 

マルチ連写と動画の撮影では、太陽や太陽の照り返し、電巧などを画面内に入れずに撮影 
するよラおすすめします。 

電池について 

♦充電池は、撮影前に充電ずる 

別売の U チャージわブルバッテ U —をお使いの際は、撮影前に充電してください。ご購入 
時にはフル充電されていないので、ご注意ください。 

• リチャージャブルバッテリーの充電について 

型番の異なるバッテ U —、残量の異なるバッテ U —を混用しないでください。 

- EN - MH 2 は、専用のバッテ U - チャージト ー MH -72 で2本同時に充電してください。 

MH -73 では、2本または4本同時に充電してください。 

- EN - MH 2 は、 MH -72、 MH -73 しツ外の充電器では充電しないでください。 

- MH -72、 MH -73 で EN - MH 2 iU 外の充電池を充電しないでください。 

♦ Ni - MH リチャージャブルバッテリー EN - MH 1 とバッテリーチャージャ ー MH -70/71 を 
お使いの方へ 

- EN - MH 1 は、 MH -70/71 i ； (外の充電器では充電しないでください。 

- MH -70/71 で EN - MH 1 U (がの充電池を充電しないでください。 

-電池設定（口 105) は [COOLPIX ( Ni - MH )] に設定してください。 

♦ 使用上のま意 

-長時間お使いになった電池は、発熱していることびあるので、ご注意ください。 

-電池を取り出すとさは、力方ラの電源を OFF にして、電源ランプと液晶 f ニターび消な 
巧 していることをご確認ください。 

' 使用推奨期限の過ぎた電池はお使いにならないでください。 

-残量の無くなった電池をカメラに入れたまま、何度も電源の ON / OFF を繰り返さないで 
ください。 

•予備電池を用意ずる 

撮影の際は予備の電池をご用意ください。特に海外では、地域によって電池の入手び困難 
な場含びあるので、ご注意ください。 

♦低温時の電池について 

電池の一般的な特性として、低温時には性能び低下します。低温時にお使いになるとを 
は、電池やカメラを冷やさないよラにして<ださい。 


1 J 4 


取り扱い上のご注意 


♦ 低温時には残量が充分な電池を使い、予備の電池を用意ずる 

低温時に消耗した電池をお使いになると、カメラが作動しないことびありまず。低温時に 
撮影するとをは、新しい電池かフル充電した充電池を使い、保温した予衞の電池を用意し 
て温めなびら交互にお使いください。低温下では一時的に性能び低下して使えなかった電 
池でち、背湿に戻ると使えることびありまず。 

• 電池の接点について 

電池の接点び巧れると、接軸不良で力六ラび作動しな<なることびあります。電池を入れ 
る前に接点を乾いた巧などでおいてください。 

•電池の残量について 

電池の特性上、残量のなくなった電池をカメラに入れると、電池の残量び充分にある状態 
をおす（電池残量表示び表示されない）ことびありまずので、ご注意ください。 

♦ ニッケル水素充電池について 

-ニッケル水素充電池は、残量びある状態で繰り返し充電すると、六モ1」一効果（一時的 
に電池容量び低下したよラな特性をおす現象）によって、電池残量表示び早めに表おさ 
れることびあります。最後まで使い切ってから充電すると、正常に戻りまず。 

-ニッケル水素充電池は、お使いにならないとをでも自然放電によって題量び減っていを 
ます。お使レになる直前に充電することをおすすめしまず。 

•充電式電池の U サイクルについて 

-充電を繰り返して劣化し、使えなくなったバッテ U —は、廃棄しないでリサ 
イクルにご協力ください。端子部にテープなどを貼り付けて絶縁してから、二 
コンサービス機関や U サイクル協力店へご持参ください。 


鎮 


Ni-MH 


警告メッセージ 

画面に表示される警告メッセージの意味は、のとおりです。 


8 


表示 

意味 

巧処法 


团 

(点滅） 

力^ラの時計び設定 
されてし'!ません。 

曰付と時刻を設定して < ださい。 

89 

回 

電池の残量びみな< 
なりました。 

電池交換の準備をして < ださい。 


〇 

電池残量び 
おじません 

電池の残量びありま 
せん。 

電池を交換してください。 

14、105 

(ホ色点滅） 

ピントををねせるこ 
とびでをません。 

-ピントを合わせ直してください。 

-フオーカス□ック撮影をお試し 
<ださい。 

24、25 

29 

① 

記録中 

しばらくお待ちください 

画儘の記録中です。 

記録び終了して警告表示び消灯す 
るまでお待ちください。 

25 

〇 

カードび□ック 
されていまず 

SD カードの書を込 
み禁止スイッチび 
「Lock」 されていま 
ず。 

「Lock」 を解除してください。 

19 

① 

このカードは 
使えません 

SD カードへのアク 

-動作確認済みのカードを使って 
<ださい。 

-カードの端子部分び巧れていな 

110 

18 

① 

カードに異常び 
あります 

セス異常です。 

いか確認してください。 

-カードび正し<挿入されている 
か確認してください。 

18 

① 

このカードは初期 
化されていません。 
初期化しますか？ 
はい 
いいえ 

SD 力ードび、 
COOLPIX L22/L21 
用に初期化されてい 
ません。 

初期化するとカード巧のデータは 
すべて削除されるため、カード巧に 
必要なデータび残っているとをは、 
[いいえ] を選び、初期化する前に 
パソコンなどに保存してくださし、。 
[はい] を選んで®ボタンを巧すと、 
SD カードを初期化でさます。 

19 

〇 

メモ U —残量び 
あ0ません 

データを記録する空 
を容量びありませ 

-画儘モードを変更してください。 

. 不要な画像を削除してください。 

- SD 力ードを交換してください。 

- SD 力ードをカメラから取り出し、 
内蔵メモ U —を使ってください。 

74 

26、57、 
84 

18 

19 


116 



















警告メッセージ 


表示 

意味 

巧処法 


① 

画像を保存 
でをません 

画像記録中にエラー 
び発生しました。 

内蔵方モ U — / SD カードを初期化 
して < ださい。 

100 

これ^^(上記録でをな 
いファイル番号に達 
しふしプ 1—0 

SD カードを交換するか、内蔵方モ 
U 一/ SD カードを初期化してくだ 
さい。 

18 

100 

オープニング画面に 
登録でをない画儘で 
す。 

■^^(下の画像は登錄でさません。 

-[画像 モー ド]をじ2は陋 [3968 
X 22321.121 は函] [3200 X 1800] 

1しして撮影した画儘 
-スモールピクチャーや卜 U ミング 
で作成した画像サイズび320 X 
240 下の画像 

53、54、 
74 

画像コピー先の容量 
不足です。 

コピー先の不要な画像を削除して 
ください。 

84 

〇 

この画像は編集 
でをません 

編集でをない画儘を 
編集しようとしまし 
た。 

編集可能な条件を確認して < ださ 
い。 

51 

〇 

動画記録 
でをません 

SD カードに動画を 
記録するのに時間び 
かかっています。 

画儘記録処理の速い SD カードに交 
換してください。 

18 

〇 

撮影画像び 
おじません 

撮影済みの画儘びあ 
りません。 

内蔵メモ U —に記録した画像を再 
生ずるときは、カメラから SD カー 
ドを取り出してください。 

108 

〇 

このファイルは 
表示でさません 

COOLPIX じ 2/ L 21 政 

外で作成されたファ 
イルです。 

このカメラでは再生でをません。 
ファイルを作成または編集したパ 
ソコンなどで再生して < ださい。 

— 

〇 

このファイルは 
削除でをません 

画像にプ□テクトび 
かかっていまず。 

プ□テクトを觸除して<ださい。 

106 

〇 

自宅と訪問先び 
同じタイムゾーン 
です 

自宅と訪問先を同じ 
タイムゾーンに設定 
しぶ U すし。 

— 

89 

レンズエラー 

〇 

レンズの作動不良で 
ず。 

電源を入れ直してください。エラー 
表示び続<とさは、ニコンサービス 
機関までご連絡ください。 

20 

① 

通信エラー 

プ U ンターとの通信 
中に、 USB ケーブル 
が列れました。 

力：><ラの電源を0ドドにして 、 USB 
ケーブルの接続をやり直してくだ 
さい。 

65 
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警告メッセージ 


表示 

意味 

巧処法 


システムエラー 

〇 

力^ラの内部回路に 
エラーび発生しまし 
た。 

電源を OFF にして電池を入れ直し、 
をラー度電源を ON にしてくださ 
し、。エラー表おび続くとさは、ニコ 
ンサービス機関までご達絡くださ 
い。 

14、20 

①か 

プ U ンターエラー： 
プ U ンターを確認 
して<ださい 

プ U ンターに異常び 
お0ます。 

プ U ンターを確認し、エラーの原因 
を取り除いた後、[継続]を選んで 
@ボタンを押し、フ U ントを再開し 
て < ださレ。 X ’ 

- 

①夕 

プ U ンターエラー： 
用紙を確認して< 
ださい 

指定したサイズの用 
紙びセットされてい 
ません。 

指定したサイズの用紙をセットし 
た後、[継続]を選んで®ポタンを 
押し、プ U ントを再開してくださ 
ぃ。※ 

- 

①夕 

プ U ンターエラー： 
紙詰まりです 

用紙が詰まりまし 
た。 

詰まった用紙を取り除いた後、[継 
続]を選んで®ボタンを押し、プ 
U ントを再開してください。& 

- 

①か 

フ U ンターエラー： 
用紙びありません 

用紙びセッ S されて 
いません。 

指定したサイズの用紙をセットし 
た後、[継続]を選んで®ボタンを 
押し、プ U ントを再開してくださ 
ぃ。※ 

- 

①か 

プ U ンターエラー： 
インクを確認して 
<ださい 

インクに異常びあり 
ます。 

インクを確認した後、[継続]を選 
んで®ボタンを押し、フ1」ントを 
再開して<ださい。& 

- 

①夕 

フ U ンターエラー： 
インクびありません 

インクびなくなりま 
した。 

インクを交換した後、[継続]を選 
んで®ボタンを押し、フ U ントを 
再開して<ださい。& 

- 

①夕 

フ U ンターエラー： 
ファイルび異常です 

プリントずる画像 
ファイルに異留びあ 
D ます。 

[キャンセル] を選び®ボタンを押 
して、プ U ントを中止してくださ 
い。 

一 


《プリンターの使用説明書ちあわせてご覧ください。 


り8 















故盾かな？とおった 6 

カメラの動作びおかしいとお感じになったとさは、ご購入店やニコンサービス 
機関にお問い合わせいただく前に、し处下の項目をご確認ください。 

表示•設定-電源関連 


こんなときは 考え5れる原因やが処ま [ X ] 


液晶モニターに何を 
映らない 


電源び入っていません。 

電池残量びありません。 

節電機能により待機状態になっています。シトッ 
ターボタンを半巧ししてください。 

フラッシュランプび点滅しているとをは、フラッシュ 
の充電中です。充電が完了するまでお待ちください。 
カメラとパソコンび USB ケープルで接続されてい 
ます。 


20 

20 

15、24 
31 
60 


-カメラとテレビび AV ケーブルで接続されています。58 


液晶モニターびよく -液晶モニターの明るさを調整してください。 
見えない -液晶モニターび巧れています。 


92 

112 


カメラの電源び突然 
切れる 


-電池残量びあ D ません。 

-無操作状態び続いたため、オートパワーオフ機能び 
働をました。 

-低温下ではカメラや電池び正常に動作しないこと 
びあ0ます。 


20 

99 

114 


撮影曰時び正し<表 
示されない 


曰時を設定していない場含は（撮影時に曰時未設定16 
マークび点滅している)、静止画の撮影曰時び「0000/ 
00/00 00:00」、動画の撮影曰時び「2010/01/01 
00:00」と記録されます。セットアップメニュー[日 
時設定]で曰時を正し<設定して<ださい。 

内蔵時計は腕時計などの一般的な時計ほど精度は89 
高<ないので、定期的に曰時設定を行ラことをおす 


すめします。 


撮影情報や画像情報 
び表示されなし） 


[デート写し込み] び 


セットアップメニュー[モニター設定]の[モニター 
表示設定] >び[情報 OFF] になっています。_ 

セットアップ方ニュー[日時設赶び設定されていま 


選べない せん。 


92 


16、89 


[デート写し込み] を 

有効にしたのに、曰付 
び写し込まれない 


L ソ下の場含は日付び写し込まれません。 

-シーンモードび [パノラマアシスト] になつている 
とを 
. 動画 


42 

55 


設定内容び初期状態時計用電池び切れたため、設定び U セットされまし90 
におつてしまつた た。 


S 


119 
















故障かな？と思った 5 

•デジタルカメラの特性について 

さわめてまれに、液晶モニターに異常な表示び点灯したまま、カメラび作動し 
なくなることびあ0ます。原因として、外部か5強力な静電気び電子回路に侵 
入したことび考え5れます。このよラな場合は、電源を OFF にして電池を入れ 
直し、をラー度電源を ON にしてみてください。これによってカメラび作動し 
なくなったとさのデータは失われるおそれびあ0ますび、すでに内蔵メモ U — 
または SD 力ードに記録されているデータは失われません。この操作を行っても 
カメラに不具合び続くとさは、ニコンヴービス機関にお問いをわせください。 

撮影関連 


8 


こんなときは 考えられる原因やが処法田 


-再生モードになっているとさは、〇ボタンを巧して10 


撮影でさない 


<ださい。 

メニューび表示されているときは、 MENU ボタンを押 
して < ださい。 

電池残量びありません。 

フラッシュランプび点滅しているとをは、フラッ 
シュの充電中です。 


12 

20 

31 


-才ートフオーカスび苦手な被写体を撮影していま25 


す。 


ピントびさねない 


画像びぶれる 


. セットアッフメニユー [AF 補助光] を [ AUTO ] に97 
してください。 

-電源を入れ直してください。 20 


• フラッシュを使ってください。 

-電子式手プレ補正機能や、モーション検知機能を 
使ってください。 

• BSS (ベストショットセレクター）を使ってくださ 
い。 

-兰脚などでカメラを安定させてください（セルフタ 


30 

95、96 
78 

5、32 


イマーを併巧すると、より効果的です)。 


フラッシュ撮影時に、 
画像に白い点び写り 
込む 


フラッシュの光び空気中のほこりなどに反射して写 
り込んでいまず。フラッシュモードを ⑤ （発光禁止）30 
にして < ださい。 


フラッシュび発光し 
なし、 


-フラッシュモードび ⑤ (発光禁止)になっています。 
-フラッシュび発光しないシーンモードになっています。 

-動画になっています。 

-撮影メニュー [連写] モードび [連写]、[マルチ連 
写] または [ BSS ] になっています。 


30 

35 

55 

78 


光学ズームび使えな 
い 


動画撮影中は使えません。 


55 


720 












故障かな？と思った 5 


こんなとさは 

考えられる原因や巧処法 


電子ズームび使えな 
い 

-下の場合は電子ズームび使えません。 

-シーンモードび [ポートレート]、[夜景ポート 
レート] のと さ 

-ベストフェイスモードのとを 
-動画の撮影開始前（動画撮影中は2倍まで作動） 

-撮影六ニュー [連写] モードび [マルチ連写] のとさ 

36、37 

46 

55 

78 

[画像モード] が選べ 
ない 

-撮影メニュー [連写] モードび [マルチ連写] のと 
をは、設定できません。 

78 

シャッター音び鳴ら 
ない 

•セットアップ六ニュー [操作 茵の [シャッ ター音] 
び [ OFF ] になっています。 [ ON ] にしていても、 
撮影モードや設定によってはシャッター音び鳴り 
ません。 

-スピーカーをふさびないで<ださい。 

98 

4 

AF 補助光び発光しな 
い 

•セットアップメニュー [ AF 補助光] び [ OFF ] になっ 
てレます。 

-一部のシーンモードでは発光しません。 

97 

36-42 

画像び鮮明でない 

レンズがミちれています。 

112 

画像の色合レび不自 
然になる 

適切なホワイトパランスび選ばれていません。 

76 

画儘びざらつ< 

被写体び暗レため、シャッタースピードび遅くなって 
いるか、に0感度び高くなっていまず。 

• フラッシュを使ってください。 

30 

画像び暗すぎる 

-フラッシュモードび⑤焼光禁止）になっていまず。 

-フラッシュび指などでさえぎられています。 

-被写体にフラッシュの光び届いていません。 

-麗出を補正してください。 

-逆光で撮影しています。シーンモードの [逆光] にする 
か、フラッシュモードを♦(強制発光）にしてください。 

30 

22 

30 

34 

30、41 

画像び明るずざる 

露出を補正してくださレ。 

34 

赤目 U (外の部分びお 
正された そ @ 

(赤目軽減自動発光）や、らくらくオート撮影モー 
ド、シーンモードの 施景ポートレート] の赤目軽減 
スローシンク□強制発光でフラッシュ撮影すると、ご 
くまれに赤目！;■(がの部分び補正されることびありま 
す。 [巧景ポートレート] がのシーンモードかオー 
卜撮影モードで、フラッシュモードを(赤目軽減 
自動発光）ながにして撮影してください。 

28、30、37 
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故障かな？と思った 5 


再生関連 
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こんなとさは 

考えられる原因ゃ巧処法 



パソコンか他社製のカメラによって画撒び上書をさ 

— 

再生でさない 

れたか、ファイル名やフオルダー名び変更されまし 
た。 


画像の拡大表おがで 

動画やスモールピクチわ一、 320 X 240 が下に 卜 U ミ 


をない 

ングされた画像は拡大表示でさません。 



-動画は編集でをません。 

57 


-[画像 モード] を L 22 は陋 [3968 X 2232]、 L 21 

74 

D - ライティング、ス 

は陋 [3200 X 1800] にして撮影した画像は、編 


モールピクチわ一、卜 

集でをません。 


US ングびでをない 

- D - ライティング、スモールピクチャー、トリミング 
び可能な条件を確認してくださし、。 

51 


-このカメラし U がで撮影した画儘は編集でさません。 

51 


• セットアップメニュー [ビデオ出力] び正しく設定 
されていません。 

101 

画徹びテレビに映ら 

-画像び記録されていない SD カードび入っていま 

18 

ない 

ず。 SD カードを交換してください。内蔵メモ U — 
の画像を再生するとをは SD カードを取0出して 
ください。 



-カメラの電源び OFF になっています。 

20 

力^ラをパソコンに 
接続してち 、 Nikon 
Transfer び自動起動 
しない 

-電池残量びありません。 

- USB ケーブルび正しく接続されていません。 

20 

60 

-パソコンに力六ラび正しく認識されていません。 

— 

• Nikon Transfer び自動起動しない設定になってい 
ます 。 Nikon Transfer については 、 Nikon Transfer 

のヘルプをご覧 < ださい。 




画徹が記録されていない SD カードび入っています。 


プ U ントする画像が 

SD カードを交換して<ださい。内蔵メモ U —の画條 

18 

表示されない 

をプ U ントずるとをは SD カードを取り出してくださ 
い。 


PictBridge 対応プリンターでち、 UTF の場をはカメラ 
で r 用紙設定」を行ラことびでをません。プリンター 


力六ラ側で用紙設定 
びでをない 

側で用紙 サイ ズを設定してください。 

-カメラ側で設定した用紙サイズにプ U ンターび巧 
応していません。 

66、67 


-自動的に巧祇サイズを認識するプ U ンターを使っ 
ています。 
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まな仕様 

ニコンデジタルカメラ COOLPIX L 22 /COOLPIX L 21 


型式 


有効画素数 



レンズ 


焦点距離 


開放 F 値 
レンズ構成 


電子 ズーム 


手ブレ補正 


才ートフオーカス 


撮影距離 
AF エリア 


液晶 モニター 


視野率（撮影時） 
視野率（再生時） 


記録方す 


記録媒体 
画像ファイル 

ファイル形式 


コンパクトデジタルカメラ 
COOLPIX L 22 :12.0メガピクセル 
COOLPIX L 21 : 8.0 メガピクセル 
COOLPIX L 22 : 

1/2.3 型原色 CCD 、 総画素数12.39メガピクセル 
COOLPIX L 21 : 

1/2.5 型原色 CCD 、 搬画素数 8.29 メガピクセル 
光学 3.6 倍ズーム、 NIKK 0 R レンズ 
6.7-24.0 mm 
COOLPIX L 22 : 

35 mm 判換算で 37-134 mm 相当の撮影画角 
COOLPIX L 21 : 

35 mm 判換算で 41-145 mm 相当の撮影画角 

f /3.1-6.7 

6群7枚 

最大4倍 

COOLPIX L 22 : 

35 mm 判換算で約 536 mm 相当の撮影画角 
COOLPIX L 21 : 

35 mm 判換算で約 580 mm 相当の撮影画角 
電テ式 

コントラスト検出方式 

-レンズ前約30 cm 〜〇〇(広角側)、約70 cm 〜〇〇(望遠側） 
• マク□モード時は約 5 cm 〜〇〇 (広角側） 

中央、顔認識 

COOLPIX L 22 : 3型 TFT 液晶、約23万ドット、輝度調節 
機能付さけ段階） 

COOLPIX L 21 : 2.5 型 TFT 液晶、約23万ドット、輝度調 
節機能付さ （5 段階） 

上下左ちとち約98% (対実画面） 

上下左ちとも約1000/〇 (あ[実画面） 

内蔵;><モリー(約19 MB )、 SD ；>< fU - 力ード 
DCF 、 Exif 2.2、 DPOF 準拠 
静止画 ： 」PEG 

動画 ： AVI ( Motion-JPEG 準拠） 































主な仕様 
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画像 モード 
(記録画素数) 


ISO 感度 
(標準出力感度) 

露出 


測光方式 


露出制御 

露出連動範囲 
(オー ト撮影 モード 
J 時）_ 

ソヤツター 
シヤツター 

I スピード 
絞り 

r 制御段数 

セルフタイ7— 


COOLPIX L 22 : 

• 12 M 〔高画質） [4000 X 3000 ★] 
• 12 M [4000 X 3000] 

• 8 M [3264 X 2448] 

• 5 M [2592 X 1944] 

• 3 M [2048 X 1536] 

•PC [；1024 X 768] 

• VGA [640 X 480] 

-16:9 [3968 X 2232] 

COOLPIX L 21 : 

• 8 M (高画質） [3264 X 2448 ★] 

• 8 M [3264 X 2448] 

• 5 M [2592 X 1944] 

• 3 M [2048 X 1536] 

•PC [1024 X 768] 

• VGA [640 X 480] 

• 16:9 口 200 X 1800] 

才ート （ ISO 80 〜160 0) 


マルチパターン測光 （256 分割)、中央部重点測光價子 
ズームび2倍までのとさ）、スポット測光〔電子ズームび 
2倍た(上のとを） 

プ□グラムオート、モーション検知機能付さ、 

露出補正 （±2 段の範囲で1/3段刻み）可能 
広角側： -0.7 〜 + 16.2 EV 
望遠側： 1.5 〜 18.4 EV 

( ISO 感度才ート時の連動範囲を、 ISO ! 00の EV 値にて換算) 
；><カニカルシャッターと CCD 電子シャッターの併用 

1/2000〜1秒、4秒（シーンモードの [巧ち上げな火]) 

電磁駆動による ND フイルター （-1.7 AV ) 選択方式 
2け/3.1、 f /5.5 [広角側]) 

約10砂 
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まな仕様 



COOLPIXL 22 :約 0.5 〜 7.0 m (広角側）、約 0.5 〜 3.0 m 
(望違側） 

COOLPIXL 21 :約 0.5 〜 5.5 m (広角側)、約 0.5 〜 2.5 m 
(望遠側） 

モニター発光による TTL 自動調光 

Hi-Speed USB 
MTP、PTP 

NTSC 、 PAL から選択可能 

オーディオビデオ出力/デジタル端テ ( USB ) 

曰本語、英語の2言語 

-アルカ U 単3形電池、1」チウム単3形電池のいずれか 
を各2本 

- U チヤージトブルバッテリー EN - MH 2( ニッケル水素 
充電池 ）X 2本（別売） 

- AC アダプター EH -65 A (別売） 


COOLPIX L 22 : 

. 約240コマ〔アルカ U 電池使用時) 
. 約660コマ （ U チウム電池使用時) 
• 約420コマ （ EN - MH 2 使用時） 
COOLPIX L 21 : 


-約280コマ（アルカリ電池使用時） 

-約780コマ （ U チウム電池使用時） 

• 約500コマ （ EN - MH 2 使用時） 

COOLPIX L 22 :約 97.7 X 60.5 X 28.3 mm (突起部除く） 
COOLPIX L 21 :約92 X 61.^ x 28.3 mm (突起部除く） 


COOLPIX L 22: 約183 g (電池、 5 D メモ U — 力ード含む) 
COOLPIX L 21 :約169 a (電池、 5 D メモ U — 力ード含む) 


〇〜40で 

85〇/〇^1下縮露しないこと) 


S 
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主な仕様 


. 仕様中のデータは、すべて常温 （2 日む）、アルカ U 電池使用時のわのです。 
※電池寿命測定方法を定めた CIPA (力;<ラ映像機器工業を）規格によるちのです。 
測定条件は、23 (±2) む、撮影ごとにズーム、2回に1回の割合でのフラッシュ 
撮影、画像モード L 22 :圆 [4000 X 3000] / L 21 :团 [3264 X 2448] です。撮 
影間隔、ニュー表示時間、画像表示時間などによ0、コマ数は変動することび 
お0ます。 

付属の電池はお試し用の電池です。 


8 


使用説明書について 

-使巧説明書の誤りなどについての捕償はご容赦ください。 

-製品の外観、仕様、性能は予告なく変更することびありますので、ご了承くださし、。 


まな仕様 


このカメラの準拠規格 

• Design rule for Camera File system ( DCF ) : 香社のデジタルカメラで記録 
された画像ファイルを相互に利用し合ラための記録方式です。 

• DPOF (Digital Print Order Format ) :デジタルカメラで撮影した画像をプリ 
ントショップや家庭用プリンターで自動プ U ントするための記録フ オー 
マッ トでず。 

• Ex げ (Exchangeable image file format ) Version 2.2 :デジタルカメラとプ 
U ンターの連携を強化し、高品質なプ U ント出力を簡単に得ることを目指し 
た規格です。 

この規格に対応したプ U ンターをお使いになると、撮影時のカメラ情報を活 
かして最適なプ U ント出力を得ることびでさます。 

詳しくはプリンターの使用説明書をご覧ください。 

- PictBridge :デジタルカメラとプリンターのメーカー各社び相互接続を保証 
するちので、デジタルカメラの画像をパソコンを介さずプ U ンターで直接プ 
U ントするための標準規格です。 


S 
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索引 


マーク-巧巧字 

@ミ央定ボタン5、7、11 
a (撮影モード）ボタン5、7、10 
AEMRL 45 

W ボタン4、6、23、27、48、49、50 
因ボタン4、6、23、27、48、49、50 
T ボタン4、6、13、23、27、48、49、50 
9ボタン4、6、23、27、48、49、50 
©ボタン4、6、じ 
竭 D - ライティング52 
マ動画55 

回べストフェイスモード46 

因 露出補正34 

£過電子式手ブレ補正95 

™ シーンモード35 

〇オート撮影モード29 

因再生ボタン5、7、10 

因再生モード26 

雨削除ボタン5、7、26、27、57 

奴セルフタイマー32 

みフラッシュモード30 

化マク□モード33 

MENU メニューボタン5、7、12 

fi らくらくオート摄影モード20、28 

1コ7表示26、27 

AC アダプター 15、110 

AF 24 

AF ェ U ア24 

AF 補助光4、6、25、97 

AV ケーブル58 

BSS 78 

イゴ DPOF 127 

録 DPOF プ U ント69 
DSCN 111 

D - ライティング51、52 

EH -65 A 15 

EN - MH 1 15、114 

EN - MH 214. 105、110、114 

FSCN 111 

ISO 感度28、31 

Nikon Transfer 60 

PictBridge 64、127 

RSCN 111 

SD 力ード18、110 

SD カードスロット5、7、 18 


SD カードの初期化19、100 
SSCN 111 
TV 再生56 

USB / オーディオビデオ出力端子5、7、 
58、65 

USB ケープル59、60 
ViewNX 62 
.AVI 111 
JPG 111 

z 

赤目軽減自動発光30、 31 
圧綱率74 
アルカ U 電池14、15 
打ち上げ花火裤41 
海•雪韵38 

液晶モニター5、7、8、112 
オーディオビデオ/ USB ケーブル58、65 
オート撮影モード29 
オートパワーオフ15、99 
オートフ オー カス25、29 
オープニング画面88 
音声入力/映儘入力端子58 
音量57 

を 

拡大表示50 
お張子111 
画像回転107 
画像 コピー 108 
画像サイズ74 
画像モード21、35、74 
力^ラ再生56 
カメラ接続端子59 
画面の明るさ92 
カレンダー表示49 
逆光芭41 
強制発光30 
記録可能コマ数20、75 
クール 79 

ク□-ズアップ批40 
壁光灯76 
言語 / Languaae 101 
光学 ズーム 23 


72 S 





索引 


夕 

再生26、27、48、50、57 
再生ボタン5、7、10 
再生メニュー81 
再生モード10 
削除26、27、57、84 
撮影20、22、24 
撮影後の画像表示92 
撮影メニュー72 
撮影モードソニュー10 
サマータイム 16、90 
サムネイル表示48 
兰脚ネジ巧5、7 
シーンモード35、36 
識別子111 
時差91 
自動発光30 
絞0値24 
シャッター音98 
シャッタースピ—ド24 
シャッターボタン4、6、24 
充電式バッテ1」一110 
初期化19、100 
白黒79 
ズーム23 

ズームレバー 4 、 6、57 

ストラップ13 

ストラップ取り付け部4、6 

スピーカー 4、6 

スポーツ々37 

スモールピクチャー 53 

スライド シヨー 83 

ス I 」ープモード99 

ス□ー シンクロ 30 

晴天76 

設定宣98 

設定ク U アー103 

セットアップメニュー85 

セピア79 

セルフタイマー32 

セルフタイマーランプ4、6、32 

操作音98 

夕 

タイムゾーン16、89、91 


ダイレクトプ U ント64 
タブ12 

端子カパー5、7 
単写78 

デート写し込み94 
テレビ58 
電球76 

電源14、16、20 
電源スイッチ4、6、14、20 
電源ランプ4、6、14、20 
電子式手ブレ補正95 
電子 ズーム 23 
電池14、90 

電池/50カードカバー5、14、18 
電池残量20 
電池室5、7 
電池設定15、105 
動画55 
動画再生57 
動画撮影55 
動画設定56 
動画;>< ニュー56 
トリ S ング54 
トワイライト iii 39 
雲大 76 

を 

内蔵フラッシュ4、6、30 
内蔵メモ1」一18 
内蔵メモリーの初期化100 
夏時間16、90 
日時設定16、89 
ニッケル水素充電池14 

A 

バージョン情報109 
パーティー淺38 
パソコン59 
発光禁止30 

パノラマアシスト片42、44 
半押し13 
ピクチャーカラー 79 
日付のフ I 」ント71 
ビデオ出力101 
ビビッド カラー 79 
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標準カラー79 連写78 

表示ランプ5、7 レンズ4、6、123 

ピント13、24 露出補正34 

ファイル名116 
風景 H 36 

フオーカス□ック撮影25、29 
フオルダー名116 
フラッシュ30、31 
フラッシュランプ5、7、31 
プ U セットマニュアル77 
プ I 」ン ター 64 
プ I 」ント66、67、70 
プ U ント指定70 
フ□テクト設定106 
ベストショットセレクタ ー 78 
ベストフェイスモード46 
別売アクセヴ U — 110 

ヘルプ13 
ポートレートを36 
ホワイトバランス76 

ス 

マイク 4 
マク□モード33 
7ルチセレクター5、7、11 
マルチ連写78 
S ュージアム盧40 
目つぶり検出設定102 
六ニュー切り換え87 
メモ U —残量20 
モーション検知96 
が ■ モニター設定92 

モニター表の設定92 
モノク□コピー □ 41 

P 

夜景困39 

夜景ポートレート a 37 
夕焼け皇38 
用祇設定66、67 

らくらくオート撮影モード20、28 
1」チウム電池14 

料理 TI 40、43 
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アフターサービスにごいて 

■この製品の操作方まや修理についてのお問い合わせは 

この製品の操作方法や修理について、ご質問びございましたら、ニコンカスタ 
マーヴポートセンターまでお問い合わせください。 

-ニコンカスタマーサポートセンターにつ走ましては、使用説明書裏面をご覧 
<ださし、。 

♦お願い 

-お問い合わせいただく場合には、なぺージの「お問い合わせ承り書」の內 
容をご確認の上お問い合わせください。 

-より正確、迅速にお答えするために、ご面倒でわ次ページの「お問い合わ 
せ承0書」の所定の項目にご記入いたださ、 FAX または郵送でお送0くだ 
さい。「お問い合わせまり書」は、コピーしていただ<と、繰り返しお使 
いいただけまず。 

■修理を依頼される場合は 

ご購入店、またはニコンヴービス機関にご依頼ください。 

-ニコンヴービス機関につをましては、「ニコンサービス機関のご案内」をご 
覧ください。 

-ご転居、ご贈答品などでご購入店に修理を依頼することびでさない場合は最 
寄0の販売店、またはニコンサービス機関にご相談ください。 

-修理に出されるとさに、 SD カードびカメラ内に挿入されていないかご確認 
<ださし、。 

■補修用性能部品について 

この力ラの補修用性能部品（その製品の機能を維持するために必要な部品） 
の保有年数は、製造打ち切り後5年を目まとしています。 

.. -修理可能期間は、部品保有期間内とさせていただをます。なお、部品保有期 
S 間経過媛ち、修理巧能な場合ちありますので、ご購入店またはニコンヴービ 

ス機関へお問い合わせください。水没、火災、落下等による故障または破損 
で全損と認め5れる場合は、修理び不可能となります。なお、この故障また 
は破損の程度の判定は、ニコンサービス機関にお任せください。 

■インターネットご利用の方へ 

-ソフトウェアのアップデート、使用上のヒントなど、最新の製品テクニカル 
情報を下の当社ホームぺージでご覧いただくことびでさます。 

http :// www . nikon - innaae . com / jpn / support / 

-製品をより有効にご利用いただくため定期的にアクセスされることをおす 
す故します。 
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ニコンカスタマーサポートセンター行 

FAX:(03) 已 977-7499 


【お問い合わせ承り書】 太枠内のみご記入ください 



S このページはコピーしてお使いください。 










Nikon 


_ 製品の使い方に関するお問い合わせ 

<ニコンカスタマーヴポートセンター> 

全国共通のナビダイヤルにお電話ください。 




057002-8000 

一お電話‘公衆電話か5は巿巧通話料金でご利巧いただけます 


営業時間;9:30〜 18:00( 年末年始、夏期休業曰等を除く毎曰） 
ナビダイヤルをご利用いただけない場合は、 （03) 6702-0577 におかけくださ 
し、ファクシミ1」でのご相談は、 （03) 5977-7499 にを信ください。 


_ 修理 サービスの ご案内 _ 

インターネットでの修理のお申し込み 

下記 URL か5「こコンピックアッフサービス」のお申し込みびできます。宅配便などでお送りいただいた場 
をなどの r 修理金額見積り」、 r 修理状況」、「納期」などをご確認でをますのでご利用ください。 

http :// www . nikon - image . com / jpn / support / repair / ※インターネットでの修 S のお申し込みの場合、送料割引びございます。 

修理品のお引き取りを依頼される場合は 

<ニコンピックアップサービス> 

下記のフ U —ダイヤルでお申し込みいただ<と、ニコン指定の配送業着(ヤマト運輸)び、お包資ネオのお届け•修理 
品のお引き取り、修理後のお届け•集金までを一括して提供するサービスです。全国一律の配送料金にて承ります。 
※宅配便で扱える大きさや重さには制限びあるため、取り扱いできない製品をございます。 

A つ PI 営業時間: 9:30 〜 18:00( 年末年始 12/29 〜 1/4 を除く毎日） 
IMfJ リ1乂リ■リ乂-〇 I DD ※苗己のフリ-ダイヤルは、コン指定の配送業ち(ヤマト運輪にて承ります。 

製品に関するお問い合わせは、上記のカスタマーサポートセンターへお願いいたします。 

修理に関するお問い合わせは、下記の修理センターへお願いいたします。 


修理品を宅配便などでお送りいただく場ちの送り先と 
_修理に関ずるお問い台わせは_ 


く（株)ニコンイメージングジャパン修理センター> 
230-0052 横お市鶴見区生麦 2-2-26 


没 0570 02 -8200 

■ to ™ 一般電話’公巧電話からは巿巧通話料金でご利 ffl いただけます 


営業時間:9:30〜17:30は曜日、日曜日、祝日、年末年始、 
夏期が業日など弊社定休日を除く毎日） 

ナビダイヤルをご利用いただけない場合は、 (03) 6702-0577 
(ニコンカスタマーヴボートセンター）におかけ<だごい。 


♦修理センターには、ご来巧の方の窓口びございません。宅配便のみお受けしまず。ご了をください。 


株ぶを社_ J> 

株式をれ ニコ > イタージンヴ ジャパン 
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